
諮調

説

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開
含
丁
完
）

比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会

―
―
比
較
法
的
考
察
―
―

序
論
的
考
察

Ｉ
　
日
本
法

Ⅱ
　
比
較
法

外
国
法
の
状
況

Ⅲ
　
ア
メ
リ
カ
法

Ⅳ
　
フ
ラ
ン
ス
法

Ｖ
　
ド
イ
ツ
法

国
際
的
状
況

Ⅵ
　
国
際
法

Ⅶ
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
法

佐
藤
　
一予

中
村
　
恵

滝
沢
　
正

永
水
裕
子

本
田
ま
り

（以
上
四
八
巻
三

・
四
号
）

小 洪
林
真 恵
紀 子

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

九

九
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五
年
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ド
イ
ツ
に
お
け
る
着
床
前
診
断
を
巡
る
状
況

―
―
胚
保
護
法
制
定
以
後
の
動
向
に
つ
い
て
―
―

〈
共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開
―
―
比
較
法
的
考
察
―
１
／
Ｖ
　
ド
イ
ツ
法
〉

は
じ
め
に

一　

胚
保
護
法
の
制
定

一
一　
胚
保
護
法
制
定
以
後
の
着
床
前
診
断
を
巡
る
議
論

１
　
連
邦
医
師
会
の
対
応

２
　
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
報
告
書

３
　
国
家
倫
理
評
議
会
報
告
書

お
わ
り
に

は

じ

め

に

「ド
イ
ツ
は
胚
保
護
法
に
よ
っ
て
国
際
的
に
孤
立
し
て
し
ま

っ
た
。
他
の
国
々
で
は
既
に
今
日
わ
が
国
ほ
ど
の
憂
慮
も
な
く
、
胚
を

用
い
た
り
、
胚
を
対
象
と
し
た
研
究
が
な
さ
れ
て
い
る
」
。
ド
イ
ツ
に
お
い
て
胚
保
護
法
が
成
立
し
た
際
、
『ド
イ
ツ
医
師
会
雑
誌
』
の

巻
頭
に
掲
載
さ
れ
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
台
詞
に
は
、
ま
だ
続
き
が
あ
る
。
「し
か
し
、
こ
の
ま
ま
で
あ

っ
て
然
る
べ
き
な
の
で
あ
ろ
う
。

一
〇
〇佐

藤
　
一予



と
い
う
の
も
、
と
り
わ
け
、
暗
清
た
る
過
去
に
よ
つ
て
も
ま
た
刻
印
を
さ
れ
て
い
る
我
々
の
道
徳
観
を
、
全
世
界
が
共
有
し
て
く
れ
る

な
ど
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
」
。
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る

「暗
浩
た
る
過
去
」
が
ナ
チ
ス
と
い
う
経
験
で
あ
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
で
あ
り
、
そ
の
過
去
に
対
す
る
ド
イ
ツ
の
返
答
が
基
本
法
の
第

一
条
に

「人
間
の
尊
厳
」
の
不
可
侵
を
掲
げ
た
こ
と
で
あ

る
の
も
ま
た
、
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
に
あ

つ
て
は
、
憲
法
の
文
言
と
し
て

「人
間
の
尊
厳
」
が
採
用
さ
れ
て
い
る
た
め
、
人
間

の
尊
厳
と
い
う
概
念
は
単
に
倫
理
や
哲
学
の
問
題
と
し
て
援
用
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
ま
た
例
え
ば
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
し
ば
し
ば

「連
帯

（∽望
Ｑ”〕い一，こ

な
る
概
念
が
持
ち
出
さ
れ
る
が
、
こ
れ
と
て
フ
ラ
ン
ス
で
言
わ
れ
る

「連
帯

（１
いｏ”【い一０
」
と
は
必
ず
し
も
歴
史

的
に
も
内
容
的
に
も
軌
を

一
に
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
「人
間
の
尊
厳
を
基
礎
と
し
た
連
帯
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

本
稿
で
は
、
世
界
的
に
見
て
も
比
較
的
早
い
時
期
に
厳
格
な
刑
法
的
規
制
で
も

っ
て
ヒ
ト
胚
を
保
護
す
る
立
場
を
打
ち
出
し
た
ド
イ

ツ
に
お
い
て
、
そ
の
後
の
生
殖
医
療
技
術
の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
の
当
た
り
に
し
て
の
ド
イ
ツ
の
動
向
に
つ
い
て
、
な
か
で
も

「着
床

前
診
断
」
を
取
り
上
げ
て
概
観
す
る
。
な
お
そ
の
際
、
ド
イ
ツ
の
医
師
や
医
療
行
為
を
規
律
す
る
法
律
関
係
の
特
殊
性
に
つ
い
て
も
注

意
を
払
い
な
が
ら
、
着
床
前
診
断
を
巡
っ
て
の
人
間
の
尊
厳
と
胚
の
保
護
と
の
衝
突
に
関
す
る
議
論
に
関
し
て
、
胚
保
護
法
制
定
以
降

の
見
取
図
を
示
し
て
み
た
い
。

を
Ｒ

゛
ヽ
ミ

ヽ
ヽ
い
ヽ
ヽ
ミ
か

）ｂ

日

暉

】
ｏ
５
ｏ
胴

ｏ
ロ
ニ

Ｎ

Ｈ
日

Ｎ
①
卜の
，
ｏ
●
０
霧

〓

３

一３

“
①
房

分
９
お

ε
”
∽
ヽ

）
∪
ｏ
二

Ｘ

，
８

＞
【
ヽ
０
巨

営
絆
∞
メ

一
）
Ｏ
ｐ

＞

お

い
「
い

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
調
査
委
員
会

「現
代
医
療
の
法
と
倫
理
」
最
終
報
告
書

（二
〇
〇
二
年
）
二
四
頁
。
書
誌
に
つ
い
て
は
後
掲
註

（３‐
）
。

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一

〇

一

2  1
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一
〇
一
一

胚
保
護
法
の
制
定

こ
こ
で
は
ま
ず
、
現
在
交
わ
さ
れ
て
い
る
議
論
の
前
提
と
な

っ
て
い
る
、
現
行
法
た
る
胚
保
護
法
に
つ
い
て
、
そ
の
成
立
過
程
並
び

に
、
そ
の
内
容
を

（着
床
前
診
断
に
関
わ
る
部
分
に
限
定
し
て
）
ご
く
簡
単
に
確
認
し
て
お
く
。
い
わ
ゆ
る
胚
保
護
法
は
、　
一
九
九
〇
年

一

二
月

一
三
日
に
公
布
さ
れ
翌
九

一
年

一
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
る
、
全

一
三
条
か
ら
な
る
法
律
で
あ
れ
。
本
法
の
成
立
に
至
る
ま

で
に
は
、
当
時
の
人
工
生
殖
医
療
の
飛
躍
的
発
展
に
対
す
る
国
内
的
世
論
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
て
、
連
邦
医
師
会
学
術
諮
問
委
員
会

に
よ
る
二
つ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定

「
人
の
不
妊
の
治
療
法
と
し
て
の
体
外
受
精
及
び
胚
移
植
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
宝

九
八
五

年
〕
、
「人
の
初
期
胚
に
か
か
る
研
究
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
４
」
〓

九
八
五
年
じ

に
始
ま
り
、
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る
ベ
ン
ダ
委
員
会

（冒
巳
甲

【
ｏヨ
ユ
五
８

〓

九
八
四
年
設
置

。
一
九
八
五
年
報
生墨
日じ

や
、
連
邦
議
会
調
査
委
員
会

「遺
伝
子
工
学
の
可
能
性
と
危
険
性
」
３
いｏｃｏＴ

バ
ｏ目目
諄
一８
ｂ
ｒ〓
ｏｏ●
ｃａ
″
∽πΦ●
計
『
Ｏ
①”一，①ｏｒ”ｏ一ｏ”いヽ

〓

九
八
四
年
設
置

。
一
九
八
七
年
報
告
議
し
、
更
に
連
邦

・
ラ
ン
ト
合
同
検
討
委
員

会

「
生
殖
医
療
」
３
目
Ｑ‐５
５Ｑ甲
＞
３
ｏ一一∽”〔暉ｏＲ

、
ｏむ
旨
●
ＮＥ
”∽日
①Ｑ一Ｎ一ヽ

〔
一
九
八
六
年
設
置

・
一
九
八
八
年
報
告
書
）
等
に
よ
る
各
種
報
告

が
続
き
、
そ
の
間
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
連
邦
法
務
省
案
に
よ
る
数
次
に
わ
た
る
草
案
が
公
表
さ
れ
る
、
と
い
う
経
過
を
辿

っ
て
い
る
。

先
行
し
て
い
た
連
邦
医
師
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
、
各
種
の
報
告
書
は
い
ず
れ
も
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い
た
に

も
関
わ
ら
ず
、
立
法
者
は
こ
の
問
題
に
対
し
て
厳
格
な
刑
法
的
規
制
を
も

つ
て
対
応
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
が
連
邦
国

家
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ド
イ
ツ
で
は
基
本
法
上
連
邦
と
ラ
ン
ト
と
の
立
法
権
限
が
分
担
さ
れ
て
お
り
、
九

一
年
当

時
の
基
本
法
に
は
生
殖
医
学
に
関
す
る
連
邦
の
立
法
権
限
が
定
め
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
た
め
包
括
的
な

「連
邦
生
殖
医
療
法
」
の
よ
う



な
も
の
を
作
る
こ
と
は
出
来
ず
、
刑
法
的
措
置
と
い
う
形
で
の
立
法
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
次
章
で
詳
述
す
る
が
、
こ
こ
で

「ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
と
訳
し
た
連
邦
医
師
会
の

）・戸
一３
一Ｆ
一①ヽ

は
、
日
本
の
医
師
会
に

・よ
る

一
般
に

「指
針
」
や

「会
告
」
と
い
わ
れ
て

い
る
も
の
と
は
、
そ
の
性
質
や
医
師
に
対
す
る
拘
束
力
を
全
く
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

一
九
九
二
年
の
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
二
次
堕
胎
判
滅
を
受
け
た

一
九
九
五
年
の

「妊
婦
及
び
家
族
援
助
改
正
凝
」
に
よ
っ
て
、
そ
れ

ま
で
刑
法
典
第
二

一
八

ａ
条
に
規
定
さ
れ
て
い
た

「優
生
学
的
適
応
」
は
削
除
を
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
後
に
お
い
て
も

「医
学
的
適
応
」

に
よ
り
胎
児
の
疾
患
を
理
由
と
す
る
中
絶
は

（事
実
上
）
可
能
で
あ
る
の
で
、
出
生
前
診
断
に
基
づ
く
中
絶
は
行
わ
れ
て
い
る
。
刑
法
典

第
二

一
八
条

一
項
二
文
は

「受
精
卵
が
子
宮
内
部
へ
の
着
床
を
終
了
す
る
以
前
に
効
果
を
生
じ
る
行
為
は
、
こ
の
法
律
に
い
う
妊
娠
中

絶
に
は
あ
た
ら
な
い
」
ど
定
め
て
お
り
、
着
床
前
診
断
に
よ
る
胚
の
廃
棄
は
刑
法
上
中
絶
に
は
相
当
し
な
い
。
し
か
し
、
胚
保
護
法
第

八
条

一
項
が

「
こ
の
法
律
に
い
う
胚
と
は
、
ま
ず
、
受
精
し
発
育
能
力
の
あ
る
ヒ
ト
の
卵
子
に
つ
い
て
、
細
胞
核
融
合
の
時
点
か
ら
を

い
い
、
ざ
ら
に
、
胚
か
ら
採
取
さ
れ
た
全
能
性
を
有
す
る
細
胞
で
、
そ
の
他
の
必
要
前
提
条
件
が
あ
れ
ば́
分
裂
し
個
体
に
発
達
す
る
こ

と
の
で
き
る
も
の
の
各
々
を
い
う
」
と
し
、
更
に
第
二
条

一
項
に
よ
り

「体
外
で
作
ら
れ
又
は
子
宮
内
で
の
着
床
が
完
了
す
る
前
に
女

子
か
ら
採
取
さ
れ
た
ヒ
ト
の
胚
を
、
譲
渡
し
又
は
胚
の
維
持
以
外
の
目
的
の
た
め
に
引
渡
し
、
獲
得
し
若
し
く
は
利
用
す
る
も
の
は
、

三
年
以
下
の
自
由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
着
床
前
診
断
は
胚
保
護
法
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る

と
の
解
釈
が
大
勢
を
占
め
る
と
さ
れ
て
い
崚
。

（
３

）

の
０
∽
ｏ
一
Ｎ
留

日

旨

Ｆ

”Ｎ
６

●
”
日

σ
い
る

Ｒ

●

０

ヨ

σ
【
壱

Ｒ

●
■

目

”悩

①
∽
ｏ
一Ｎ
Ｉ

国
ｒ

一
０
）
）
∪
ｏ
ｗ

Ｌ

”

喝

よ

Ｆ

ｏ
針

計

【
ａ

“
８

〓

＞
■

烙

ｏ

ド

８

〓

，

８

８

Ｌ

ミ

８

）

胚

保

宅
囁

仏

の

甫
竺
立
中
＾
に

つ

い

て

け
い
、　
”
ｏ
ヽ

【
ヽ
『】ヽ
が

ヽ
Ｎ
“
〔
”
舞

∽
一ｏ
，
ｃ
●
¨
∽
”
８

０
巨

ｏ
ョ

ｏ
ｏ
口

”
口
げ
い
く
ｏ
●
ｏ
●
器

ｒ
鰊

Ｎ
”
Ｒ

ｏ
一Ｎ
口

Ｆ

ョ

¨
”
も
ヽ

【
ヽ
お
ミ
露
ヽ
お
い
‐い
ミ
ゝ

く
磁

Ｑ
ヽ
お
、

ヽ
さ
ミ

ヽ
Ｒヽ

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
〇
〓
一



上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
〇
四

【

諄

ヽ
ヽ
・
国
ヨ
σ
一
】
８

８

∽
ｏ
ぎ

一Ｎ
零

∽
ｏ
●

困
ｏ
３
日
①
●
一鷺

習

ヨ

国
日
σ
』
て
８

８

∽
ｏ
ぎ

絆Ｎ
零

∽
ｏ
一Ｎ
Ｌ

Ｓ

Ｐ

”

Ｂ

串

胚

保

護

法

に

関

す

る

邦

語

文

献

と

し

て

は

、

川

口

浩

一

・

葛
原
力
三

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
胚
子
保
護
法
の
成
立
に
つ
い
て
」
奈
良
法
学
会
雑
誌
四
巻
二
号

（
一
九
九

一
年
）
七
七
頁
、
齋
藤
純
子

「立
法
紹
介
　
胚
保

護
法
」
外
国
の
立
法
三
〇
巻
三
号

（
一
九
九

一
年
）
九
九
頁
。

（
４

）

”
ミ

詳

盪

漏
お
ざ

ミ
ミ
ヽ
お

）・″

３

』
いユ
８

Ｎ
日

∪
ｃ
一
３

コ

ｇ

目

”

く
ｏ
●

Ｆ

‐
く
〓

ｏ
「
①
ユ
】房

二

８

会
く
Ｊ

Ｅ

Ｏ

日
日
げ
Ｑ

ｏ
嗜
目

∽
お
八

日
Ｊ

二
∽
”
魯

Ｂ

Ｑ
〓
い
∞
∽
日

ｏ
，

ｏ
８

Ｑ
ｑ

８

８

∽
３

‐

】ド
す
ｏ
い
∽
お
口
．】片

摯
メ

∪
①
“
Ｆ
ｏ
ｒ
ｏ
∽
＞
”
Ｎ
お
σ
】餌
一
∞
Ｐ

】
０
∞
い

＞
‐
ド
い
Ｏ
Ｆ

”
ミ
ヽ
ヽ
ヽ
』
き
パ
や
や
ヽ
ミ
ミ
ヽ
♪

３
”
ぉ
Ｆ
一】́
ユ

①
●

Ｎ
ｃ
【
「
ｏ
あ
ｏ
，
Ｃ
”
∞

”
●
や
●
す
ｏ
●

日

①
●
∽
ｏ
〓

お
〓
ｏ
●
Ｕ
日

ｇ
）
ｏ
●
①
“
．ご
∪
①
“
一
∽
ｏ
す
①
∽
＞
闘

お
σ
ｒ
澪

∞
ド

】
０
∞
Ｐ

＞
‐
い
「
い
メ

Ｕ
ヽ
ヽ
い
ヽ
さ
ヽ
ヽ
●
ミ

ミ

ン
ヽ
♪
き

ヽ
「
ο
ａ

い
ヽ
ミ
ヽ
い

ミ
さ
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日
ヽ
い
ヽ
き
ｏ
ざ
い
や

（
目
認
”

ン

Ｈ
●
‐
二

言
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‐
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①
い
け一】お
営
コｏ
Ｐ
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ｏ
い
ｏ
日
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●
ュ
く
∽
Φ
〓
口
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ｏ
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ｏ
日
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〓
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●
８
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，
●
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咀
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「
お

ｒ
一
Ｏ
ｏ
『
”

“
●
Ｑ
‐
ｒ
針

〕
ａ
ｏ
甲

＞

諄
）９

お

”
い
ｃ
ｏ
も
ｏ
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＞
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』
さ
ヽ
き
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ヽ
ミ
踏
い
ド

む
∪
①
【
∪
オ
府
僣
”

一ｏ
●
ｏ
●
一■
暉
Ｌ

阻
う
ｏ
∽
Ｏ
ｏ
∽
Ｓ
Ｎ
ｏ
∽
゛
“
Ｂ

∽
ｏ
ｒ
ｃ
紺
ｏ

く
ｏ
●

国
日

ｇ
囀
ｏ
●
０
●

（
口
∽
ｏ
ｒ
Ｏ
）
＾^
（０
）

卜
・
い
っ
∞
い
ｙ

Ｎ
Ｓ
雰
ュ
嘔
い沖

｛
“
「
”
ｏ
ｏ
Ｆ
お
も
ｏ
一いＬ
バ

Ｈ
ｐ

い
０
∞
，

，

い
、
Ｐ

＞

３

９
一
∽
Φ
●
け姜
‘
Ｌ

ｏ
日

ｏ
∽
Ｏ
ｏ
∽
Ｓ
Ｎ
①
∽
Ｎ
“
日

の
ｏ
Ｆ
ｃ
Ｆ

く
ｏ
口

国
８

σ
【
】
ｏ
●
ｏ
５

含

０
∞
Ｃ

〕
ロ
ニ

ヨ
ｏ
Ｌ

ｏ
一●
Φ
∽
Ｏ
Ｏ
∽
８
Ｎ
ｏ
∽
Ｎ
ｃ
８

∽
ｏ
，
ｒ
Ｓ

く
ｏ
”

”
ヨ

σ
【
】
ｏ
●
Ｏ
ｏ

（国
日

ｇ
）
‐

〇
●
①
”
∽
０
す
“
一
Ｎ
”
Ｑ
∽
０
一Ｎ
Ｉ
日］
∽
０
，
（
↓
・
Ｈ
〕”
●
Ｏ
①
∽
一
”
¨
Φ
∽
Ｑ
【
“
ｏ
パ
∽
”
ｏ
す
①

ド
ド
いヽ
ヽ
い
〇

（
い
い

・い
〇

・∞
つ
〉

（１０
）
そ
の
後
、
九
四
年
の
基
本
法
改
正
に
よ
り
第
七
四
条

（競
合
的
立
法
権
限
の
カ
タ
ロ
グ
）

一
項
に
、
第
二
六
号

「人
間
に
施
さ
れ
る
人
工
授
精
並
び
に
遺

伝
子
情
報
の
研
究
及
び
そ
の
人
工
的
変
更
並
び
に
臓
器
及
び
組
織
の
移
植
の
た
め
の
規
律
」
が
追
加
さ
れ
た
。

（Ｈ
）
”
く
ｏ【０
”
∞
Ｐ
８
”
邦
語
文
献
と
し
て
は
、
小
山
剛

「第
２
次
堕
胎
判
決
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会

（栗
城
壽
夫
ほ
か
編
集
代
表
）
編

『ド
イ
ツ
の
最
新

憲
法
判
例
』
（信
山
社

。
一
九
九
九
年
）
四
六
頁
。

（‐２
）
∽
３
・
８
零
お
甲
ｇ
Ｏ
Ｆ
ヨ
【評
３
一】お
”ａ
Φ一５
０
∽零
∽ｏ紺
（∽
「
目
＞
ａ
ｅ
・
”
ｏ
口
Ｌ
”
８
８
・邦
語
文
献
と
し
て
は
、
齋
藤
純
子

「ド
イ
ツ
に
お
け
る
妊
娠
中
絶
法

の
統

一
」
外
国
の
立
法
二
〇

一
号

（
一
九
九
七
年
）
二
八

一
頁
。

（
‐３

）

く
」

。
こ
ヽ
き

ヽ
ミ

即
）
ヽ
ヽ
お

か

『
ざ
も
ミ
ｓ
％
コ

Ｒ

ざ

か

∽
嗜
”
絆

圏

ユ
じ

“
ｏ
ｒ
‘
●
Ｑ
Ｚ
ｏ
σ
ｏ
●
”
①
３

一器

・
卜
）

＞
ｃ
Ｐ

も

つ
Ｐ

ｏ
い
い
∞
Ｐ

”
α
曖

・
Ｏ
Ｐ

０
９

（
‐４

）

【
ヽ
ヽヽ
ヽ
ヽ

ョ

ヽ
き

ヽ
さ
六

ヽ
」な

八

＞
●
日

・
じ

ふ

Ｐ

“

”
Ｑ
ヨ

し

、

露

）
く
”
｝

営

３

８

”
Ｑ
曖

・
合
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一
一　
胚
保
護
法
制
定
以
後
の
着
床
前
診
断
を
巡
る
議
論

現
行
法
た
る
胚
保
護
法
の
下
で
は
現
在
、
着
床
前
診
断
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
で
す
べ
て
解
決
済
み

と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
胚
保
護
法
の
成
立
へ
と
向
け
ら
れ
た
動
き
と
同
様
の
議
論
が
、
胚
保
護
法
成
立
後
に
あ

っ
て
今
度
は
着

床
前
診
断
の
容
認

・
推
進
派
と
否
定

・
禁
止
派
と
に
分
か
れ
て
、
継
続
し
て
い
る
。
以
下
、
医
師
会
の
対
応
、
連
邦
議
会
調
査
委
員
会

の
報
告
書
、
国
家
倫
理
評
議
会
の
報
告
書
の
順
に
検
討
す
る
。

１
　
連
邦
医
師
会
の
対
応

初
め
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
医
師
の
職
業
活
動
に
関
し
て
、
連
邦

・
ラ
ン
ト
の
立
法
的

・
行
政
的
な
役
割
分
担
及
び
、
連
邦

・
ラ
ン

ト
そ
れ
ぞ
れ
の
医
師
会
の
役
割
に
つ
い
て
、
整
理
を
し
て
お
く
。
前
章
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
連
邦
制
国
家
た
る
ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦

と
ラ
ン
ト
の
い
ず
れ
が
立
法
権
限
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
基
本
法
上
の
根
拠
が
必
要
と
な
る
。
結
論
か
ら
言
え
ば
、
基
本
法
第
七

四
条

一
項

一
九
号
及
び

一
九

ａ
号
に
よ
り
、
医
療
関
係
に
つ
い
て
連
邦
が
ラ
ン
ト
と
の
競
合
的
立
法
権
限
を
有
す
る
の
は
、
公
共
の
危

険
が
あ
り
且
つ
伝
染
す
る
人
畜
の
病
気
に
対
す
る
措
置
、
医
業
お
よ
び
そ
の
他
の
治
療
業
及
び
医
療
営
業
に
対
す
る
許
可
、
薬
剤

・
治

療
剤

・
麻
酔
剤
及
び
毒
薬
の
取
引
、
病
院
の
経
済
的
確
保
及
び
病
院
助
成
綱
領
の
規
律
、
に
限
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
連
邦
医
師
法
や
医

師
免
許
規
則
に
つ
い
て
は
連
邦
が
権
限
を
有
す
る
が
、
医
療
活
動
の
実
際
や
医
師
の
卒
後
研
修
を
規
律
し
て
い
る
の
は
各
ラ
ン
ト
ご
と

の
医
療
職
法

（〓
①いご
昌
お
∞ｏｎ
じ
な
の
で
あ
る
。
ラ
ン
ト
の
医
療
職
法
が
カ
バ
ー
し
て
い
る
職
種
は
、
い
わ
ゆ
る
医
師

（と
いこ

の
み
で

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
〇
五



上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
〇
エハ

な
く
、
歯
科
医

（Ｎ
Ｆ
キ
Ｎこ
　
・
獣
医
師

（日
〓
母
Ｎこ
　
・
薬
剤
師

（＞
もｏ（，①ドと

も
が
含
ま
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
ラ
ン
ト

〔
一
般
・
歯
科

・
薬

剤

（師
）
・
獣
〕
医
師
会
が
存
在
し
、
医
師
ら
は
こ
の
法
律
に
よ
り
そ
れ
ら
へ
の
加
入
を
強
制
さ
れ
て
お
り
、
対
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
ン

ト
諸
医
師
会
は
、
公
法
上
の
組
織
と
し
て
、
ラ
ン
ト
か
ら
医
師
の
監
督
を
委
託
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
、
連
邦
医
師
法
と
各
ラ
ン
ト
ご

と
の
医
療
職
法
以
外
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
の
は
、
医
師
会
に
は
規
則
制
定
権
と
職
業
裁
判
権
と
が
付
与
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
医
師
会
が
定
め
る
特
別
法
は
職
務
法

（評
・・ぞ
ｏｏＦ
ａ
ａ
一”●Ｏ①器
のこ

と
呼
ば
れ
る
が
、
そ
の
中
核
を
な
す
も
の
は
職
業
規
則

宙
ｑ
“』∽ｏい０●目
り

で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
連
邦
医
師
会

（ン」れ
は
ラ
ン
ト
医
師
会
と
は
異
な
り
私
的
な
団
体
）
が
毎
年
定
例
の
ド
イ
ツ
医
師

大
会
に
お
い
て
職
業
規
則
の
範
型

（〓
暉静
【‐冒
ご
″
ｏ【ａｃ混
む
［
Ｑ一①
ＱＯ昇
０，８
と
い旨
●８
目
Ｑ
ン
Ｎこ

を
定
め

〔改
定
し
〕、
こ
の
原
型
を
各
ラ

ン
ト
医
師
会
の
代
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
自
ら
の
ラ
ン
ト
医
師
会

へ
と
持
ち
帰
り
、
そ
こ
で
ラ
ン
ト
の
医
師
職
業
規
則
と
し
て
認
め
ら
れ

（多
く
の
場
合
ほ
ぼ
範
型
の
ま
ま
受
け
容
れ
ら
れ
る
と
さ
れ
る
）
且
つ
各
ラ
ン
ト
の
監
督
官
庁
に
よ
る
承
認
を
経
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
職

法
の
定
め
に
よ
り
、
法
的
な
拘
束
力
を
持
つ
も
の
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
職
務
法
に
反
し
た
場
合
に
は
、
医
師
職
業
裁
判
所

３
①【ｃ宥

躊
汁
Ｆ一３

へ
と
告
発
さ
れ
る
。
医
師
職
業
裁
判
所
は
多
く
の
ラ
ン
ト
に
お
い
て
は
そ
の
地
の
行
政
裁
判
所
に
附
置
さ
れ
、
二
審
制
で
あ

る
。
第

一
審
は

一
人
の
職
業
裁
判
官
と
二
人
の
医
師
に
よ
る
陪
席
裁
判
官
と
か
ら
構
成
さ
れ
、
第
二
審
は
五
人
の
裁
判
官
か
ら
構
成
さ

れ
る
が
職
業
裁
判
官
と
医
師
裁
判
官
と
の
割
合
に
は
変
動
が
あ
り
、
そ
の
詳
細
は
各
ラ
ン
ト
の
医
療
職
法
に
よ
つ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。

医
師
職
業
裁
判
所
が
下
す
こ
と
が
出
来
る
措
置
は
、
警
告

（く
目
目
し
、
戒
告

（ぎ
【認
じ
、　
一
〇
万
マ
ル
ク
以
下
の
過
料

（９
一Ｑσ嘔お
房

ド８
）ｏｏｏ
∪
５
、
医
師
会
に
お
け
る
選
挙
権

・
被
選
挙
権
の
五
年
以
下
の
剥
奪

（＞
σ①【Ｆｏ日
ｃ混
計
∽
ョ
多
【８
ｏＦ
∽
“己
妻
謡
〒
寿
警
ヨ

Ｐ
，日
８

Ｑ
ｑ

び

ヨ

需

【
‐
∽
ｏ
〕σ
署

０
『
爵

一日
配

房

圏

『
∪
〓

①
【
６

●

コ

ロ
「
『
”
〓
【
３

、

そ

し

て

医

師

会

会

員

資

格

の

剥

奪

（
ど

①
『
ｒ
ｏ
・
・
ｃ
記

計

【
〓

一
”
一いｏ
Ｑ
∽
０
，
卦

〓

計

目

９

”
”
口
①
口
計

【
０

日

日

①
「
８

ュ

ｏ
〓

稀

『
①
●
Ｃ
●
一①
一
ｏ
』
”
”
口
ぃ
二

一〇
●
①
じ

で

あ

る

。

し

た

が

っ

て

、

連

邦

医

師

会

が

そ

の

原

型

を

定

め

、

各

ラ

ン

ト

の

医



師
会
が
決
定
し
た
職
業
規
則
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
医
師
の
職
務
法
と
し
て
職
業
裁
判
管
轄
を
伴

っ
て
医
師
を
法
的
に
拘
束
す
る
も
の

で
あ
り
、
こ
の
職
務
法
に
は
更
に
、
連
邦
医
師
会
の
定
め
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（”
【ｏす一【」●一３

も
が
含
ま
れ
る
。

ド
イ
ツ
に
お
い
て
医
師
を
規
律
す
る
法
規
範
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
構
造
を
踏
ま
え
た
上
で
、
胚
保
護
法
制
定
以
後
の
連
邦
医
師
会

に
よ
る
着
床
前
診
断
の
許
可
を
巡
る
動
向
を
以
下
概
観
す
る
。

ま
ず
、　
一
九
九
七
年
に
大
改
正
が
行
わ
れ
た
現
行
の
連
邦
医
師
会
職
業
規
則
範
型

（最
終
改
正
一
δ

Ｏ
四
年
）
に
含
ま
れ
る
規
定
か
ら
、

着
床
前
診
断
と
の
関
係
で
注
目
す
べ
き
も
の
と
し
て
は
、
第
Ｂ
章

「職
業
従
事
の
た
め
の
規
定
」
に
お
け
る
、
第

一
三
条
の

「特
殊
な

医
療
手
続
」
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
連
邦
医
師
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
遵
守
が
定
め
ら
れ

（九
七
年
改
正
で
は

」ヽ
ン」
に
、
前
節
で
挙
げ
た
一
九

八
五
年
の

「人
の
不
妊
の
治
療
法
と
し
て
の
体
外
受
精
及
び
胚
移
植
の
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
は
引
き
続
き
効
力
を
有
す
る
旨
が
付
記
さ
れ
て

い
た
。
現
行
規
定
で
は
一
九
九
八
年
の

「補
助
生
殖
実
施
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
た
」
が
こ
の
第
一
三
条
に
よ
り
効
力
を
有
す
る
こ
と
が
付
記
さ
れ
て
い

る
。）、
ま
た
第

一
四
条
に
は

「出
生
前
の
生
命
の
保
持
と
妊
娠
中
絶
」
に
関
す
る
規
定
が
あ
り
、
ま
た
第

一
五
条
の

「研
究
」
に
関
す

る
規
定
第

一
項
で
は
人
体
に
対
す
る
生
物
医
学
的
研
究
を
実
施
す
る
に
は
医
師
会
又
は
医
学
部
に
設
置
さ
れ
た
倫
理
委
員
会
に
よ
る
助

言
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
義
務
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え
て
第
Ｄ
章

「医
師
の
個
々
の
職
業
義
務
に
関
す
る
補
充
規
定
」
第
Ⅳ
節

「特
別
な
医
学
的
状
況
に
お
け
る
義
務
」
に
お
け
る
、
第

一
四
号

「
ヒ
ト
胚
の
保
護
」
及
び
、
第

一
五
号

「人
工
受
精

。
胚
移
入
」
に

つ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
が
置
か
れ
て
い
“
。

次
い
で
、
連
邦
医
師
会
は
二
〇
〇
〇
年
に
、
着
床
前
診
断
に
つ
き
、
医
師
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
た
め
の

「討
議
草
案
」
を
作
成
、

公
表
し
、
医
師
の
み
な
ら
ず
広
く
世
間

一
般
に
対
し
て
議
論
を
呼
び
か
け
た
。
現
行
の
職
業
規
則
で
は
明
文
に
よ
り
着
床
前
診
断
は
禁

じ
ら
れ
て
い
る

（右
の
職
業
規
則
範
型
第
Ｄ
章
第
Ⅳ
節
第

一
四
号
）
が
、
し
か
し
二
〇
〇
〇
年
の
時
点
で
は
、
連
邦
医
師
会
は
着
床
前
診
断

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
〇
七



上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ
Ｏ
五
年
）

一
〇
八

の
容
認

へ
と
向
か
う
可
能
性
を
示
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
討
議
草
案
冒
頭
の

「背
景
説
明
」
に
お
い
て
は
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て

い
た
。
で
し
」
に
提
出
す
る

『着
床
前
診
断
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
た
め
の
討
議
草
案
』
に
よ
り
連
邦
医
師
会
は
、
こ
の
非
常
に
困
難
且
つ

セ
ン
シ
ブ
ル
な
生
殖
医
療
領
域
に
関
し
て
、
社
会
全
体
の
議
論
に
貢
献
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
。
…

〔中
略
〕
…
。
Ｅ
Ｕ
内
の

一

〇
カ
国
に
お
い
て
は
、
着
床
前
診
断
は
既
に
容
認
さ
れ
て
い
る
。
世
界
規
模
で
は
こ
の
技
術
は
四
〇
〇
組
以
上
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て

実
施
さ
れ
、
今
日
ま
で
に
着
床
前
診
断
を
経
た

一
〇
〇
人
を
超
え
る
子
ど
も
が
生
ま
れ
て
い
る
。
…

〔中
略
〕
…
。
社
会
の
多
数
が
着

床
前
診
断
を
望
む
場
合
に
は
、
厳
格
且
つ
極
め
て
限
定
的
に
規
定
さ
れ
た
容
認
基
準
に
つ
い
て
の
法
的
安
定
性
と
保
護
水
準
と
が
実
現

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
職
務
法
と
し
て
は
そ
れ
は
、
個
々
の
診
断
を
規
定
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
と
い
う
方
法
に
よ
っ
て
の
み
実
現
さ
れ

る
。
ま
た
そ
れ
以
上
に
不
可
欠
で
あ
る
の
は
、
こ
の
手
続
の
純
粋
に
医
学
的
な
側
面
以
外
の
諸
側
面
が
、
民
法
上
並
び
に
刑
法
上
、
連

邦
の
立
法
者
に
よ
り
規
律
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
。
広
く
世
間
の
議
論
に
資
す
る
た
め
に
、
連
邦
医
師
会
は
こ
の

討
議
草
案
を
公
表
し
た
巻
号
以
降
の

『ド
イ
ツ
医
師
会
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
様
々
な
記
事
を

一
冊
に
ま
と
め
た

『記
録
集
　
着
床
前

診
断

・
出
生
前
診
断

・
胚
研
究
』
（初
版
二
〇
〇
一
年

〔一
δ
Ｏ
Ｏ
年
三
月
三
日
号
～
二
〇
〇
一
年
五
月
一
八
日
号
の
抜
粋
集
〕
。
第
二
版
二
〇
〇
二

年

〔二
〇
〇
〇
年
三
月
三
日
号
～
二
〇
〇
二
年
五
月
三
日
号
の
抜
粋
集
し

も
刊
行
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
記
録
集
第
二
版
の
刊
行
直
後
、
二
〇
〇
二
年
五
月
に
ロ
ス
ト
ツ
ク
で
開
催
さ
れ
た
第

一
〇
五
回
ド
イ
ツ
医
師
大
会

に
お
い
て
、
連
邦
医
師
会
理
事
会
は
着
床
前
診
断
の
禁
止
に
賛
成
す
る
旨
の
決
議
を
行

っ
て
い
る

（「議
事
Ⅵ
　
連
邦
医
師
会
活
動
報
生己

着
床
前
診
断
に
つ
い
て

「連
邦
医
師
会
理
事
会
は
、
懸
案
の
法
的
規
制
に
つ
き
、
着
床
前
診
断
の
禁
止
に
賛
成
す
る
し
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
着

床
前
診
断
の
精
度
が
低
い
こ
と
、
ま
た
着
床
前
診
断
に
よ
る
胚

〔胎
児
〕
の
損
傷
に
よ
り
結
局
出
生
前
診
断
を
経
て
中
絶
へ
と
至
る
率

が
高
い
こ
と
、
ま
た
、
現
在
出
生
前
診
断
に
よ
つ
て
胎
児
の
遺
伝
的
疾
患
を
か
な
り
の
精
度
で
確
認
出
来
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
そ
の
子



を
産
む
か
産
ま
な
い
か
を
選
択
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
着
床
前
診
断
の
場
合
に
は
そ
の
胚

〔胎
児
〕
が
生
ま
れ
て
く
る
チ
ャ
ン

ス
は
ま
っ
た
く
な
い
、
と
い
う
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

医
師
会
に
よ
る
着
床
前
診
断
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
展
開
は
な
い
。
し
か
し
二
〇
〇
二
年
以
降
は
政
府
レ
ベ
ル
の
報
告

書
が
相
次
ぐ
。
そ
こ
で
次
に
は
、
こ
の
政
府
レ
ベ
ル
で
の
議
論
の
展
開
を
見
る
こ
と
に
す
る
。　
一
つ
は
連
邦
議
会
の
調
査
委
員
会
報
告

書
で
あ
り
、
他
の

一
つ
は
国
家
倫
理
評
議
会
の
報
告
書
で
あ
る
。

２
　
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
報
告
書

二
〇
〇
〇
年
三
月
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
は

「現
代
医
療
の
研
究

・
診
断

・
治
療
に
関
す
る
重
要
な
今
日
的
且
つ
将
来
的
な
展
開
並
び

に
そ
こ
か
ら
生
じ
る
諸
問
題
の
現
状
を
、
倫
理
的

・
憲
法
的

・
社
会
的

・
立
法
的

・
政
治
的
な
諸
側
面
を
含
め
て
検
討
す
る
」
た
め
に
、

調
査
委
員
会

「現
代
医
療
の
法
と
倫
理
」
言
いｏｃ器
‐【
呂
目
一∽移
Ｆ
）″
ｏｒ〓
邑
国
オ
一ド
Ｑｏ■
日
ｏＱ３
８
〓
ｏＯいＮ一３

を
設
置
し
た
。
二
六
名
の
委

員
は
半
数
が
連
邦
議
会
議
員
で
あ
り
、
残
る
半
数
は
議
員
以
外
の
学
識
経
験
者
で
あ

っ
て
、
議
席
数
に
応
じ
た
人
数
が
各
党
派
に
割
当

ら
れ
て
い
る
。
調
査
委
員
会
は
、
二
〇
〇

一
年

一
月
に
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
知
的
財
産
に
つ
い
て
、
同
年

一
一
月
に
Ｅ
Ｓ
細
胞
研

究
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
中
間
報
告
書
を
提
出
し
た
後
、
二
〇
〇
二
年
五
月
、
最
終
報
告
書
を
提
出
し
た
。
立
法
日
程
の
関
係
上
二
つ

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
先
に
中
間
報
告
書
を
提
出
し
た
た
め
、
「現
代
医
療
の
法
と
倫
理
最
終
報
告
書
」
の
内
容
は
、
着
床
前
診
断
と

遺
伝
子
情
報
に
絞
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
報
告
書
は
第
Ａ
章
の

「序
文
」
に
始
ま
り
、
第
Ｂ
章
に
お
い
て

一
般
的
に

「倫
理
的
な
立

脚
点
と
法
的
な
立
脚
的
」
に
つ
き
述
べ
、
第
Ｃ
章
で
は
各
論
と
し
て

「着
床
前
診
断
」
と

「遺
伝
子
情
報
」
に
つ
き
論
じ
、
そ
の
後
第

Ｄ
章

「議
論
と
参
画
」
、
第
Ｅ
章

「残
さ
れ
た
課
題
」
、
第
Ｆ
章

「倫
理
的
議
論
を
更
に
進
め
る
た
め
の
提
言
」
、
第
Ｇ
章

「付
録
」
（委

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
〇
九
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一　
一
〇

員
の
特
別
意
見
を
含
む
）
と
続

い
て

い
る
。

以
下
で
は
、
こ
の
最
終
報
告
書
か
ら
、
総
論

（第
Ｂ
章
）
の
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
議
論
の
部
分
と
、
各
論

（第
Ｃ
章
）
か
ら
着
床
前

診
断
に
関
す
る
部
分
と
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
。

報
告
書
は
ま
ず
、
人
間
の
尊
厳
概
念
の
歴
史
か
ら
説
き
起
こ
し
、
次
い
で
、
国
際
法
上
の
人
間
の
尊
厳
概
念
の
説
明
を
経
て
、
憲
法

上
の
原
則
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
概
念

へ
と
進
む
。
基
本
法
第

一
条

一
項

「人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
る
。
こ
れ
を
尊
重
し
、
且
つ

保
護
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
家
権
力
の
責
務
で
あ
る
」
と
の
立
場
は
、
ナ
チ
ズ
ム
ヘ
の
対
応
で
あ

っ
て
、
人
間
の
尊
厳
概
念
は
そ

の
後
の
判
例
の
積
み
重
ね
の
な
か
で
、
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
き
て
い
る
。
そ
も
そ
も
の

「人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
思
想
が
キ
リ
ス
ト
教

の
基
本
的
な
確
信
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
は
否
定
出
来
な
い
が
、
憲
法
の
成
立
史
か
ら
、
立
法
者
が
そ
れ
を
特
定
の
宗
教
観
や
世
界

観
を
も

つ
て
基
礎
付
け
る
こ
と
を
断
念
し
て
た
こ
と
が
分
か
る
。
人
間
の
尊
厳
を

「本
性
上
固
有
の
永
遠
の
権
利
」
で
あ
る
と
か

「神

か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
」
と
し
て
宣
言
す
る
方
法
を
、
基
本
法
は
引
き
継
が
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
要
素
を
発

展
的
に
継
承
保
持
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
宗
教
的
根
拠
に
依
拠
し
て
は
い
な
い
。
人
間
の
尊
厳
原
理
は
基
本
法
に
お
い
て
中
心
的
地

位
を
占
め
て
お
り
、
第
七
九
条
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
第

一
条
に
定
め
ら
れ
た
諸
原
則
を
変
更
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
人
間
の
尊

厳
が
不
可
侵
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
他
の
基
本
権
と
の
比
較
衡
量
も
許
さ
れ
ず
、
「他
の
財
と
の
調
整
や
妥
協
の
余
地
は
な
く
、
絶

対
的
に
」
妥
当
す
る

（”
謬
〔あ
国
哺い
いいＰ
い∞Ｏ
。
人
間
の
尊
厳
は
第

一
条
二
項
に
お
い
て
、
人
権
の
基
礎
と
し
て
捉
え
直
さ
れ
る
。
「そ

れ
ゆ
え
に

（Ｑ”ａ
じ
、
ド
イ
ツ
国
民
は
不
可
侵
に
し
て
譲
り
渡
す
こ
と
の
出
来
な
い
人
権
を
、
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
人
間
共
同
体
、
平
和

お
よ
び
正
義
の
基
礎
と
し
て
、
認
め
る
」
。
人
間
が
尊
厳
を
有
す
る
が
ゆ
え
に

（き
ミ
こ

人
権
が
帰
結
し
、
人
間
の
尊
厳
は
人
権
に
よ

る
具
体
化
を
必
要
と
し
、
ま
た
基
本
法
に
よ
っ
て
初
め
て
生
み
出
さ
れ
た
も
の
で
も
な
い
。
人
間
の
尊
厳
は
人
間
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ



て
の
み
妥
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
何
ら
か
の
質
や
能
力
を
前
提
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例

（”
♂
『お
国
∞ド

８
つ。
Ｓ
ｅ

を
引
用
し
て
説
明
す
る
。
基
本
法
の
体
系
上
、
人
権
は
基
本
権
と
い
う
形
で
直
接
に
適
用
さ
れ
る
法
と
さ
れ
、
そ
の
諸
々
の

基
本
権
の
な
か
で
も
人
格
の
自
由
な
発
展
と
生
命

へ
の
権
利
並
び
に
身
体
を
害
さ
れ
な
い
権
利
を
明
記
す
る
第
二
条
が
こ
こ
で
は
重
要

と
な
る
。
ま
た
、
第
三
条
の
平
等
原
則
の
な
か
で
も
、
特
に
第
三
条
三
項
二
文

「何
人
も
、
そ
の
障
害
を
理
由
と
し
て
不
利
益
を
受
け

て
は
な
ら
な
い
」
に
よ
り
、
障
害
を
持
つ
人
々
が
基
本
権
や
人
権
を
主
張
す
る
た
め
に
特
定
の
能
力
や
資
格
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
人

間
の
尊
厳
は
あ
る
本
質
的
な
点
で
基
本
権
と
は
区
別
を
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
は
他
の
権
利
と
の
比
較
衡
量
を
受
け
付
け

な
い
の
に
対
し
て
、
基
本
権
は

（基
本
法
上
明
文
の
留
保
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
）
制
約
さ
れ
得
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
連
邦
憲
法
裁
判
所

は

「人
間
の
生
命
が
存
す
る
と
こ
ろ
、
そ
の
生
命
に
人
間
の
尊
厳
が
帰
属
す
る
」
と
述
べ

（”
ぎ
【あ
国
いＰ
ｒ
ヽ
し
、
ま
た
ナ
チ
ズ
ム
の
過

去
の
教
訓
か
ら
も
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
は
や

「生
き
る
に
値
し
な
い
生
命
」
な
ど
存
在
し
な
い
が
、
「人
間
の
尊
厳
」
と

「生
命

へ
の

権
利
」
と
が
対
立
し
た
場
合
が
問
題
と
な
る
。

以
上
の
よ
う
な
憲
法
上
の
人
間
の
尊
厳
に
関
わ
る
基
本
的
議
論
を
踏
ま
え
た
上
で
、
報
告
書
は
ヒ
ト
胚
と
人
間
の
尊
厳
と
の
関
係
へ

と
論
を
進
め
る
。
す
な
わ
ち
、
人
間
の
尊
厳
の
保
護
は
誰
に
対
し
て
妥
当
を
す
る
の
か
、
人
間
の
尊
厳
の
保
障
が
適
用
さ
れ
る
の
は
ど

の
領
域
で
あ
る
の
か
、
そ
し
て
人
間
の
尊
厳
の
保
障
と
他
の
基
本
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
の
三
つ
に
関
し
て
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
第

一
点
と
第
三
点
を
取
り
上
げ
る
。

基
本
法
の
文
言
と
し
て
、
「人
間
の
尊
厳
」
の

「人
間
」
に
は
何
ら
限
定
は
付
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
人
間
は
人
間
で
あ
る
以
上
尊

厳
を
有
す
る
。
と
こ
ろ
が
技
術
の
進
歩
に
よ
り
、
男
女
の
性
的
な
交
渉
な
し
に
胚
を
、
生
命
を
、
作
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。

し
か
も
母
体
外
で
作
り
出
さ
れ
た
胚
は
、
よ
り
干
渉
を
受
け
る
可
能
性
が
高
い
。
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
の
判
例
は
、

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕
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人
間
の
生
命
に
人
間
の
尊
厳
が
存
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
は
し
か
し
、
妊
娠
と
い
う
状
況
、
つ
ま
り
子
宮
に
着
床
し

た
時
点
以
降
に
つ
い
て
し
か
扱

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
報
告
書
は

「付
論

（野
κ“こ
」
と
し
て
、
「試
験
管
内
の
ヒ
ト
胚
を
扱

う
際
の
倫
理
的
基
準
」
と
題
し
て
対
立
す
る
二
つ
の
立
場
を
挙
げ
て
い
る
。
胚
も
生
命
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
保
護
に
値
す
る
こ
と

に
異
論
は
な
い
と
し
て
も
、
そ
の
保
護
に
つ
い
て
、
胚
は
そ
の
生
存
の
最
初
期
か
ら
無
条
件
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
の
か
、
そ
れ

と
も
、
胚
の
保
護
は
そ
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
増
大
し
、
あ
る
段
階
に
達
し
て
初
め
て
十
全
な
保
護
を
得
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
、
に

よ
つ
て
こ
れ
ら
の
立
場
は
区
別
さ
れ
る
。
第

一
の
立
場
は
、
受
精
と
と
も
に
発
生
す
る
生
命
は
連
続
性
を
示
し
て
い
る
の
で
、
保
護
の

開
始
時
期
を
受
精
以
外
の
時
点
に
設
定
す
る
の
は
恣
意
的
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
し
か
も
、
尊
厳
の
不
可
侵
と
生
命
の
保
護
と
は
緊
密

に
結
び
つ
い
て
お
り
、
且
つ
、
人
間
の
生
命
は
そ
れ
自
体
常
に
尊
厳
を
有
し
て
い
て
、
権
利
の
主
体
が
既
に
存
在
し
て
い
る
か
否
か
に

さ
え
左
右
さ
れ
な
い
、
と
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
第
二
の
立
場
は
、
胚
に
は
確
か
に
最
初
か
ら
人
間
の
尊
厳
が
帰
属
し
て
い
る
が
、
し

か
し
こ
の
尊
厳
は
絶
対
的
な
生
命
保
護
ま
で
を
命
じ
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
の
尊
厳
は
他
の
な
に
も
の
と
も
比

較
衡
量
を
許
さ
れ
な
い
が
、
生
命
の
保
護
の
ほ
う
は
人
間
の
尊
厳
と
は
事
情
が
異
な
る
と
い
う
。
こ
の
立
場
の
う
ち
よ
リ
ラ
デ
ィ
カ
ル

な
も
の
は
、
自
己
意
識
や
理
性
の
持
ち
主
の
み
が
権
利
主
体
と
し
て
の
人
格

（”男
ｏじ

で
あ
り
、
生
命
保
護
の
対
象
と
な
る
と
い
う
い

わ
ゆ
る

「
パ
ー
ソ
ン
論
」
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
立
場
は
人
間
が
基
本
的
に
平
等
で
あ
る
と
い
う
思
想
に
反
す
る
も
の
と
し
て
斥
け

ら
れ
る
。
第
二
の
立
場
の
う
ち
ラ
デ
ィ
カ
ル
で
な
い
も
の
が
主
張
す
る
漸
進
的
な
保
護
の
基
準
で
あ
る
発
展
段
階
の
境
界
と
し
て
は
、

原
始
線
条
の
形
成
時
、
自
然
的
な
多
胎
形
成
の
排
除
時
、
子
宮
へ
の
着
床
時
、
神
経
系
の
基
盤
形
成
時
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
第

一
、
第
二
い
ず
れ
の
立
場
も
、
人
間
の
生
命
の
開
始
を
受
精
の
完
了
に
見
て
、
人
間
の
生
命
は
そ
の
最
初
の
時
点
か
ら
保
護
に
値
す
る

と
看
倣
す
点
は
共
通
し
て
い
る
が
、
そ
の
決
定
的
な
差
異
は
、
人
間
の
尊
厳
と
生
命

へ
の
権
利
と
の
比
較
衡
量
を
許
す
か
否
か
と
い
う



点
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
第
三
点
目
の
問
い
、
人
間
の
尊
厳
は
他
の
基
本
権
と
り
わ
け
生
命

へ
の
権
利
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
関
係
に
立
つ
の
か
、
と
い
う
問
題
へ
と
繋
が
っ
て
い
く
。

人
間
の
尊
厳
が
保
護
す
る
領
域
と
基
本
権
が
保
護
す
る
領
域
と
が
同

一
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
し
か
し
基
本
法
第

一
条

三
項
の
そ
の
位
置
と
内
容

（第
一
条
の
末
尾
に
お
い
て

「以
下
の
基
本
権
は
、
直
接
に
適
用
さ
れ
る
法
と
し
て
、
立
法
、
執
行
権
及
び
裁
判
を
拘
束
す

る
」
と
定
め
て
い
る
）
か
ら
、
人
間
の
尊
厳
と

「以
下
の
基
本
権
」
と
の
間
に
関
連
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た

一
方
で
、

例
え
ば
拷
間
が
身
体
の
不
可
侵
性
と
い
う
基
本
権
を
侵
害
す
る
と
同
時
に
人
間
の
尊
厳
に
も
反
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
他
方

で
例
え
ば
正
当
防
衛
の
場
合
や
兵
士
の
戦
場
へ
の
投
入
、
警
察
官

一
消
防
士
の
職
務
な
ど
の
よ
う
に
、
殺
害
行
為
や
生
命
を
危
険
に
曝

す
行
為
が
自
動
的
に
人
間
の
尊
厳
へ
の
侵
害
を
意
味
す
る
わ
け
で
も
な
い
。
そ
れ
で
も
や
は
り
、
殺
害
行
為
が
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す

る
最
た
る
も
の
で
あ
る
の
は
自
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
胚
の
保
護
と
生
命
へ
の
権
利
と
が
仮
に
比
較
衡
量
可
能
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

そ
れ
は
妊
娠
の
葛
藤
状
態
に
お
け
る
女
性
の
尊
厳
及
び
権
利
と
、
胎
児
の
生
命

へ
の
権
利
が
対
立
し
た
と
き
で
あ

っ
て
、
そ
の
場
合
の

中
絶
は
胚

〔胎
児
〕
の
尊
厳
ま
で
を
も
必
ず
し
も
侵
害
す
る
も
の
で
は
な
い
と
さ
れ
る
。

以
上
が
総
論
部
分
の
概
要
で
あ
る
。
こ
の
最
終
報
告
書
は
着
床
前
診
断
だ
け
で
な
く
遺
伝
子
情
報
を
も
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
第
Ｂ
章
は
そ
の
全
体
の
前
提
部
分
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
主
と
し
て
人
間
の
尊
厳
と
胚
の
保
護
と
の
関
係
を
念
頭
に
お
い
た

論
じ
方
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
各
論
の
着
床
前
診
断
の
部
分
に
お
け
る

「憲
法
上
の
議
論
」
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
こ
の
総
論
で
展

開
さ
れ
た
議
論
の
ほ
ぼ
繰
り
返
し
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
や
や
詳
し
く
そ
の
内
容
を
追
っ
た
。

さ
て
、
そ
の
各
論
部
分
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
第
Ｃ
章
の
前
半
が
着
床
前
診
断
、
後
半
が
遺
伝
子
情
報
に
当
て
ら
れ
て
い
る
。
「着

床
前
診
断
」
と
題
さ
れ
て
い
る
節
の
前
半
は
、
医
学
的
説
明
や
欧
米
及
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
現
状
の
報
告
、
ま
た
着
床
前
診
断
と
の
関

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
一
一一一
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連
に
お
け
る
出
生
前
診
断
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
以
下
で
は
そ
れ
ら
に
続
く
最
後
の

「法
律
的
議
論
」
の
部
分
と
調
査
委
員

会
の

「提
言
」
の
部
分
の
み
を
紹
介
す
る
。
ま
ず
、
胚
保
護
法
に
よ
る
現
在
の
法
状
況
と
し
て
、
胚
保
護
法
第
八
条

一
項
に
よ
り
胚
か

ら
採
取
さ
れ
た
全
能
性
を
有
す
る
細
胞
も
こ
の
法
律
で
保
護
さ
れ
る
胚
に
含
ま
れ
る
た
め
、
胚
の
分
割
は
、
「他
の
胚
、
胎
児
、
人
又

は
死
亡
し
た
者
と
同

一
の
遺
伝
情
報
を
有
す
る
人
の
胚
が
生
じ
る
こ
と
を
人
工
的
に
引
き
起
こ
そ
う
と
す
る
も
の
は
、
五
年
以
下
の
自

由
刑
又
は
罰
金
に
処
す
る
」
と
定
め
る
第
六
条

一
項
の
ク
ロ
ー
ン
禁
止
条
項
に
抵
触
し
、
胚
の
診
断
に
つ
い
て
も
、
胚
を
そ
の
維
持
以

外
の
目
的
に
用
い
る
こ
と
を
禁
ず
る
第
二
条

一
項
に
抵
触
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
但
し
、
全
能
性
を
失

っ
た
段
階
の
胚
の
診
断
は

法
と
抵
触
し
な
い
と
の
見
方
も
あ
る
。
ま
た
、
着
床
前
診
断
は
遺
伝
的
疾
患
の
な
い
胚
を
用
い
て
妊
娠

。
出
産
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
て
、
遺
伝
的
に
問
題
の
あ
る
胚
の
廃
棄
は
副
次
的
な
結
果
で
あ
り
目
的
で
は
な
い
の
で
、
第
二
条

一
項
に
抵
触
し
な
い
と
の
見
解
も

あ
る
。
次
い
で
報
告
書
は
、
胚
保
護
法
と
刑
法
の
妊
娠
中
絶
規
定
と
の
間
に
矛
盾
が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
人
工
的
に
作
成

さ
れ
た
ヒ
ト
胚
は
胚
保
護
法
に
よ
っ
て
手
厚
く
保
護
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
自
然
的
に
女
性
の
胎
内
に
生
み
出
さ
れ
た
胚
に
つ
い

て
は
、
そ
も
そ
も
そ
の
着
床
前
の
胚
へ
の
措
置
は
刑
法
典
第
二

一
八
条

一
項
二
文
に
よ
り
中
絶
に
も
当
た
ら
ず
、
着
床
後
も
刑
法
典
第

二

一
人

ａ
条
に
よ
り
広
く
中
絶
が
認
め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
最
後
に
憲
法
上
の
議
論
と
し
て
、
着
床
前
診
断
の
許
可
に

賛
成
す
る
立
場
か
ら
と
、
反
対
す
る
立
場
か
ら
と
に
分
け
て
論
じ
て
い
る
。
総
論
部
分
で
挙
げ
ら
れ
な
か
っ
た
論
点
と
し
て
は
、
第
二

条
の
人
格
の
自
由
な
発
展
の
権
利
を
補
充
す
る
第
六
条
の
婚
姻
及
び
家
族
の
保
護
並
び
に
子
ど
も
の
育
成

・
教
育
の
権
利
義
務
や
、
第

五
条
三
項

一
文
の
学
問
研
究
の
自
由
、
第

一
二
条

一
項
の
職
業
選
択
の
自
由
に
よ
る
医
師
の
職
業
上
の
自
由
、
第

一
九
条
二
項
の
基
本

権
の
本
質
的
内
実
が
侵
害
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
最
も
重
大
な
対
立
は
や
は
り
、
第

一
条
の
人
間
の

尊
厳
と
、
第
二
条
の
生
命
へ
の
権
利
の
対
立
を
ど
う
捉
え
る
か
と
い
う
点
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
間
の
尊
厳
が
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
そ



の
侵
害
は
許
さ
れ
ず
、
生
命
へ
の
権
利
が
問
題
で
あ
る
な
ら
ば
他
の
基
本
権
と
の
比
較
衡
量
も
可
能
と
な
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
調
査

委
員
会
と
し
て
は
着
床
前
診
断
の
許
可
に
対
す
る
賛
成
派
も
反
対
派
も
、
試
験
管
内
に
お
け
る
ヒ
ト
胚
が
核
融
合
の
時
点
か
ら
子
宮
へ

の
移
入
に
至
る
ま
で
保
護
に
値
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
そ
し
て
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
法
律
に
よ
る
規
律
が
必
要
で
あ
り
そ
れ
以
外
の

方
法
に
よ
る
規
律
は
実
際
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、　
一
致
を
み
て
い
る
。

以
上
の
議
論
を
踏
ま
え
て
調
査
委
員
会
は
着
床
前
診
断
に
関
す
る
提
言
を
、
二
〇
〇
二
年
二
月
二
五
日
に

一
九
人
の
委
員
の
投
票
に

よ
っ
て
決
し
た
。
意
思
表
示
Ａ
が
少
数
意
見

全
二
名
）
で
あ
り
、
「証
明
可
能
な
高
い
遺
伝
的
危
険
性
を
有
す
る
援
助
を
必
要
と
し
て
い

る
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
は
、
制
限
的
に
着
床
前
診
断
を
容
認
す
る
こ
と
を
提
言
」
し
、
対
す
る
意
思
表
示
Ｂ

（
三
ハ名
）
が

「調
査
委
員

会
の
多
数
意
見
は
、
連
邦
議
会
に
対
し
て
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
着
床
前
診
断
を
許
可
し
な
い
こ
と
、
並
び
に
、
胚
保
護
法
に
含
ま
れ
て

い
る
診
断
の
た
め
の
人
工
受
精
の
禁
上
を
、
着
床
前
診
断
に
関
し
て
明
文
で
よ
り
明
確
に
規
定
す
る
こ
と
を
、
提
言
す
る
」
も
の
と
な

っ
た
。

３
　
国
家
倫
理
評
議
会
報
告
書

最
後
に
、
国
家
倫
理
評
議
会

２
”Ｌ
ｏ・静
■
”
一Ｆ琴
こ

に
よ
る
着
床
前
診
断
に
関
す
る
報
告
書
に
つ
い
て
触
れ
る
。
国
家
倫
理
評
議
会

は
、
や
は
り
胚
保
護
法
の
存
在
及
び
人
間
の
尊
厳
の
不
可
侵
を
背
景
と
し
て
ド
イ
ツ
が
Ｅ
Ｓ
細
胞
輸
入
の
可
否
を
巡
つ
て
割
れ
て
い
た

二
〇
〇

一
年
に

「
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
に
お
け
る
倫
理
的
諸
問
題
に
関
す
る
対
話
の
国
家
フ
オ
ー
ラ
ム
」
と
し
て
、
シ
ュ
レ
ー
ダ
ト
首

相
の
元
に
設
置
さ
れ
た
常
設
の
諮
問
機
関
で
あ
る
。
自
然
科
学

・
医
学

。
神
学

・
哲
学

・
社
会
学

・
法
学
の
学
際
的
な
諸
議
論
を
ひ
と

つ
に
東
ね
、
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
に
お
け
る
新
た
な
発
展
の
倫
理
的
諸
問
題
に
対
し
て
、
並
び
に
個
人
及
び
社
会
に
と

つ
て
の
そ

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕
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一
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の
諸

々
の
帰
結
に
対
し
て
、
意
見
表
明
を
行
う

こ
と
を
任
務
と
し
、
学
際
的
な
二
五
名
以
下
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
成
り
、
原
則
と
し
て
月

に

一
度

ベ
ル
リ
ン
の
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ

ル
ク

・
ア
カ
デ
ミ
ー
に
招
集
さ
れ
る
。
国
家
倫
理
評
議
会
は
現
在
ま

で
に
七
点

の

「
意
見
表
明

３
い①一一目
”・”ず日
↓
」
を
公
に
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
二
〇
〇
三
年
二
月
に
公
表
さ
れ
た
二
つ
目
の

『意
見
表
明
　
妊
娠
前
及
び
妊
娠
中

の
遺
伝
子
診
断
』
を
取
り
上
げ
る
。

国
家
倫
理
評
議
会
が
設
置
さ
れ
た
と
き
に
は
既
に
連
邦
議
会
に
は
調
査
委
員
会

「現
代
医
療
の
法
と
倫
理
」
が
設
置
済
み
で
あ
り
、

ま
た
意
見
表
明
の
公
表
も
調
査
委
員
会
に
よ
る
最
終
報
告
書
の
提
出
よ
り
後
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
論
の
内
容
は

（少
な
く
と
も
法
律
的

議
論
に
関
し
て
は
）
か
な
り
の
程
度
重
複
し
て
お
り
、
ま
た
実
際
に
参
照
指
示
も
行
わ
れ
て
い
る
。
報
告
書
の
第

一
部
で
は
出
生
前
診
断

及
び
着
床
前
診
断
の
医
学
的
な
い
し
自
然
科
学
的
な
説
明
と
諸
外
国
に
お
け
る
状
況
調
査
な
ど
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
第
二
部
で
意
見
表

明
が
行
わ
れ
て
い
る
。
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
報
告
書
の
場
合
と
同
様
に
こ
ち
ら
も
賛
否
が
分
か
れ
、
両
論
併
記
の
形
と
な
っ
て
い
る
。

結
論
と
し
て
は
、
少
数
意
見

（七
名
）
が

「胚
保
護
法
に
含
ま
れ
て
い
る
、
診
断
目
的
で
の
援
助
さ
れ
だ
生
殖
の
禁
止
を
維
持
し
明
確

化
し
、
そ
の
こ
と
に
よ
る
着
床
前
診
断
の
禁
止
並
び
に
出
生
前
診
断
の
将
来
的
取
り
扱
い
の
た
め
の
維
持
と
明
確
化
」
を
求
め
る
立
場

と
、
多
数
意
見

（
一
五
名
）
に
よ
る

「着
床
前
診
断
の
、
責
任
あ
る
、
制
限
的
な
許
可
を
提
言
す
る
」
立
場
と
に
分
か
れ
た
。
な
お
、
二

名
の
委
員
が
、
「生
命
に
関
わ
る
葛
藤
状
況
に
あ

っ
て
は
下
さ
れ
る
個
々
人
の
良
心
的
判
断
は
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
国
家
の
刑
法

に
よ
っ
て
は
強
制
さ
れ
る
こ
と
は
出
来
な
い
」
と
す
る
補
充
表
明
を
行

っ
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
で
は
現
在
生
殖
補
助
医
療
技
術
は
、

医
師
の
職
務
法
に
の
み
基
づ
い
て
、
不
妊
の
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
の
み
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、
国
家
倫
理
評
議
会
の
多
数
意
見
に
お
い

て
は
、
不
妊
カ
ッ
プ
ル
に
つ
い
て
ば
か
り
で
な
く
、
遺
伝
的
な
要
因
を
抱
え
た
カ
ッ
プ
ル
に
対
し
て
も
、
厳
密
な
要
件
を
規
定
し
た
上

で
の
着
床
前
診
断
の
容
認
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
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医
師
職
業
裁
判
所
は
、
バ
イ
エ
ル
ン
で
は
通
常
裁
判
所
に
、
シ
ュ
レ
ー
ス
ヴ
イ
ツ
ヒ

・
ホ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン
で
は
行
政
裁
判
所
の
公
務
員
懲
戒
部
に
附
置
さ

れ
、
そ
し
て
バ
ー
デ
ン

・
ヴ
ユ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
、
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
、
ザ
ー
ル
ラ
ン
ト
で
は
、
ラ
ン
ト
の
医
師
会
に
独
立
の
裁
判
所
と
し
て
置
か
れ
て
い

る
と
い
つヽ
。
い
ぎ
砕
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二
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目
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Ｓ
Ｌ
Ｌ
ヽ
Ｐ
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例
え
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最
も
人
口
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多
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エ
ス
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ー
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、
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・
ヴ

エ
ス
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フ
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レ
ン
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医
師
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裁
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の
第
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審
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二
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職
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裁
判
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二
人
の
医
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よ
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陪
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か
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構
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れ
る
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な
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い
る
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ｇ
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掲
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上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
一
人

（
２３
）
第
Ｂ
章

「
第

一
三
条
†

【特
殊
な
医
療
手
続
】
①
倫
理
問
題
が
生
じ
て
お
り
、
そ
れ
に
対
し
て
医
師
会
が
適
応
設
定
及
び
実
施
の
た
め
の
指
針

Ｇ
ヨ
ｏ
お
コ
】ｃ
記
ｏこ

を
定
め
て
い
る
よ
う
な
特
殊
な
医
療
措
置
又
は
手
続
の
場
合
に
は
、
医
師
は
そ
の
指
針
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
医
師
会
が
要

求
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
医
師
は
そ
の
よ
う
な
処
置
又
は
手
続
を
医
師
会
に
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
当
該
業
務
が
採
用
さ
れ
る
前
に
、
医
師
は
医
師

会
の
要
求
に
よ
り
、
人
的
及
び
物
的
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（†
特
殊
な
医
療
手
続
と
は
例
え
ば
補
助
生
殖
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
起
草
さ
れ
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、　
一
九
九
八
年

一
二
月
四
日
の
ド
イ
ツ
医
師
会
雑
誌
四
五
号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
）」
「第

一
四
条

【出
生
前

の
生
命
の
保
持
と
妊
娠
中
絶
】
①
医
師
は
、
原
則
と
し
て
出
生
前
の
生
命
を
保
持
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
妊
娠
中
絶
に
は
法
的
規
定
が
必
要

で
あ
る
。
医
師
は
妊
娠
中
絶
を
行
う
こ
と
又
は
控
え
る
こ
と
を
強
制
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
②
妊
娠
中
絶
を
行
っ
た
又
は
死
産
を
扱
っ
た
医
師
は
、
死
ん
だ

胎
児
が
誤
用
さ
れ
な
い
よ
う
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
「第

一
五
条
革

【研
究
】
①
医
師
は
、
人
体
に
対
す
る
生
物
医
学
的
研
究

―
―
単
な
る
疫
学

的
研
究
計
画
の
場
合
は
除
く
―
―
を
実
施
す
る
前
に
、
医
師
会
又
は
医
学
部
に
設
置
さ
れ
た
倫
理
委
員
会
に
よ
っ
て
、
そ
の
計
画
と
結
び
つ
い
た
職
業
倫
理

上
及
び
職
務
法
上
の
問
題
に
関
し
て
助
言
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
同
様
の
こ
と
は
、
生
き
て
い
る
ヒ
ト
の
配
偶
子
及
び
生
き
て
い
る
胚
組
織
を
用
い

た
法
的
に
許
可
さ
れ
た
研
究
の
前
に
も
適
用
さ
れ
る
。
②
科
学
研
究
及
び
教
育
的
目
的
の
た
め
に
は
、
患
者
の
匿
名
が
保
障
さ
れ
る
か
又
は
患
者
が
同
意
を

表
明
し
た
場
合
に
の
み
、
守
秘
義
務
の
下
に
あ
る
事
実
や
所
見
は
原
則
と
し
て
明
ら
か
に
し
て
よ
い
。
③
研
究
成
果
の
公
表
に
お
い
て
は
、
医
師
と
委
託
者

の
関
係
及
び
委
託
者
の
権
益
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
④
医
師
は
人
間
に
関
す
る
研
究
の
場
合
に
は
、
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
世
界
医
師
連
盟
で
規
定

さ
れ
た
、
人
間
に
関
す
る
医
学
研
究
の
た
め
の
倫
理
原
則
を
遵
守
す
る
も
の
と
す
る
。
（‡
第
九
八
回
ド
イ
ツ
医
師
大
会
の
文
言
に
よ
る
職
業
規
則
範
型
第

三
条
七
項

〔現
行

。
本
第

一
五
条
〕
―
―
守
秘
義
務
と
医
学
研
究
―
―
の
適
用
の
た
め
に
起
草
さ
れ
た
指
針
は
、　
一
九
九

一
年
二
月
八
日
の
連
邦
医
師
会
理

事
会
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
）」

（２４
）
第
Ｄ
章
第
Ⅳ
節

「第

一
四
号

【
ヒ
ト
胚
の
保
護
】
研
究
目
的
の
た
め
の
ヒ
ト
胚
の
作
成
並
び
に
胚
へ
の
遺
伝
子
移
入
及
び
ヒ
ト
胚
と
全
能
細
胞
の
実
験
は

禁
止
さ
れ
て
い
る
。
女
性
臓
器
へ
の
移
入
前
の
胚
へ
の
診
断
処
置
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
但
し
胚
保
護
法
第
三
条
の
意
味
に
お
け
る
重
症
の
伴
性
遺
伝
性
疾

患
を
除
去
す
る
処
置
が
問
題
と
な
る
場
合
は
除
く
。」
「第

一
五
号

【人
工
受
精

・
胚
移
入
】
①
母
体
外
で
の
卵
細
胞
の
人
工
的
受
精
及
び
そ
れ
に
続
く
子
宮

へ
の
胚
の
移
入
、
又
は
遺
伝
的
母
の
卵
管
へ
の
配
偶
子
又
は
胚
の
移
入
は
、
不
妊
治
療
方
法
と
し
て
の
医
療
行
為
で
あ
り
、
第

一
三
条
の
場
合
に
の
み
許
さ

れ
る
。
他
人
の
卵
細
胞
を
用
い
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
②
医
師
は
、
人
工
的
受
精
又
は
胚
移
入
に
協
力
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
は
な

い
。」



（
２５

）

』
ミ

詳

社

烏

ヽ
ざ

ミ
ミ
ヽ
ヽ
ψ
ψ́∪
卜
∽
Ｆ
Ｃ
∽
∽
一ｏ
●
∽
８

ヨ

●
■

日

ユ
●
ｑ

″

３

一】一日
ぉ

圏

【
り
『
諄
一日

も
】８

一二

ｏ
●
∽
Ｑ
一”
¨
●
Ｏ
ａ

ヽ

・
∪
８

一
∽
３

８

＞
【
Ｎ
絆３

】彗

８

ヽ

ｏ
ｏ
ｐ

＞
‐
総

い

（
２６

）

ヨ
∪
ｏ
Ｆ
ｃ
ヨ

①
二

鉾
”ｏ
ｐ

四

∪

ヽ

２

∪
）
「
Ｒ

∽
ｏ
，
Ｌ
●
¨

営

い
日

げ
健

ｏ
●
ｏ
Ｐ

＞
“
″
餌
（器

。
”
ｑ

】ｏ
，
一ｐ

∪
”寿

湧

∽
”ｏ
房

げ
ｏ
】質
μ
”
ρ

パ
ｏ
ョ

８

ｏ
二

質

■

日

∪
Ｏ
ｃ
一∽
ｏ
，
ｏ
●

＞
「
Ｎ
絆Φ
σ
】”
澪
ぃ́

い
０
８

）
ド

＞
“
Ｄ
。
い
ｏ
ｏ
ド

（
２７

）

。ψ日
〓
К
巨
お
い
・
い
”
①
い
い
Ｃ
日

『
”
∞
ｏ
∽
〇
【
０
●
Ｃ
●
”
∽
も
Ｃ
●
Ｆ
一
く
デ

弓
営
耐
Ｆ
ｏ
〓
Ｏ
①
［
”
Ｃ
●
Ｑ
Φ
∽
母
Ｓ
Ｏ
Ｆ
』
〕ヨ
ｑ
＾́

∪
①
“
一∽
ｏ
Ｆ
ｏ
∽
＞
闘
お
〓
”
言
Ｏ
Ｐ

Ｎ
ｏ
ｏ
Ｐ

＞
Ｌ

い
い
Ｐ

（
２８

）

＞
・
嗜
”
”
Ｑ
①
」
「
〓
ォ
一ざ
●
ｏ
●
∽
「
∪

）
の
∪
Ｃ
ヽ
０
∽
Ｃ

）
”
疇
Ｚ
∪
Ｚ
Ｈ
∽
０
９
０
昌
国

０
”
疇
Ｚ
Ｚ
”
Ｚ

ｃ
●
０
「
∪
】

‘
口
〓
∽
Ｓ
Ｎ
〓
●
”
２
●
①
【
口
い
Ｏ
Ｃ
８
９
【
〇
日
口
一脇
いｏ
い
こ
”
①
ｏ
Ｆ

“
●
０
同
一〓
バ
Ｏ
①
『

】日
Ｏ
Ｑ
①』●
ｏ●
マ
【只
〓
Ｎい●
ご^
∽
・
Ｆ
”
〓
●
Ｏ
①∽〔””
ｏ
∽２
Ｆ
５
ｒ
∽”ｏｒ
ｏ
ドヽ

いヽ
〇
一
ド
（い
０
・〇
い
・い
〇
〇
〇
）

（
２９

）

Ｎ
ヨ
【８

ｒ
ｏ
・
σ
ｑ

【ｏ
〓

Ｏ
ｑ

国
●
０
“
ｏ
一？

困
ｏ
８

日

い∽
δ

５

・）”
ｏ
ｏ
ヨ

暉
●
無

”
，

丼

０
９

８

Ｒ
げ
８

ｏ
い

〓

①
Ｒ

Ｎ
〓

メ

日
①
】ぎ

Ｑ

【ｏ
〓

Ｎ
」

Ｏ
①
日

可
Ｆ
①
日

”
∽
ｏ
，
二

Ｎ
Ｑ
圏

¨
ｏ
い∽
Ｌ
”
ｏ
い

口
僣

①
二

Ｃ
日

∽

”●
Ｏ
①
［
出
二
〇
け０
０
〓
●
〇
【〇
”
いｏ
・
出
）Ｌ
”
。
①
∽
一
”
∞
〇
∽
Ｑ
【
‘
ｏ
澪
∽
”
Ｏ
Ｆ
Ｏ

ド
ヽ
ヽ
い
〓
い
０

（
い
い
・〇
【

・い
〇
〇
ド
Ｙ

（
３０

）

Ｎ
姜
卜器

，
ｏ
・
σ
ｏ
■
ｏ
Ｆ

Ｑ
ｑ

”
●
ρ
“
①
一？

【
ｏ
ヨ

ヨ

∽́
ざ

●

））″
ｏ
ｏ
〓

Ｃ
い
０

日
，

寿

Ｑ
Ｒ

日

ｏ
Ｑ
Ｑ

●
①
”

〓

ｏ
２

Ｎ
〓

（ｒ

日
ｏ
いざ

ｑ

いｏ
Ｆ

∽
，
日

ヨ

Ｎ
①
〓
∂

『
器

ｒ
」
●
”

∪
“
只
ド
∽
Ｓ
”
口

。
〓

ｏ
″
∽
”
ｏ
，
①

〓ミ
「
い
ヽ
い
Ｓ
，
〓
い
ｏ
ｏ
ド〉

（
３‐

）

∽
３

】湧

ひ

Φ
『
いｏ
〓

Ｑ
ｑ

口
Ｂ

Ｔ
ｏ
一？

【
０
日

日

〓

ｏ
５

）”

８

〓

ヨ

０
口

ｒ
寿

Ｑ
ｑ

日

ｏ
，

日

８

〓

ｏ
Ｏ
一Ｎ
一ヽ

・
”
〓
●
Ｏ
①
∽
一
騨

口

や

暦

ダ

器

，
ｏ

〓

ヽ
Ｏ
ｏ
い
ｏ

（
ヽ

・ｏ
い
・い
〇
〇
じ

（
３２

）

”
・
ｏ
“
①
一９

バ
〇
日

日

”∽
ざ

い

（
＞
●
ヨ

・
い
０

）
）ｂ

口
，

ＨＸ

，
ｏ
”
●
Ｑ
８

０
Ｆ

【卜の
コ
①
Ｏ
〓
ｏ
ス

一ｏ
ｅ

●
∞
∽
ｏ
ｃ
●
澪
ぉ

Ｆ

”

０
も

０

０

２

・
，

Ｏ
Ｌ

３

・
　

・

（
３３

）

国
・
ｏ
ｃ
ｏ
一９

【
ｏ
ヨ

日

一∽
δ

●

（＞
●
日

，
い
い
ソ

ψ）０

可
す
ｏ
日

ｏ
●
ぉ

こ

ｑ

【
一
■
６

】８
■

留

Ｓ
一ざ

●
∽
Ｂ

”
”
●
ｏ
∽
一寿

ぃご
”

ぃ
甲

〓

、

ｅ

ａ

・
”

ド
ｏ
ド
職
）

（３４
）
参
照
、
エ
ル
ン
ス
ト

・
ク
レ
ー

（松
下
正
明
監
訳
）
『第
三
帝
国
と
安
楽
死
　
生
き
る
に
値
し
な
い
生
命
の
抹
殺
』
（批
評
社

・
一
九
九
九
年
）
、
カ
ー
ル
＝

ビ
ン
デ
イ
ン
グ

・
ア
ル
フ
レ
ー
ト
＝
ホ
ッ
ヘ

（森
下
直
貴

・
佐
野
誠
訳

・
著
）
軍
生
き
る
に
値
し
な
い
命
」
と
は
誰
の
こ
と
か
　
ナ
テ
ス
安
楽
死
思
想
の
原

典
を
読
む
』
（窓
社

・
二
〇
〇
一
年
）
。

（３５
）

一
九
九
五
年
の
第
２
次
堕
胎
判
決

〔前
掲
註

（Ｈ
こ

と
、　
一
九
七
五
年
の
第
１
次
堕
胎
判
決

（”
ぶ
あ
”
Ｓ
Ｌ
）
の
こ
と
を
指
す
。
第
１
次
堕
胎
判
決
に

つ
い
て
は
、
嶋
崎
健
太
郎

「胎
児
の
生
命
と
妊
婦
の
自
己
決
定
―
―
第
１
次
堕
胎
判
決
―
―
」
ド
イ
ツ
憲
法
判
例
研
究
会

（栗
城
壽
夫
ほ
か
編
集
代
表
）
編

『ド
イ
ツ
の
憲
法
判
例
　
第
二
版
』
（信
山
社

・
三
〇
〇
三
年
）
六
七
頁
。

（３６
）
参
照
、
市
野
川
容
孝

「医
療
倫
理
と
ド
イ
ツ
ー
ー
歴
史
的
観
点
か
ら
」
ド
イ
ツ
研
究
三
三

・
三
四
号

（二
〇
〇
二
年
）
三
頁
。

（３７
）
こ
の
考
え
に
対
し
て
は
、
中
絶
が
詳
細
な
議
論
な
し
に
基
本
法
第

一
条

一
項
に
立
ち
返
っ
て
正
当
化
さ
れ
得
る
と
い
う
よ
う
な
印
象
を
与
え
る
の
で
賛
同

し
か
ね
る
と
す
る
七
名
の
委
員
の
連
名
に
よ
る

「個
別
意
見
」
が
第
Ｇ
章
付
録
に
あ
る
。
い
いミ

下ヽ
黎
）ミ
ミ
け
Ｒヽ

Ｔ
●
Ｆ

い
０

）ｂ

＞
３
”編

ｒ
ｒ
ａ
ｏい６
計ｏ，

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

九



|ロ
ロ1日ロロロロ1: 「・‐‐~~

上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
一
一〇

〓
・ド
∽
〇
い
Ｏ
①
一
く
０
一“
日

Ｏ
①
【
】
い
ｏ
●
目
づ
】∽
∽
】〇
●
●
二
一̈
目
Φ
Ｏ
①
【
”
ｏ
Ｏ
だ
口
〕”
●
゛
り
い
Ｏ
”

】ワ
い

〕Ｚ
Ｏ
●
●
ｏ
「
①
】●
Ｏ
Ｆ

］田
●
０
も
①
）
ロ
ギ
・
実
口
ｏ
ぃげ
Ｏ
Ｆ

ｒ
Ｏ
●
∽
”口
∞
）
「
【
０
い

〕ワ
Ｆ

〕刃
Ｏ
〓
０
【
”
●
Ｑ
】ワ
い

∽
０
，
①
“
Ｎ
Ｃ
∪
【

プ
ヽ
Φ
●
∽
Ｏ
Ｆ
ｏ
●
■
●
【
Ｑ
①
』
て
【ｏ
い
∽
０
，
０
０
■
①
Ｏ
，
鶯
ｙ
【①
静Ｎ
絆①
【
∽
”
絆Ｎ
ぃ́

∽
・
０
０
０
・

（３８
）
第
二

一
八

ａ
条

一
項
に
よ
り
受
胎
後

一
二
週
を
越
え
な
い
場
合
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
後
の
中
絶
に
犯
罪
構
成
要
件
が
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
後
も
胎
児
に
疾

患
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
か
つ
て
の

「優
生
学
的
適
応
」
こ
そ
削
除
さ
れ
た
も
の
の
、
第
二

一
人

ａ
条
二
項
に
あ
る

「医
学
的
適
応
」
に
よ
り

「妊
婦

の
生
命
の
危
険
又
は
妊
婦
の
身
体
的
若
し
く
は
精
神
的
健
康
状
態
に
と
っ
て
重
大
な
障
害
と
な
る
危
険
を
避
け
る
た
め
に
、
妊
婦
の
現
在
及
び
将
来
の
生
活

状
態
を
考
慮
し
て
、
医
師
の
認
識
に
よ
り
そ
れ
が
指
示
さ
れ
た
場
合
で
、
か
つ
そ
の
危
険
が
妊
婦
に
対
し
て
要
求
で
き
る
そ
の
他
の
方
法
で
避
け
る
こ
と
が

出
来
な
い
場
合
に
は
」
期
間
の
定
め
な
く
、
中
絶
は
違
法
で
は
な
い
。

（
３９

）

国

家

倫

理

評

議

会

Ｈ

Ｐ

よ

り

（
Ｆ
，

ミ
く
く
■
・ｏ
，
一辱

聟
・ｏ
【
”
」ヽ
３

ｏ
一
Ｌ

”
く
留

守

”
”
〓

日
》
。

（
４０

）

①

『
ヒ

ト

胚

幹

細

胞

の

輸

入

に

関

す

る

意

見

表

明

（
望
呂

目

増

羊

員

馬

ξ

Ｈ日
電

詳

ヨ
ｏ
●
∽
ｏ
，
汗

汗

「
ｏ
日
げ
Ｑ
８

』
ｑ

∽
雪

目

ｐ
Ｎ
色

ｏ
こ

』

含

一
〇

〇

一
年

一
二

月

）
、

③

室
思
見

表

明

　

研

究

の

た

め

の

バ

イ

オ

バ

ン

ク

（
ｒ
昌

ヨ

増

”
，
日
９

口

３

，
寿

８

コ
■
０
お

「
ｏ
「
∽
ｏ
ヨ

●
じ

』

含

一
〇

〇

四

年

三

月

）
、

④

『
意

見

表

明

　

極

体

診

断

（
∽
ュ

【Ｅ

電

卜

日
，

「
ｏ
日５

む
Φ
ヽ
０
い”
電

Ｏ
∽
絆じ

』

曾

一
〇

〇

四

年

六

月

）
、

⑤

『
意

見

表

明

　

生

殖

目

的

の

ク

ロ

ー

ン
並

び

に

生

物

医

学

研

究

目

的

の

ク

ロ

ー

ン

（
ｒ
呂

Ｅ

唱

キ

ヨ
ｐ

●

８

８

圏

♂

【
（一
コ
”
員

“
品

∽
Ｎ
く
ｏ
キ

８

●
ａ

杏

９

８

日

匡
ｏ
日
＆

Ｓ

●
ぃ∽
３

８

「
ｏ
【
∽
３

目

”
∽
い
て
８
ぉ

こ

』

含

一
〇

〇

四

年

九

月

）
、

⑥

コ
思
見

表

朗

　

人

体

由

来

生

物

物

質

利

用

に

お

け

る

バ

イ

オ

テ

ク

ノ

ロ
ジ

ー

上

の

発

見

の
特

許

に

つ

い

て

（
ｒ
陛

Ｅ

Ｔ

３

８
ｏ
・
Ｎ
〓

”
鉾
①
巳

ｏ
ａ
混

〓
ｏ
（ｏ
ｏ
Ｆ

ｏ
】£

”∽
３

Ｑ

国
熟

己

目

”
８

５

”ｑ

く
ｏ
電

８

８

品

匡
ｏ
】β

一∽
３

８

Ｋ
”
季

【〓
∽
８
８
∽３
【【３
Ｓ

ｃ
『∽ｏ
「ｃ
瀾
∽Ｌ

（二
〇
〇
四
年

一
〇
月
）
、
⑦

コ
思
見
表
明
　
患
者
の
処
分
権
　
自
己
決
定
の
道
具

（旨
呂
目
増
”ず
８
９
「
３
８
一ｏヨ
ｏ「コ
増
お
・
口
富

Ｆ

∽
〔ａ

日
の
ユ

８

【
∽
ｏ
一０
∽
●
ｏ
Ｌ

ヨ
ヨ
Ｅ

じ

』

（
二

〇

〇

五

年

六

月

）
。

２
ｓ
ヽ
０
ミ
ヽ
ヽヽ
ヽ
ｈ
マ
゛

おヽ
ヽ
ヽ
一

∽
策
』
】“
●
”
”
”
一
●
´
Φ
・
（
｝ｏ
●
ｏ
Ｌ
∽
ｏ
，
ｏ
】）
【
”
∞
”
〇
∽
〓
Ｆ

く
〇
「
“
●
Ｑ
‘く
餌
ｒ
【
Φ
●
Ｏ
Ｑ
ｏ
【
∽
ｏ
〓
く
”
い
”
Φ
【
∽
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〓
”
「
Ｆ
『
”
●
口
”
ヽ
い
〇
〇
い

２
ｓ
ヽ
ざ
き
ヽ
ヽヽ
ヽ
”
ヽ

ヽ
ミ

ヽ
（
＞
目
日

・
、
こ

・
，

い
ｏ
Ｑ
”
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お

わ

り

に

以
上
検
討
し
た
よ
う
に
、
着
床
前
診
断
に
関
す
る
胚
保
護
法
以
降
の
議
論
に
つ
い
て
連
邦
医
師
会
の
姿
勢
も
必
ず
し
も

一
枚
岩
と
は

言
え
ず
、
ま
た
連
邦
議
会
調
査
委
員
会
の
提
言
と
国
家
倫
理
委
員
会
の
提
言
と
で
は
正
反
対
の
結
論
へ
と
至
っ
て
い
る
。
尤
も
、
国
家

倫
理
評
議
会
を
設
置
し
た
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
首
相
や
Ｓ
Ｐ
Ｄ

（社
〈バ民
主
党
）
は
着
床
前
診
断
を
は
じ
め
生
殖
補
助
医
療
や
バ
イ
オ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ー
の
推
進
に
積
極
的
で
あ
る
の
で
、
国
家
倫
理
評
議
会
は
そ
の
意
向
に
沿

っ
た
提
言
を
行

っ
た
と
い
う
見
方
も
あ
り
得
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
以
上
の
よ
う
な
種
々
の
議
論
や
準
備
作
業
を
踏
ま
え
て
こ
の
二
〇
〇
五
年
に
も
法
律
の
制
定
が
な
さ
れ
る
か
と
思
わ

れ
た
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
は
そ
う
は
な
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、
生
殖
補
助
医
療
全
般
を
規
律
す
る
法
律
は
、
医
師
の
職
務
法
に
含
ま
れ
る
連
邦
医
師
会
の
個
々
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
別
に
す

る
と
存
在
せ
ず
、
連
邦
レ
ベ
ル
の
関
連
法
規
は
疾
病
保
険
関
係
の
法
律
し
か
存
在
し
な
円
が
、
包
括
的
な
生
殖
医
療
法
に
よ
る
規
律
を

望
む
声
も
強
く
、
ま
た
胚
保
護
法
を
制
定
し
た
際
に
も
将
来
的
に
は
そ
の
よ
う
な
立
法
を
想
定
し
て
い
た
と
も
い
わ
れ
る
。

着
床
前
診
断
の
容
認
に
賛
成
の
側
も
反
対
も
側
も
そ
の
論
拠
と
し
て
い
る
法
律
は
同
じ
も
の
で
あ
り
、
既
に
議
論
は
出
尽
く
し
た
感

も
あ
る
。
今
後
も
賛
否
ど
ち
ら
か

一
方
に
対
し
て
決
定
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
「人
間
の
尊
厳
」

の
内
実
は
定
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
不
断
に
解
釈
を
必
要
と
す
る
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
は
、
こ
の
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
連
邦
憲
法
裁

判
所
が
こ
れ
ま
で
示
し
て
き
た
考
え
を
、
立
法
者
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
る
か
に
掛
か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
Ｃ

Ｓ
Ｕ

（キ
リ
ス
ト
教
社
会
同
盟
）
が
着
床
前
診
断
の
禁
上
に
賛
同
す
る
旨
を
表
明
し
た
こ
と
が
報
じ
ら
れ
、
他
方
シ
ュ
レ
ー
ダ
ー
は
依
然

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
一
一
一
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一

と
し
て
バ
イ
オ
政
策
の
転
換
に
意
欲
的
で
あ
る
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
る
の
ｕ
、
結
論
は
来
年
の
連
邦
議
会
選
挙
後
に
持
ち
越
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

（４３
）
を
ヽヽ
」ｏさヽ
Ｒヽ
嘲
ヽ
沖
ミ
八
＞
”日
・、
ぃ）），
「
”

（４４
）
≧
ｓヽ
もヽヽ
ミ
ヘヽ
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ヽ
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＞
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４５

）

３
０
∽
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・
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①
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●
９
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９
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ｏ
●
卜

∪
お

■

ｏ
Ｆ

【
）
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〓

い
ｏ
ｏ
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（
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）

ｖ
∽
」
Ｏ
Ｆ
８
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・
９
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●
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∽
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Ｓ
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Ｎ
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０
９
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Ｏ
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ｏ
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①
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０
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＞
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ー

米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
胎
児
の
地
位

―
―
ベ
イ
ビ
ｌ

ｏ
ボ
ー
イ
事
件
を
手
が
か
り
と
し
て
―
―

〈
共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開
―
―
比
較
法
的
考
察
―
１
／
Ⅵ
　
国
際
法
〉

は
じ
め
に

一　

欧
州
人
権
条
約
と
胎
児
の
地
位

一
一　
米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム

〓
一　
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
事
件
の
概
要

四
　
米
州
人
権
委
員
会
の
決
定

１
　
受
理
可
能
性

２
　
ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
違
反
に
つ
い
て

洪
　
恵
子

３
　
米
州
人
権
条
約
第
四
条
違
反
に
つ
い
て

五
　
決
定
の
問
題
点

１
　
起
草
過
程
の
解
釈

２
　
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
と
人
工
妊
娠
中
絶

３
　
米
州
人
権
条
約
第
四
条
の
意
義

お
わ
り
に

は

じ

め

に

急
速
な
生
命
科
学
の
発
展
が
各
国
の
国
内
法
に
対
し
て
多
く
の
課
題
を
与
え
、
こ
れ
に
対
し
て
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
の
法
体
制
や
政
治

状
況
に
応
じ
て
対
処
し
て
い
る
こ
と
は
、
共
同
研
究
に
お
け
る
各
報
告
で
も
明
ら
か
で
あ
る
が
、
国
際
法
は
こ
の
よ
う
な
状
況
に
ど
う

対
処
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
こ
れ
が
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
つ

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
一
一三
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一
二
四

の
異
な
る
問
題
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
第

一
は
、
生
命
科
学
技
術
が
発
達
す
る
に
伴

っ
て
出
現
す
る
生
命
体
を
、
新
し
い
概

念
と
し
て
特
定
し
、
そ
の
産
出
や
利
用
を
規
制
す
る
た
め
の
国
際
的
な
ル
ー
ル
を
確
立
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
国
際
社
会
に
は
国

内
社
会
に
お
け
る
よ
う
な
統

一
的
立
法
機
関
は
存
在
し
な
い
が
、
国
際
会
議
で
決
議
を
採
択
し
た
り
、
多
数
国
間
条
約
を
締
結
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、　
三
疋
の
価
値
を
国
際
社
会
の
共
通
利
益
と
し
て
発
展
さ
せ
る
試
み
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
ヒ
ト
ゲ
ノ

ム
に
関
す
る
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
宣
言
や
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
禁
止
に
関
す
る
国
連
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
、
広
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し

た
国
際
法
上
の
規
範
定
立
に
関
す
る
試
み
は
始
ま
っ
た
と
は
い
え
、
多
く
の
困
難
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

他
方
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
国
際
的
立
法
活
動
と
は
別
に
、
生
命
科
学
技
術
の
発
展
が
国
際
法
に
影
響
を
与
え
る
契
機
が
指
摘
で
き
る
。

す
な
わ
ち
、
す
で
に
成
立
し
て
い
る
条
約
あ
る
い
は
国
際
慣
習
法
に
お
け
る

「人
」
概
念
に
、
科
学
技
術
の
発
展
を
反
映
さ
せ
た
解
釈

が
可
能
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
世
界
人
権
宣
言
を
嗜
矢
と
し
て
人
権
に
関
す
る
国
際
的
な
合
意
は
い
く
つ
も

結
ば
れ
、
そ
れ
ら
は
共
通
し
て
人
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
規
定
し
て
い
る
が
、
他
方
で

「人
」
に
関
す
る
定
義
は
お
い
て
い
な
い
し
、

人
の
生
命
は
い
つ
か
ら
始
ま
り
、
い
つ
終
わ
る
の
か
と
い
っ
た
問
題
に
関
し
て
も
詳
し
い
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
法
状

況
に
お
い
て
は
、
人
権
条
約
上
の
諸
権
利
の
享
有
主
体
と
し
て
、
通
常
想
定
さ
れ
る
出
生
後
の
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
ま
だ
母
体
の
体

内
に
あ
る
胎
児
に
つ
い
て
も
条
約
で
保
護
さ
れ
る
権
利
、
と
り
わ
け
生
命
に
対
す
る
権
利
の
享
有
主
体
と
な
る
と
い
っ
た
主
張
が
な
さ

れ
る
余
地
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
主
張
は
、
と
り
わ
け
人
工
妊
娠
中
絶
反
対
の
立
場
か
ら
提
起
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
胎
児
を
人
権

条
約
上
の
生
命
に
対
す
る
権
利
の
享
有
主
体
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
胎
児
を
死
亡
さ
せ
る
人
工
妊
娠
中
絶
は
こ
う
し
た
生
命
に
対
す
る

権
利
の
侵
害
で
あ
り
、
条
約
違
反
で
あ
る
、
と
い
う
条
約
解
釈
を
行
う
の
で
あ
る
。

こ
の
問
題
は
現
実
に
欧
州
人
権
条
約

（
一
九
五
〇
年
人
権
及
び
基
本
的
自
由
の
保
護
の
た
め
の
条
約
、
以
下
、
欧
州
人
権
条
約
）
や
米
州
人
権



条
約

（
一
九
六
九
年
人
権
に
関
す
る
ア
メ
リ
カ
条
約
、
以
下
、
米
州
人
権
条
約
）
に
関
し
で
申
し
立
て
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
特
に
、
ア
メ
リ

カ
大
陸
諸
国
を
加
盟
国
と
す
る
米
州
機
構
に
付
随
す
る
米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
そ
の
重
要
な
法
源
の

一
つ
で
あ
る
米

州
人
権
条
約
の
生
命
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
規
定
の
中
で
、
他
の
人
権
条
約
に
は
見
ら
れ
な
い

「受
胎
の
と
き
か
ら

（』】ｏ口
［訂

ヨ
ｏヨ
曇

ｏ』
８
●ｏｏＯＬ
Ｏじ
」
生
命
に
対
す
る
権
利
が
保
護
さ
れ
る
と
い
う
表
現

（第
四
条
）
が
注
目
さ
れ
て
き
た
。

本
稿
で
は
、
米
国
連
邦
最
高
裁
判
所
の
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
判
決
が
米
州
人
権
条
約
違
反
で
あ
る
か
ど
う
か
が
米
州
人
権
委
員

会
で
問
題
と
な
っ
た
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
事
件
を
題
材
と
し
て
、
国
際
法
上
、
胎
児
に
は

一
定
の
法
的
地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
か

を
検
討
す
る
が
、
そ
の
際
に
関
連
条
約
の
解
釈
に
お
い
て
科
学
技
術
の
発
展
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
点
も
確
認
す
る
。
な

お
、
人
工
妊
娠
中
絶
は
人
権
条
約
違
反
だ
と
い
う
申
立
て
は
国
内
裁
判
所
で
も
行
わ
れ
る
が
、
本
稿
で
は
問
題
を
国
際
機
関

（米
州
人
権

委
員
△こ

の
対
応
に
限
定
す
る
。
こ
の
事
件
の
性
格
を
よ
り
明
ら
か
に
す
る
比
較
的
視
点
を
得
る
た
め
に
、
以
下
、
ま
ず
欧
州
人
権
条

約
に
お
い
て
胎
児
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
て
い
る
の
か
を
確
認
す
る

（
こ
。
そ
の
後
、
ベ
イ
ビ
ー

。
ボ
ー
イ
事
件
の
問
題
点

の
検
討
を
行
う

（一
Ｔ
五
）。
こ
の
よ
う
に
問
題
を
米
州
人
権
委
員
会
の
役
割
に
照
ら
し
な
が
ら
検
討
す
る
作
業
を
経
た
の
ち
、
こ
の
分

野
に
お
け
る
国
際
機
関
や
国
際
法
の
意
義
と
限
界
を
総
括
と
し
て
考
察
す
る
。

欧
州
人
権
条
約
と
胎
児
の
地
位

欧
州
人
権
条
約
で
は
、
そ
の
第
二
条

一
項
で
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「す
べ
て
の
者
の
生
命
に
対
す
る
権
利
は
、
法
律
に
よ

つ
て
保
護
さ
れ
る
。
何
人
も
、
故
意
に
そ
の
生
命
を
奪
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
法
律
で
死
刑
を
定
め
る
犯
罪
に
つ
い
て
有
罪
の
判
決
の

共
同
研
究

，
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
二
五
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一六

後
に
裁
判
所
の
刑
の
言
い
渡
し
を
執
行
す
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
。
こ
こ
で
は
、
生
命
の
始
期
に
つ
い
て
の
文
言
は
な
い
。

は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
こ
の
規
定
に
お
け
る

「人
」
に
は
胎
児
も
含
ま
れ
、
胎
児
も
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
か
ど
う
か
と
い

う
問
題
は
、
人
工
妊
娠
中
絶
の
法
に
関
連
し
て
議
論
さ
れ
て
き
た
。

人
工
妊
娠
中
絶
は
胎
児
の
生
命
を
人
工
的
に
停
止
す
る
の
で
、
条
約
で
保
護
さ
れ
る
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
に
当
た
る
と
い
え

る
の
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
ま
ず
欧
州
人
権
委
員
会
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
二
条

一
項
と
人
工
妊
娠
中
絶
は
両
立
す
る
と

判
断
し
て
い
る
。
ま
た
胎
児
は
、
仮
に
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
く
、
母
親
の
生
命
や

健
康
を
保
護
す
る
目
的
か
ら
制
限
さ
れ
う
る
と
し
た
。
さ
ら
に
、
第
二
条

一
項
の

「す
べ
て
の
者

２
ｏＬモ
●
こ

は
、
そ
れ
が
用
い
ら
れ

た
文
脈
で
は
、
す
で
に
出
生
し
て
い
る
人
間
に
の
み
適
用
さ
れ
る
と
解
釈
し
て
い
れ
。
ま
た
欧
州
人
権
委
員
会
は
、
抽
象
的
に
胎
児
が

人
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
判
断
す
る
こ
と
は
避
け
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
´

他
方
、
欧
州
人
権
裁
判
所
は

一
九
九
二
年
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
お
け
る
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
す
る
事
件
を
付
託
さ
れ
た
際
に
、
争
点
は

海
外
で
の
中
絶
に
関
す
る
情
報
を
知
ら
せ
、
受
け
取
る
自
由
を
制
限
し
た
仮
処
分
措
置
の
問
題
で
あ
る
の
で
、
そ
も
そ
も
中
絶
の
権
利

が
欧
州
人
権
条
約
で
保
障
さ
れ
て
い
る
の
か
、
第
二
条
に
お
け
る
生
命
に
対
す
る
権
利
は
胎
児
に
も
与
え
ら
れ
得
る
も
の
な
の
か
、
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
て
は
い
な
い
と
し
て
、
判
断
を
下
さ
な
か
っ
爆
。
ま
た
最
近
で
は
、
胎
児
を
過
失
に

よ
っ
て
中
絶
し
た
医
師
が
無
罪
と
な
っ
た
事
件
を
不
服
と
し
て
フ
ラ
ン
ス
を
相
手
取
っ
て
起
こ
さ
れ
た
事
件
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
欧

州
人
権
条
約
第
二
条
で
は
確
か
に
生
命
の
開
始
時
期
は
不
明
で
あ
り
、
そ
の
定
義
に
つ
い
て
欧
州
の
合
意
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を

認
め
、
さ
ら
に
関
連
す
る
欧
州
人
権
委
員
会
の
決
定
や
自
身
の
判
例
を
検
討
し
、
未
出
生
の
子
は
、
欧
州
人
権
条
約
第
二
条
に
よ
っ
て

直
接
保
護
さ
れ
る

「人
」
と
は
み
な
さ
れ
な
い
、
仮
に
胎
児
が
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
と
し
て
も
、
こ
れ
は
母
の
権
利
と
利
益
に



よ
っ
て
黙
示
的
に
制
限
さ
れ
て
い
る
と
し
た
。
ま
た
当
該
事
件
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
、
中
絶
に
関
す
る
国
内

法
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
国
内
法
の
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
も
こ
の
問
題
に
関
し
て
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
胎
児
や
胚
な
ど
、
生
命

の
始
期
に
関
す
る
科
学
的

・
法
的
定
義
に
関
す
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
な
い
の
で
あ
る
か
頃
、
生
ま
れ
て
い
な
い
子
供
が
条
約
第
二
条
に

お
け
る
人
で
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
拍
象
的
に
裁
判
所
が
答
え
る
こ
と
は
可
能
で
も
な
い
し
、
望
ま
し
い
こ
と
で
も
な
い
と
判

断
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
欧
州
人
権
条
約
機
関
の
判
断
に
お
い
て
、
胎
児
が
生
命
に
対
す
る
権
利
の
享
有
主
体
で
あ
る

か
ど
う
か
は
確
定
さ
れ
ず
、
そ
の
法
主
体
性
が
肯
定
さ
れ
る
と
し
て
も
、
絶
対
的
な
権
利
で
は
な
く
、
母
や

（場
合
に
よ
っ
て
は
父
）
の

権
利
と
比
較
考
量
さ
れ
る
性
質
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
は
、
国
内
法
に
相
違
を
抱
え
て
お
り
、
ま
た
相
違
を
調

整
す
る
動
き
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
が
決
定
す
べ
き
問
題
と
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

一
一　
米
州
人
権
保
障

シ
ス
テ
ム

米
州
人
権
条
約
に
お
け
る
胎
児
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
争
わ
れ
た
事
件
を
検
討
す
る
前
に
、
米
州
に
お
け
る
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム

の
発
展
過
程
は
や
や
複
雑
で
あ
る
の
で
、
ま
ず
概
略
を
説
明
し
て
お
き
た
い
。

米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
柱
は
米
州
機
構

（ｏ
【””●一ミ
い８

Ｒ
＞
日
①諄
８
∽一静
ヽ
以
下
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
）
で
あ
る
。
米
州
諸
国
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
の

一
九
四
八
年
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ボ
ゴ
タ
に
集
ま
り
Ｏ
Ａ
Ｓ
を
設
立
し
た
。
Ｏ
Ａ
Ｓ
憲
章
は
そ
の
三
条
①
項
で

「
ア
メ
リ
カ

諸
国
は
人
種
、
国
籍
、
信
条
又
は
性
別
に
よ
る
区
別
な
く
、
個
人
の
基
本
的
権
利
が
あ
る
こ
と
を
宣
言
す
る
」
と
規
定
し
、
米
州
機
構

は
人
権
保
障
に
も
関
心
を
持
つ
こ
と
を
示
し
た
。
同
じ
時
に
、
条
約
で
は
な
く
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
宣
言
と
し
て
、
人
間
の
権

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
二
七
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利
と
義
務
に
関
す
る
ア
メ
リ
ヵ
宣
言

（＞
８
ｏいお
目
∪
巴
鶏
群
【８
Ｒ
けＦ
”
一”訂

目
０
∪
嘔一諄

乳
〓
Ｓ
、
以
下
、
ア
メ
リ
カ
宣
一一一日と
略
）
も
発
表
さ
れ

た
。
こ
れ
は
人
権
の
保
護
を
目
的
と
し
た
宣
言
で
あ
り
、
そ
の
第

一
条
で

「す
べ
て
の
人

Ｆ
ｃ
日
目

ｇ
中記

は
自
ら
の
生
命
、
自
由
お
よ

び
安
全
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
」
と
規
定
し
た
。
そ
の
後
、　
一
九
五
九
年
に
は
Ｏ
Ａ
Ｓ
理
事
会
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
、
個
人
と
し
て
参

加
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
、
人
権
の
尊
重
を
促
進
す
る
機
能
を
持
つ
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
お
け
る
自
律
的
機
関
と
し
て
米
州
人
権
委
員
会

（ョ
♀
＞
需
計
営
９
８
ヨ
．∽３
８
８
〓
ｃヨ
営
″
”ｒ一３

の
創
設
が
決
め
ら
れ
た
。
ま
た

一
九
六
九
年
に
は
、
は
じ
め
に
ふ
れ
た
米
州
人
権
条
約

（＞
需
諄
””
ｏ
ｏ●く①ュ
８
８
〓
ｃ８
８
″
”，こ
　
が
締
結
さ
れ
て
い
る

（
一
九
七
八
年
発
効
、
別
名
サ
ン
ホ
セ
協
定
）。
こ
の
条
約
で
は
、
米
州
人
権

裁
判
所

（ゴ
宰
＞
日
ｑ
いの彗
９
ヨ

乳
口
ｃ８
彗
″
”，こ

の
設
置
も
決
め
て
い
る

（第
七
章
）。
こ
の
よ
う
に
ア
メ
リ
ヵ
諸
国
に
お
い
て
は
、
国

際
的
人
権
に
関
す
る
二
つ
の
文
書
と
米
州
人
権
委
員
会

。
米
州
人
権
裁
判
所
に
よ
っ
て
人
権
の
保
護
が
担
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ

の
体
制
を
米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
と
呼
ん
で
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

さ
て
本
稿
の
検
討
対
象
と
な
る
米
州
人
権
委
員
会
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
米
州
人
権
委
員
会
の
任
務
と
権
限
は
具
体
的
に
は
米
州

人
権
委
員
会
規
程

（
一
九
七
九
年
改
正
）
と
米
州
人
権
条
約
な
ら
び
に
米
州
人
権
委
員
会
規
則

（一
５

０
三
年
改
正
）
で
明
確
に
さ
れ
て
い

る
。
米
州
人
権
委
員
会
の
任
務
と
権
限
は
、
厳
密
に
は
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
理
事
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
る
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
機
関
と
し
て
の
も
の
と
米

州
人
権
条
約
に
基
づ
く
も
の
と
の
二
種
類
が
あ
る
が
、
両
者
が
重
複
す
る
場
合
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
①
米
州
人
権
委
員
会
は
ア
メ
リ

カ
宣
言
又
は
米
州
人
権
条
約
で
保
護
さ
れ
る
人
権
の
違
反
に
関
す
る
請
願

（も①〓
ｏじ

を
受
け
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

（米
州
人
権
条
約

四
四
‐
四
五
条
）。
②
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
事
態
に
対
し
て
、
当
事
国
の
合
意
な
い
し
は
招
待
が
あ
る
場
合
に
現

地
調
査

（８
‐∽諄

目
く①∽語
≧
Юじ

を
行
う
こ
と
が
出
来
る

（米
州
人
権
委
員
会
規
程
一
八
条
ｇ
項
）。
③
人
権
保
護
に
関
す
る
措
置
を
政
府
に

対
し
て
勧
告
し
た
り
、
政
府
が
と
っ
た
措
置
に
関
す
る
情
報
を
請
求
す
る
こ
と
が
出
来
る

（同
条
ｂ
項
、
ｄ
項
）。
④
人
権
に
関
す
る
研
究



ー

や
報
告
を
準
備
し
た
り
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
加
盟
国
か
ら
の
調
査
に
対
応
し
、
場
合
に
よ
つ
て
は
諮
問
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
伺
条
ｅ
項
）。

⑤
特
定
国
の
人
権
状
況
に
関
す
る
報
告
書

（米
州
人
権
委
員
会
規
則
六
二
条
）
や
Ｏ
Ａ
Ｓ
に
対
す
る
年
次
報
告
書
も
発
行
し
て
い
る
。

ま
た
米
州
人
権
委
員
会
は
条
約
機
関
と
し
て
米
州
人
権
裁
判
所
と
特
別
の
関
係
に
あ
る
。
米
州
人
権
委
員
会
は
米
州
人
権
裁
判
所
に

お
い
て
出
訴
権
を
持
ち

（米
州
人
権
委
員
会
規
程
一
九
条
ｂ
項
）、
ま
た
重
大
で
緊
急
の
場
合
に
暫
定
的
措
置
を
執
る
よ
う
要
請
す
る
こ
と

が
で
き
る

（同
条
ｃ
項
）。
さ
ら
に
ア
メ
リ
カ
宣
言
や
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
け
る
人
権
保
護
の
た
め
の
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
協
議
す
る

こ
と
も
出
来
る

（同
条
ｄ
項
）。

と
こ
ろ
で
米
州
人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
の
大
き
な
柱
の

一
つ
で
あ
る
米
州
人
権
条
約
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
生
命
に
対
す
る
権
利
の

始
期
に
言
及
す
る
と
い
う
極
め
て
特
異
な
規
定
を
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
米
州
人
権
条
約
は
そ
の
第
四
条

一
項
で
次
の
よ
う
に
定
め

て
い
る

「す
べ
て
の
人
は
そ
の
生
命
を
尊
重
さ
れ
る
権
利
が
あ
る
。
こ
の
権
利
は
法
に
基
づ
い
て
、　
一
般
に
受
胎
の
と
き
か
ら
保
護
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（Ψ
ｏ崚
罵
・∽８
ぎ
∽
計訂
語
ｒ一
８
ぎ
お
評

【諄
勇
ｏ①３
，
ピ
一〓
い”ヨ
∽，塾
ｇ
「
ｏ言
お
Ｑ
ご
ｒ
編
彗
Ｑ）〓
明
”①い卜
ざ
口
，
ｏ

Ｂ
ｏヨ
①”計
亀
８
５ｏｏＯき
こ
」
こ
の

「
一
般
に
受
胎
の
と
き
か
ら
」
と
い
う
表
現
は
欧
州
人
権
条
約
に
も
世
界
人
権
宣
言
に
も
国
際
人
権
規

約
に
も
見
ら
れ
な
ｗ
。　
一
見
し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
胎
児
を
生
命
に
対
す
る
権
利
の
享
有
主
体
と
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
人
工
妊
娠
中
絶
を
違
法
と
す
る
主
張
を
行
う
者
に
有
利
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
表
現
が
採
用
さ
れ
て
い

な
い
他
の
人
権
条
約
と
は
異
な
る
特
徴
が
米
州
人
権
条
約
に
は
見
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ
の
点
が
争
わ
れ
た
の
が
、
米
州
人
権

委
員
会
に
通
報
さ
れ
た
請
願
を
審
査
し
た
二

一
四

一
号
事
件

（通
称
、
一”
静
ヽ
”
８
．ニ
ベ
イ
ビ
ー
・
ボ
ー
イ
」
事
件
）
な
の
で
あ
る
。

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
二
九

― |
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三
二
〇

〓
一　
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
事
件
の
概
要

一
九
七
七
年

一
月

一
九
日
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ホ
ワ
イ
ト

（９
【〓
彗
”
ダ
ど
こ

と
ギ
ャ
リ
ー

・
ポ
ッ
タ
ー

（９
【】
【
Ｆ
澪８

は
中
絶

さ
れ
た
男
性
の
胎
児

（一一ヨ
ご
〕
掟
じ

の
代
理
と
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
に
対
し
て
請
願
を
提
出
し
た
。
す
な
わ
ち
米
国
は
、
連
邦
憲

法
裁
判
所
の
判
断
を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
、
第
二
条
、
第
七
条
、
第

一
一
条
に
違
反
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因

と
な
っ
た
の
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
お
け
る
中
絶
を
め
ぐ
る
判
断
だ
っ
た
。
ケ
ネ
ス

・
エ
デ
リ
ン

（お
ヨ
①，
電
①】じ

医
師
は

一
九

七
三
年
ボ
ス
ト
ン
の
病
院
で

一
七
歳
の
未
婚
の
女
性
に
対
し
て
、
彼
女
と
そ
の
母
親
の
求
め
に
応
じ
て
人
工
妊
娠
中
絶
を
施
し
た
。
こ

の
人
工
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
、
エ
デ
リ
ン
医
師
は
殺
人
罪
で
訴
追
さ
れ
、
第

一
審
で
は
有
罪
と
な
っ
た
が
、
控
訴
審
で
逆
転
無
罪
と
な

っ
た
。
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
は
中
絶
法
が
施
行
さ
れ
て
い
た
が
、
米
国
連
邦
最
高
裁
の
判
決
後
、
事
実
上
そ
の
効
力
を
失

っ
て
お

り
、
エ
デ
リ
ン
医
師
の
中
絶
手
術
は
、
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
後
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
で
新
し
い
中
絶
法
が
制
定
さ
れ
る
ま
で
の

間
の
期
間
に
起
こ
っ
た
の
で
あ
る
。
請
願
者
た
ち
は
、
米
国
の
ア
メ
リ
カ
宣
言
に
対
す
る
違
反
は
連
邦
最
高
裁
判
所
の
決
定
が
下
さ
れ

た

一
九
七
三
年

一
月
二
二
日
か
ら
生
じ
、　
一
九
七
六
年

一
二
月

一
七
日
エ
デ
リ
ン
医
師
が
無
罪
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ア
メ
リ
カ

宣
言
に
お
け
る
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
の
生
命
に
対
す
る
権
利
の
侵
害
が
生
じ
た
と
申
し
立
て
た
。

こ
れ
に
対
し
て
米
国
政
府
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
た
。
第

一
に
、　
一
九
四
八
年
ボ
ゴ
タ
に
お
け
る
会
議
で
は
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
に
ま

だ
生
ま
れ
て
い
な
い
者
の
権
利
を
含
む
文
言
を
挿
入
す
る
こ
と
は
拒
否
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
が
受
胎
の
と
き
か
ら
存
在

す
る
生
命
に
対
す
る
権
利
と
い
う
観
念
を
編
入
し
た
と
読
む
の
は
誤
り
で
あ
る
。
第
二
に
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
は
米
州
人
権
条
約
を
補
完



す
る
が
、
こ
れ
ら
二
つ
の
文
書
は
異
な
る
法
的
次
元
に
あ
り
、
別
個
に
分
析
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
第
三
に
、
米
州
人
権
条
約
で
保
護

さ
れ
る
生
命
に
対
す
る
権
利
の
範
囲
は
こ
こ
で
は
直
接
の
争
点
で
は
な
い
が
、
申
立
人
の
こ
の
点
に
関
す
る
分
析
に
つ
い
て
あ
え
て
コ

メ
ン
ト
す
る
と
、
米
州
人
権
条
約
の
第
四
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
起
草
過
程
で
米
国
と
ブ
ラ
ジ
ル
代
表
団
は
第
四
条
は
加
盟
国
に
裁
量

を
与
え
る
も
の
と
解
釈
す
る
と
い
う
こ
と
を
記
録
と
し
て
残
し
て
い
る
。
ま
た

「
一
般
に

貧
●
”①●ｏ『”こ

と
い
う
表
現
を
使
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
各
国
が
自
国
の
国
内
法
に
お
い
て
中
絶
に
関
す
る
法
を
含
め
て
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
第
四
条
は
恣
意
的
な
生
命
の

剥
奪
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
絶
を
行
う
こ
と
が
第
四
条
に
違
反
す
る
か
を
考
え
る
に
際
し
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
状
況

に
お
い
て
行
わ
れ
る
か
を
考
察
す
る
べ
き
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
、
さ
ら
に
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
も
説
明
を
加
え
る
こ

と
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
違
反
で
は
な
い
と
い
う
主
張
を
強
く
押
し
進
め
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
請
願
者
は
連
邦
最
高
裁
判
所
の
決

定
に
関
す
る
反
論
を
再
度
提
出
し
た
。
そ
の
後
、
人
権
委
員
会
は
、
報
告
書
草
案
を
準
備
す
る
報
告
者

（「８
″
∽９
ｏ
竃
リ

ン
∪
“う∽ｒ８
８

ど
【”目ｏｒｏ↓
を
任
命
し
、
決
定
を
下
し
た
。
次
に
章
を
あ
ら
た
め
て
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。　
　
　
　
・

四
　
米
州
人
権
委
員
会
の
決
定

米
州
人
権
委
員
会
は

一
九
八

一

違
反
は
し
て
い
な
い
と
決
定
し
た

年
三
月
六
日
、
米
国
は
請
願
者
に
よ

つ
て
申
し
立
て
ら
れ
た
宣
言
の
諸
規
定
の
い
ず
れ
に
関
し
て
も

（
〓
ユ
＝
川

一　
一
）
　

（
】″
０
∽
〇
一
Ｃ
一
一
〇
●

い
い
ヽ
∞
い

）
（
〕
”
∽
①

い
一
掬
一

）
。

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕
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１
　
受
理
可
能
性

こ
の
事
件
は
、
死
亡
し
た
胎
児
の
権
利
侵
害
に
つ
い
て
申
し
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
米
州
人
権
委
員
会
は
、
個
人
又
は

「自

分
自
身
と
し
て
、
あ
る
い
は
第
三
者
の
代
理
と
し
て
」
の
個
人
も
し
く
は
複
数
人

（グ
ル
ー
プ
）
に
よ
っ
て
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
加
盟
国
に
よ
る
人

権
侵
害
で
あ
る
と
申
し
立
て
ら
れ
た
請
願
を
受
諾
し
、
検
討
す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
る

（米
州
人
権
条
約
四
四
条
、
米
州
人
権
委
員
会

手
続
規
則
三
二
条
）。
ま
た
国
内
救
済
手
続
の
完
了
な
ど
受
理
可
能
性
の
要
件

（米
州
条
約
四
五
‐
四
七
条
）
も
当
該
事
件
は
充
た
し
て
い
る

と
し
た
。

２
　
ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
違
反
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
は
す
べ
て
の
人
間
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
定
め
る

（「す
べ
て
の
人
間
は
、
自
分
の
生
命
、
自
由
と
安
全
に
対
す

る
権
利
を
持
２
）
が
、
こ
こ
で
は
生
命
の
始
期
に
言
及
は
な
い
。
請
願
者
は
①
起
草
過
程
か
ら
見
て
胎
児
の
権
利
を
保
護
す
る
こ
と
が

意
図
さ
れ
て
い
た
②
ア
メ
リ
カ
宣
言
の
帰
結
と
し
て
の
米
州
人
権
条
約
は
受
胎
の
と
き
か
ら
こ
の
権
利
は
法
に
基
づ
い
て
保
護
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
と
し
て
、
人
工
妊
娠
中
絶
は
ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
違
反
だ
と
主
張
す
る
。
し
か
し
起
草
過
程
を
振

り
返
れ
ば
、
ま
ず
①
の
主
張
は
正
し
く
な
い
。
ア
メ
リ
カ
宣
言
を
準
備
し
た
会
議
で
は
宣
言
の
初
期
の
草
案
か
ら
胎
児
の
生
命
を
明
示

で
保
護
す
る
言
葉
が
削
除
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち

「す
べ
て
の
人
は
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
。
こ
の
権
利
は
、
受
胎
の
と
き
か
ら
の

生
命
に
対
す
る
権
利
、
不
治
の
病
に
あ
る
者
、
精
神
薄
弱
者
、
精
神
異
常
者
の
生
命
の
権
利
を
含
む
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
の
が
初
期

の
草
案
で
あ

っ
た
が
、
二
番
目
の
文
章
は
削
除
さ
れ
、
現
在
の
文
言
と
な
っ
た
。
削
除
の
理
由
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
キ



¬

ュ
ー
バ
、
米
国
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ

エ
ラ
か
ら
の
反
対

（主
と
し
て
既
存
の
自
国
法
と
の
抵
触
を
理
由
と
す

る
）
に
対
応
す
る
妥
協
と
い
う
も
の
だ

っ
た
。
つ
ま
り

一
九
四
八
年
当
時
、
多
く
の
国
で
は
中
絶
と
い
う
行
為
は
幾
つ
か
の
理
由
の
も

と
に
行
わ
れ
る
場
合
は
犯
罪
と
し
て
成
立
し
な
い
と
い
う
ル
ー
ル
を
持

っ
て
お
り
、
受
胎
の
と
き
か
ら
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
絶
対

的
な
概
念
と
し
て
認
め
れ
ば
、
既
存
の
国
内
法
を
廃
棄
す
る
義
務
を
生
じ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
受
胎
の
時
か
ら
の
生
命

に
対
す
る
権
利
と
い
う
文
言
の
除
去
は
、
そ
の
よ
う
な
効
果
を
持
つ
よ
う
な
文
言
を
あ
え
て
使
用
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

３
　
米
州
人
権
条
約
第
四
条
違
反
に
つ
い
て

請
願
者
は
米
州
人
権
条
約
を
ア
メ
リ
カ
宣
言
の
解
釈
の
た
め
に
利
用
す
べ
き
で
あ
る
と
申
し
立
て
た
。
米
州
人
権
条
約
第
四
条
に
つ

い
て
も
、
起
草
過
程
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
米
州
人
権
条
約
の
起
草
を
準
備
し
た
米
州
人
権
委
員
会
は

「受
胎
の
と
き
か
ら
」
の
生

命
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
は
、
ボ
ゴ
タ
の
会
議
の
時
か
ら
中
絶
を
許
容
す
る
米
州
諸
国
の
法
律
を
理
由
と
し
て
異
議
を
唱
え
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
鑑
み
て
、
こ
の
見
解
の
対
立
を
調
和
さ
せ
る
た
め
に
、
多
数
決
に
よ
っ
て

「
一
般
に
」
と
い
う
言
葉
を
挿
入
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。
そ
の
後
も
こ
の
文
言
の
取
り
扱
い
に
は
議
論
が
あ
り
、
条
約
締
結
会
議
で
も
削
除
の
提
案
が
行
わ
れ
た
。
結
局
、
多
数
決

に
よ
っ
て
米
州
人
権
委
員
会
が
準
備
し
た
草
案
が
採
択
さ
れ
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
理
事
会
で
も
承
認
さ
れ
た
の
が
現
在
の
文
言
で
あ
る
。
ョ

般

に
、
受
胎
の
と
き
か
ら
」
と
い
う
文
言
の
挿
入
は
ア
メ
リ
カ
宣
言
を
採
択
し
た
ボ
ゴ
タ
会
議
に
支
配
的
だ

っ
た
生
命
に
対
す
る
権
利
の

概
念
を
修
正
し
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
。
ま
た
た
と
え
米
州
人
権
条
約
が
受
胎
の
時
か
ら
の
生
命
に
対
す
る
絶
対
的
な
権
利
を
確
立

し
て
い
た
と
し
て
も
、
解
釈
を
通
じ
て
、
そ
れ
を
非
締
約
国
で
あ
る
米
国
に
義
務
と
し
て
課
す
こ
と
は
出
来
な
い
。

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
一一一一一一
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一
三
四

五
　
決
定
の
問
題
点

米
州
人
権
委
員
会
の
決
定
に
は
、
大
き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
問
題
が
指
摘
で
き
る
。

１
　
起
草
過
程
の
解
釈

米
州
人
権
委
員
会
は
ア
メ
リ
カ
宣
言
第
四
条
の
解
釈
を
行
う
際
に
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
の
起
草
過
程
に
お
い
て
初
期
の
草
案
か
ら

「受

胎
の
と
き
か
ら
」
の
生
命
に
対
す
る
権
利
が
削
除
さ
れ
た
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
、
米
国
政
府
の
請
願
者
に
対
す
る
反
論
で
示
さ
れ
た

見
解
を
採
用
し
た
。
つ
ま
り
当
時
、
人
工
妊
娠
中
絶
に
関
し
て
は
国
内
法
に
相
違
が
あ
り
、
当
該
条
文
は
そ
う
い
っ
た
事
情
を
考
慮
し

た
妥
協
の
結
果
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
削
除
は
明
示
的
に
胎
児
に
保
護
を
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
意
図
の
表
れ
だ
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
反
対
意
見
は
①
起
草
過
程
に
お
い
て
は
様
々
な
見
解
が
表
明
さ
れ
て
お
り
、
国
内
法
の
相
違
を
理
由
と
す
る
妥
協
の
結

果
で
あ
る
と
明
文
で
示
す
文
書
は
な
く
、
削
除
が
直
ち
に
条
約
上
の
保
護
を
否
定
す
る
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
、
②
も
し
削
除
し
た

こ
と
自
体
が
保
護
を
意
図
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
の
根
拠
に
な
る
と
す
れ
ば
、
同
時
に
削
除
さ
れ
た
権
利
、
す
な
わ
ち
不
治
の
病
に

あ
る
者
、
精
神
薄
弱
者
、
そ
し
て
精
神
異
常
者
の
権
利
も
保
護
の
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
奇
妙
な
結
論
で

あ
り
、
し
た
が
っ
て
削
除
を
権
利
の
否
定
と
見
る
べ
き
で
は
な
い
、
と
い
う
。

さ
ら
に
米
州
人
権
委
員
会
は
米
州
人
権
条
約
は
ア
メ
リ
カ
官
一言
に
お
け
る
生
命
に
対
す
る
権
利
に
関
す
る
概
念
を
修
正
し
て
は
い
な

い
と
し
、
明
白
な
文
言
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
米
州
人
権
条
約
に
お
い
て
も
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
が
そ
れ
自
体
と
し
て
保



1

護
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
は
出
来
な
い
と
し
た
。
こ
の
よ
う
に
米
州
人
権
委
員
会
は
ア
メ
リ
ヵ
宣
言
と
米
州
人
権
条
約
を
解
釈
す
る
際
に

条
約
の
起
草
過
程
に
ほ
ぼ
全
面
的
に
依
拠
し
た
こ
と
が
ま
ず
注
目
さ
れ
る
。

条
約
の
解
釈
は

一
般
に
、
条
約
文
の
用
語
の
自
然
ま
た
は
通
常
意
味
内
容
に
よ
り
客
観
的
に
解
釈
す
べ
き
と
さ
れ

（客
観
的
解
釈
）、

ウ
イ
ー
ン
条
約
法
条
約
に
お
い
て
も
こ
の
方
法
が
採
用
さ
れ
て
い
る

（第
三
一
条
一
項
）。
他
方
、
準
備
作
業
に
表
れ
た
交
渉
の
経
緯
な

ど
を
勘
案
し
て
総
合
的
に
解
釈
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場

（主
観
的
解
釈
）
も
あ
る
が
、
ウ
ィ
ー
ン
条
約
法
条
約
で
は
第
二
次
的
な
地
位
し

か
与
え
ら
れ
て
い
な
い

（第
≡

一条
）。
今
回
の
米
州
人
権
委
員
会
の
判
断
は
主
観
的
解
釈
の
手
法
を
採
用
し
た
と
見
る
こ
と
が
出
来
る

が
、
条
約
が
締
結
さ
れ
る
プ
ロ
セ
ス
は
交
渉
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
起
草
過
程
に
は
様
々
な
見
解
が
表
明
さ
れ
、
ま
た
必
ず

し
も
見
解
は

一
貫
性
を
維
持
さ
れ
な
い
か
ら
、
条
約
規
定
に
表
れ
る
国
家
の
意
思
を
、
明
確
な
文
言
の
相
違
で
は
な
く
、
起
草
過
程
に

全
面
的
に
依
拠
し
て
解
釈
し
た
こ
と
は
問
題
を
残

，
し
た
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

２
　
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
之
人
工
妊
娠
中
絶

次
に
そ
う
い
っ
た
解
釈
の
方
法
に
関
す
る
問
題
点
の
み
な
ら
ず
、
解
釈
に
際
し
て
前
提
と
し
た
論
理
に
も
問
題
が
あ
る
。
米
州
人
権

委
員
会
は
も
し
条
約
で
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
認
め
れ
ば
、
そ
れ
は
人
工
妊
娠
中
絶
を
許
容
す
る
国
内
法
の
廃
棄
に
つ
な
が
る

と
い
う
論
理
を
前
提
と
し
て
、
明
示
的
に
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
を
特
定
し
て
保
護
す
る
意
図
が
見
ら
れ
な
い
限
り
、
関
連
条
文

か
ら
そ
の
権
利
を
導
く
こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え
た
。
こ
れ
は
先
に
あ
げ
た
欧
州
人
権
裁
判
所
の
考
え
方
、
す
な
わ
ち
、
生
命
に
対
す

る
権
利
の
発
生
時
期
が
た
と
え
出
生
前
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
が
直
ち
に
出
生
前
の
胎
児
を
人
工
的
に
死
亡
さ

せ
る
人
工
妊
娠
中
絶
の
規
制
を
無
効
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
非
常
に
異
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

∽
Ｆ
【［８

は

「も
し

共
同
研
究
・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二
・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一五
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上
智
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δ
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五
年
）

一　
一二
エハ

人
間
が
受
胎
の
瞬
間
か
ら
存
在
す
る
と
認
め
ら
れ
て
も
、
必
ず
し
も
中
絶
が
禁
止
さ
れ
る
と
は
い
え
な
い
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ア
メ
リ
カ

宣
言
の
最
終
条
項
は

「す
べ
て
の
権
利
は
他
の
権
利
と
自
由
に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
母
親
の
生
命
に
対
す

る
権
利
、
健
康
、
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
と
い
つ
た
諸
原
則
で
あ
り
、
他
の
裁
判
所
が
胎
児
の
生
命
に
対
す
る
権
利
と
比
較
考
量
す
る
際
に

依
拠
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
反
対
意
見
が
主
張
し
て
い
る
よ
う
に

（ア
メ
リ
カ
富
三

第

一
条
に
胎
児
が
含
ま
れ
る
と

認
定
す
る
こ
と
は
、
文
言
主
義
に
よ
る
違
反
の
認
定
に
必
ず
つ
な
が
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。」
と
批
判
し
て
い
る
。

３
　
米
州
人
権
条
約
第
四
条

の
意
義

米
州
人
権
委
員
会
は
、
米
国
に
対
す
る
拘
束
力
は
な
い
と
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
米
州
人
権
条
約
第
四
条
の
解
釈
を
試
み
、
起
草
過

程
で
は
ア
メ
リ
カ
宣
言
か
ら
逸
脱
す
る
意
図
は
な
か
っ
た
と
し
た
。
こ
の
よ
う
な
米
州
人
権
委
員
会
の
決
定
に
よ
っ
て
、
現
在
の
米
州

人
権
保
障
シ
ス
テ
ム
に
お
い
て
は
生
命
の
開
始
時
期
に
は
国
際
的
な
合
意
は
な
く
、
そ
れ
を
い
つ
に
設
定
す
る
か
、
そ
の
効
果
と
し
て

人
工
妊
娠
中
絶
を
ど
の
よ
う
に
規
制
す
る
か
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

結
論
だ
け
見
れ
ば
、
欧
州
人
権
委
員
会

・
欧
州
人
権
裁
判
所
と
同
じ
立
場
を
と
つ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
米
州
人
権
条
約
は
欧

州
人
権
条
約
と
異
な
り
、
明
文
で
生
命
に
対
す
る
権
利
は

「
貧
般
に
）
受
胎
の
と
き
か
ら
」
保
護
さ
れ
る
と
い
う
文
言
を
規
定
し
て
い

る
。
こ
れ
に
関
し
て
反
対
意
見
で
は
、
胎
児
は
受
胎
の
と
き
か
ら

「人
」
で
あ
り
、
保
護
の
対
象
と
さ
れ
る
と
し
、
こ
の
こ
と
を
妊
娠

女
性
に
対
す
る
死
刑
が
禁
止
さ
れ
て
い
な
こ
と
を
根
拠
に
主
張
し
趣
。
ま
た
米
州
人
権
委
員
会
は
生
命
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
全
く
検

討
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
反
対
意
見
は
、
米
州
人
権
委
員
会
は
科
学
的
知
見
を
根
拠
に

一
定
の
判
断
を
示
す
べ
き
積
極

的
役
割
が
あ
っ
た
と
強
く
批
判
し
て
い
る
。



お

わ

り

に

米
州
人
権
委
員
会
の
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
事
件
で
の
決
定
は
米
州
人
権
委
員
会
自
身
に
と

っ
て
も
問
題
を
残
す
事
件
で
あ

っ
た
と
い

え
る
。
確
か
に
米
州
人
権
委
員
会
は
そ
も
そ
も
司
法
裁
判
所
で
は
な
い
。
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
は
重
大
で
広
範
な
人
権
侵
害
を
行

う
政
府
が
複
数
存
在
し
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
米
州
人
権
委
員
会
に
期
待
さ
れ
て
き
た
役
割
は
、
個
別
の
救
済
で

は
な
く
人
権
侵
害
が
行
わ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
指
摘
す
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
証
拠
を
集
め
る
こ
と
に
努
力
が
向
け
ら
れ

て
き
た
と
い
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ベ
イ
ビ
ー

。
ボ
ー
イ
事
件
に
お
け
る
よ
う
な
決
定
の
弱
点
は
そ
の
機
構
的
性
質
に
由
来
す
る
と

も
言
え
る
。
し
か
し
た
と
え
そ
の
認
定
が
厳
密
に
は
司
法
的
認
定
で
は
な
く
て
も
、
問
題
の
焦
点
が
条
文
の
解
釈
で
あ
る
限
り
、
米
州

人
権
委
員
会
に
は
そ
の
決
定
に
よ
り
法
的
な
説
得
力
を
持
た
せ
る
責
任
が
あ

っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
´

し
か
し
米
州
人
権
委
員
会
が
生
命
の
開
始
時
期
に
関
し
て
回
答
す
る
こ
と
を
避
け
、
米
国
の
ア
メ
リ
カ
宣
言
違
反
は
な
い
と
決
定
し

た
こ
と
は
、
こ
の
事
件
で
米
州
人
権
委
員
会
に
託
さ
れ
た
任
務
に
い
わ
ば
内
在
す
る
問
題
に
も
起
因
す
る
こ
と
を
指
摘
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
事
件
の
請
願
者
は
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

・
ホ
ワ
イ
ト
と
ギ
ャ
リ
ー

・
ポ
ッ
タ
ー
で
あ
る
が
、
ポ
ッ
タ
ー
は

０
”一ぎ
Ｆ
∽
♂
【

ｏ
Ｆ
一］■
８

「
ｏ【【澤
”［
＞
３
８

と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
率
い
て
い
る
。
彼
ら
は
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
の
親
で
は
な
い
し
、
な
に
よ
り
権
利
を

侵
害
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
た
ベ
イ
ビ
ー

。
ボ
ー
イ
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
た
。
さ
ら
に
米
州
人
権
委
員
会
に
対
し
て
、
四
人
の
米
国
下

院
議
員
が

「も
し
こ
の
事
件
で
米
国
が
負
け
れ
ば
、
Ｏ
Ａ
Ｓ
が
キ
ュ
ー
バ
に
対
し
て
カ
ス
ト
ロ
政
権
の
人
権
侵
害
を
根
拠
に
課
し
た
よ

う
な
制
裁
の
対
象
に
米
国
は
な
る
の
か
」
と
い
う
質
問
状
を
あ
え
て
送
付
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
点
を
考
え
る
と
、
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
三
七



す

上
智
法
学
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集
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四
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巻
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Ｔ
δ

ｏ
五
年
）

一
三
八

イ
事
件
で
米
州
人
権
委
員
会
に
託
さ
れ
た
問
題
は
、
当
時
も
現
在
も
米
国
社
会
で
議
論
が
続
い
て
い
る
生
命
擁
護
派

（も［ｏ出
じ

と
選
択

擁
護
派

（も・ｏ‐０，Ｏいこ

の
対
立
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
し
か
し
自
国
の
国
内
法

（連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
断
）
に
対
す

る
不
服
を
、
自
国
の
国
家
機
関
で
は
な
く
国
際
機
関
に
求
め
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
正
式
な
立
法
プ
ロ
セ
ス
を
迂
回
す
る
行
為
と
も
言
え
、

こ
の
点
か
ら
考
え
る
と
請
願
者
た
ち
の
請
求
の
実
現
に
は
あ
ら
か
じ
め

一
定
の
限
界
が
あ

っ
た
と
い
え
る
。

は
じ
め
に
述
べ
た
と
お
り
、
生
命
倫
理
と
い
う
人
々
の
価
値
観
の
相
違
が
直
接
反
映
す
る
問
題
群
に
つ
い
て
国
際
的
合
意
を
得
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
い
。　
一
定
の
合
意
を
得
ら
れ
た
場
合
も
、
合
意
さ
れ
た
内
容
を
実
現
す
る
の
は
国
内
法
に
委
ね
ら
れ
る
の
が
原
則
で

あ
る
。
逆
に
言
え
ば
、
国
内
法
に
大
き
な
相
違
が
見
ら
れ
る
問
題
に
つ
い
て
は
い
国
家
の
合
意
を
確
保
し
、
拘
束
力
の
あ
る
条
約
を
採

択
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
問
題
を
人
工
妊
娠
中
絶
に
限
っ
て
も
、
関
連
の
国
内
法
は
現
在
に
至
る
ま
で
、
欧
州
に
お
い
て

も
ア
メ
リ
カ
諸
国
に
お
い
て
も
多
様
で
あ
る
。
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
事
件
の
反
対
意
見
で
は
、
国
内
法
の
相
違
は
国
際
法
の
国
内
法
に

対
す
る
優
位
を
根
拠
と
し
て
解
消
さ
れ
る
べ
き
と
言
う
考
え
も
表
明
さ
れ
た
が
、
米
州
人
権
条
約
の
よ
う
に

一
見
、
生
命
の
始
期
に
つ

い
て
国
際
法
上
の
定
義
の
手
が
か
り
が
与
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
あ

っ
て
も
、
国
内
で
合
法
的
に
行
わ
れ
る
人
工
妊
娠
中
絶
を

排
除
す
る
こ
と
に
な
る
条
約
の
解
釈
は
と
ら
れ
な
か
っ
た
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
国
際
的
合
意
を
得
な
け
れ
ば
各
国
の
利
益
が
害
さ
れ
る

と
い
っ
た
よ
う
な
状
況
が
生
じ
な
い
限
り
、
「胎
児
は
人
か
」
を
め
ぐ
る
論
争
は
国
際
法
の
次
元
で
解
決
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
依
然
と
し
て
国
内
法
が
法
規
範
の
定
立
と
執
行
の
中
心
と
言
う
べ
き
で
あ
る
。

「共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（
一
）
―
比
較
法
的
考
察
―
」
上
智
法
学
論
集
第
四
人
巻
第
三

・
四
号

（二
〇
〇
五
）

一
六
七
上
一五

一
頁
。

エ
ネ
ス
コ
の

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
お
よ
び
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
の
研
究
と
そ
の
応
用
に
関
す
る
指
針
で
あ
る
。
位
田
隆

一
「生
命
科

2  1



学
と
人
権

¨
ユ
ネ
ス
コ

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
お
よ
び
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
国
際
人
権

一
〇
号

（
一
九
九
九
）
四
三
‐五

一
頁
。
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る

規
範
定
立
に
関
し
て
、
位
田
隆

一
「国
際
機
構
に
よ
る
国
際
生
命
論
理
規
範
定
立
と
そ
の
実
効
性
確
保
―
〓
不
ス
コ
国
際
生
命
倫
理
委
員
会
の
場
合
―
」
安

藤
仁
介

・
中
村
道

・
位
田
隆

一
編

『
二

一
世
紀
の
国
際
機
構

・
課
題
と
展
望
』
（東
信
堂

・
二
〇
〇
四
）

一
七
三
上

九
八
頁
。
井
内
由
美
子

「国
連
外
交
の

現
場
か
ら
―
人
ク
ロ
ー
ン
を
規
制
す
る
ル
ー
ル
作
り
へ
の
道
の
り
」
外
交
フ
ォ
ー
ラ
ム

一
八
四
号

（二
〇
〇
三
）
、
五
〇
‐五
三
頁
。

（３
）
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
滝
沢
正

「
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
国
際
法
と
国
内
法
―
条
約
と
法
律
を
中
心
と
し
て
―
」
上
智
法
学
論
集
第
四
二
巻
第

一
号

（
一
九
九
八
）
五
七
‐五
九
頁
、
建
石
真
紀
子

「
『生
命
に
対
す
る
権
利
』
と

『人
工
妊
娠
中
絶
法
』
―
ョ
ー
ロ
ッ
パ
人
権
条
約
と
人
工
妊
娠
中
絶
法
に
関
す

る
コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ

一
九
九
〇
年

一
二
月
二

一
日
判
決
に
つ
い
て
―
」
法
の
科
学
三
二
号

（
一
九
九
四
）

一
七
五
上

八
四
頁
。

（４
）
Ｘ
ド
Ｃ
い
ｏ
９
撃
ま
、
Ｐ
お
〓
Ｃ
Ｌ
滉
９

（５
）
〓
メ
Ｚ
ｏ
『姜
ｅ
Ｌ
９
∞ぃ「、ぃ
Ｐ
い０
〓
ミ
Ｌ
０２
・

（６
）
〇
も
８
∪
ｏ
９
８
ｏ
∪
‘
げ
】〓
く
ｏ〓
く
ｏ
Ｂ
昌

●́９
、
８
ミ
“
し
ヽ
８
い、８
ヽ
っ
ｏ
ｏ一ｏＦ
Ｆ
も
つ
Ｐ

（７
）
欧
州
審
議
会
の
オ
ヴ
ィ
エ
ト
条
約
に
お
け
る
胚
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
、
本
号
に
掲
載
の
小
林
真
紀
氏
の
担
当
部
分

（Ⅶ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（８
）
く
ｏ
ド
コ
８
８
）”
９
ぃ
ぃついヽ

ｏヽ
ｐ
∞
ど
ぞ
いｏ
ｏゃ

（
９

）

一
九

七

〇

年

代

半

ば

ま

で

の

発

展

に

つ

い

て

日
ぎ

日
３

”
“
「
Я

８

，
卜

弓
ぎ

”
①
く
”∽
８

ｏ
＞
∽
ｏ
Ｆ
鵬
一ｑ

彗

０
，
①
聟

ｏ
一ｏ
ａ

ｇ

Ｒ

口
ｃ
Ｂ
留

″

讐

Ｆ

Ｓ

卜
ヽ
『
Ｐ

（
ぃ
葛

い
ｙ

ｏ
●
・∞
い
∞
‐
∞
い
い
。

（１０
）
現
在

（二
〇
〇
五
年
五
月
）、
Ｏ
Ａ
Ｓ
の
加
盟
国
は
三
五
カ
国
で
あ
り
、
米
州
人
権
条
約
の
締
約
国
は
二
五
カ
国
で
あ
る
。

（
Ｈ

）

ン

Ｑ

①
日

〓

ｏ
貿
Ｆ

守

）
”
ｏ
”
】８

”
】
〓
“
ョ

曽

″

讐

甲

＞

ｏ
ｏ
口

０
鷺

〓

春

黎

“
ξ

Ｒ

，

ｏ
■

ｏ
降

雪

一３

零

愕

目

。

Ｈ
●
一①
【
ト

ロ

＆

Ｏ
Ｓ

で

∽
”ｏ
日

ｒ

【
３

Ｆ

電

・Ｓ

‐
ミ

・
近

年

の

米
州
人
権
裁
判
所
に
関
す
る
改
革
に
つ
い
て
芹
田
健
太
郎

「米
州
人
権
裁
判
所
手
続
へ
の
個
人
の
参
加
」
ジ
ュ
リ
ス
ト

一
二
〇
五
号

（二
〇
〇

一
）
、　
一
〇

四
上

〇
七
頁
。

（‐２
）
カ
ト
リ
ツ
ク
教
会
の
教
義
で
は
人
間
の
生
命
は
受
胎
の
と
き
か
ら

（中
ｏ
日
，
ｏ
Ｂ
ｏ８
ｏ〓
Ｒ
８
８
４
一【ｏこ

絶
対
的
に
尊
重
さ
れ
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と

し

て

お

り

、

人

工

妊

娠

中

絶

を

禁

じ

て

い
る

。

Ｆ
お
邑
一ｏ
”
∽一①
【〓

０
０
日
ョ
”∽
∽
”８

ど
『
，
ｏ
ｏ
”
一①
３

”∽
ヨ

Ｒ

，
ｏ
ｏ
，
一ぎ

Ｆ

Ｏ
Ｆ

【ｏ
Ｆ

ｏ
”
一ｏ
ｏ
一
】∽Ｂ

Ｒ

，
０
０
”
，
ｏ
Ｆ

Ｏ
，
“
【ｏ
Ｆ
）
ヽ
ｒσ
〇
二
５
０
●
（ゆ
い
い
０
０
‐
一
い
い
「
い
ｙ

〓
０
っ
、
´
も
０
・（
〇
い
‐０
０
∞
・

（‐３
）

一
条
、
七
条
、　
一
一
条
に
つ
い
て
は
提
出
さ
れ
た
事
実
関
係
と
関
連
性
は
な
い
と
し
て
、
米
州
人
権
委
員
会
は
判
断
を
下
さ
な
か
っ
た
。

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
三
九



|¬

上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

（‐４
）
”
８
≦
ヨ
ａ
①ヽ

８
Ｃ
∽

〓
Ｐ
∪
８
湧
・”
ｏ
〓け８
ヽ
８
Ｃ
∽

葛
ｐ

（‐５
）
問
題
と
さ
れ
た
米
国
連
邦
最
高
裁
判
所
の
判
決
に
つ
い
て
は
、
高
橋

英
米
判
例
百
選

（別
冊
ジ
ュ
リ
ス
ト
）

一
三
九
号

（
一
九
九
六
）
八
一

一
四
〇

一
修

「４０

”
８

ド
く
”８
　
妊
娠
中
絶
と
憲
法
上
の
プ
ラ
イ
ヴ
ァ
シ
ー
の
権
利

（１
と

下
八
三
頁
。
石
井
美
智
子

『人
工
生
殖
の
法
律
学
』
（有
斐
閣

。
一
九
九
四
）

一
一

七
上

一
一四
頁
。

（‐６
）
多
数
意
見
の
結
論
に
は
賛
成
し
つ
つ
、
科
学
的
知
見
に
よ
れ
ば
人
の
生
命
は
受
胎
の
と
き
に
始
ま
る
の
で
あ
り
、
そ
の
と
き
か
ら
国
内
法

・
国
際
法
上
の

保
護
の
対
象
で
あ
る
べ
き
だ
と
す
る
個
別
意
見
が

一
名

（∪
Ｆ
＞
ａ
【霧
＞
電
”】鼠
〓
し
、
結
論
に
も
反
対
し
た
委
員
が
二
名
で
あ
る

（∪
Ｆ
〓
鶴
８

ｏ
ｏ』”【８

〓

ｏ
”
『
ｏ
Ч

ｏ
”
σ
【
Ｐ

∪
ｐ

ｒ
二

∽

∪

ｏ
日

８

一
ざ

日
〓

ｏ
ｏ
ｏ

Ｏ
朋

”（
ｅ

。
　

＞

・
・
ｃ
〓

”
①
ｏ
ｏ
二

ｏ
ぃ
，

①

Ｈ
Ｒ

ｑ

‐
＞

日

ｑ

ぉ

”
５

０
ｏ
〓

日

ぉ

∽
ざ

い

ｏ
●

〓

“
ヨ

”
●

”
紺

Ｆ

∽

い
っ
∞
９

〓
つ
∞
Ｆ

Ｏ
国
＞
∽ヽ
ｏ■
Ｆ
，
、ヽ
目
』
♪
∪
ｏ
，
０
『ｏメ
ド）
ド０
０
ｏ一ｏ
σ
ｏ【
【０
∞
，

（‐７
）
”
①
∽ｏ
【〓
８

器

∞ヽ
Ｆ
鷺
『嬰

Ｙ
ド
ド・な
お
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
は
死
亡
し
て
い
る
が
、
請
願
者
と
し
て
の
適
格
性
は
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。

つ
ま
り
米
州
人
権

委
員
会
は
ベ
イ
ビ
ー

・
ボ
ー
イ
を
、
受
理
可
能
性
の
段
階
で
は

「人
」
と
認
め
、
他
方
で
結
論
で
は
胎
児
は
ア
メ
リ
カ
宣
言
第

一
条
に
お
け
る
人
で
は
な
い

と

判

断

し

、

不

調

和

な

印

象

を

残

し

た

。

口

罵

ｒ
Ｆ

ｓ
８
Ｐ

＞
ぎ

Ｌヽ
８

８

Ｑ
，
①
″

讐

〔
δ

口
お

〓

Ｆ
け①
〒
＞
８
８

８
●
∽
毬
お
ロ
ニ

ぎ

ｏ
”
器

Ｒ

Ｊ

３

】
”
ε

ご
ミ
ミ
ミ
億

”
針
ざ
お
い
ヽ
ヽ
Ｌ
ο
ミ
ミ
ミ
）
く
２
・
ド
Ｌ
４
ｏ
・甲
↓
・
ド
０
∞
Ｆ
も
い
ド
Ｐ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

（‐８
）
当
時
国
内
で

一
定
の
場
合
に
中
絶
を
許
容
し
て
い
た
国
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
コ
ス
タ
リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ニ
カ

ラ
グ
ア
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ヴ
ェ
ネ
ズ
エ
ラ
、
米
国
で
あ
る
。

（‐９
）
”
Φ∽２
ｃ
一ざ
口
い
ｔ
∞Ｐ
も
鶴
跳

【”
い
０

（２０
）
”
Φ∽ｏ
【Ｌ
（”８

８

∞ヽ
【・
●
ミ
ｐｒ
８
ぉ
，
ァ
メ
リ
カ
宣
言
と
米
州
人
権
条
約
の
関
係
に
つ
い
て
米
州
人
権
委
員
会
の
判
断
は
必
ず
し
も

一
貫
し
て
い
な
い
。
確
か

に
形
式
的
な
拘
束
力
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
と
、
ア
メ
リ
カ
宣
言
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
く
、
米
州
人
権
条
約
は
条
約
で
あ
り
、
締
約
国
以
外
は
拘
束
し
な

い
。
し
か
し
米
州
人
権
条
約
で
は

「
こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
ア
メ
リ
カ
宣
言
の
効
果
を
排
除
す
る
よ
う
な
形
で
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定

し

（二
九
条
ｄ
項
）
、
両
者
が
解
釈
に
際
し
て
相
互
参
照
さ
れ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
米
州
人
権
委
員
会
は

一
九
七
四
年
以
降
、
条
約
に
よ
っ
て
明
確
な

形
で
規
定
さ
れ
、
よ
り
広
く
保
護
さ
れ
る
権
利
に
依
拠
し
て
ア
メ
リ
カ
宣
言
を
解
釈
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
と
い
う
立
場
を
認
め
た
と
さ
れ
る
が
、
た
だ
し
、

ベ

イ

ビ

ー

・
ボ

ー

イ

事

件

で

は

否

定

的

な

見

解

を

示

し

て

い

る

。

マ

ｏ
一絆
∪
ミ

】０
∽
８

）
日
訂

ｏ
一く
一一
目

０

「
ｏ
】】一い８

】
″

讐

お

聟

ｏ
一ｏ
ｏ
”８

３

，
ｏ

Ｆ

一ｏ
【
‐
＞
日
①
【
【８

●

〓
ｃ
口
戯
〕
”
置
Ｆ
∽
∽
】
∽
お
日
）
∪
”
二
Ｑ
「

〓
”
「
い∽
あ

お
０
す
Φ
●
ｒ
オ
〓
”
∽
６
い
ｏ
↑
０
”

σ
じ

ψ
可
，
①
Ｈ
二
ｑ
‐＞
８
８
お
電
一
∽
く
∽
お
口

ｏ
い
目
“
口
”
●
”
置
〓
Ｐ

Ｈ
Ｏ
っ
Ｐ

も
つ
い
い
Ψ
い
」
い



（
２‐

）

∪
”∽
８

二

Ｒ

∪
い

〓

質
８

０
８

ミ

α
ｏ
〓

ｏ
日

ｏ
】
ｏ
”
軍

Ｐ

Ｏ
Ｒ

”
゛

（２２
）
山
本
草
二

『国
際
法

［新
版
ご

（有
斐
閣

・
一
九
九
四
）
六

一
二
‐六

一
五
頁
。

（２３
）
∽
〓
２
８
Ｐ
゛
ミ
・・，
い
一ト

（２４
）
口
∽∽８
一
Ｒ
ｕ
，
〓
鶴
８
０
９
鶴
３
〓
８
一３
ｏ
静
Ｆ

り
円
”∽』
‐ｐ
な
お
個
別
意
見
も
胎
児
が
条
約
上
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
前
掲
注

（１６
）
０
確

か
に
妊
娠
女
性
に
対
す
る
死
刑
は
、
妊
娠
の
期
間
に
か
か
わ
ら
ず
、
国
際
条
約

（例
、
自
由
権
規
約
第
六
条
五
項
）
や
国
内
法

（例
、
我
が
国
の
刑
事
訴
訟

法
四
七
九
条
二
項
）
に
よ
っ
て
広
く
禁
止
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
自
由
権
規
約
の
起
草
過
程
で
は
、
生
命
に
対
す
る
権
利
に
つ
い
て
、
「受
胎
の
と
き
か
ら
」

保
護
さ
れ
る
と
い
う
規
定
が
提
案
さ
れ
た
際
に

（ベ
ル
ギ
ー

・
ブ
ラ
ジ
ル
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
メ
キ
シ
ョ
、
モ
ロ
ッ
コ
共
同
修
正
案

と
の
い
い
・３
じ
、
妊

娠
女
性
に
死
刑
を
科
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を
根
拠
づ
け
る
原
則
は
す
べ
て
の
ま
だ
出
生
し
て
い
な
い
子
ど
も
に
も
拡
大
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
さ
れ
た
と
い

う
。
し
か
し
妊
娠
女
性
に
死
刑
を
科
し
て
は
な
ら
な
い
と
主
張
さ
れ
た
根
拠
は
必
ず
し
も

一
つ
で
は
な
く
、
自
由
権
規
約
に
つ
い
て
は
、
人
道
的
な
考
慮
や

生

ま

れ

て

い
な

い
子

の
利

益

の
考

慮

な

ど

が

根

拠

と

し

て
挙

げ

ら

れ

て

い
る

。

■

Ｈ〓
目

”
ン

旨

●
静

”
∽
。
↓
ぎ

＞
ぎ

Ｆ【一一一８

Ｒ

，
ｏ
∪
Φ
聟
，
Ｖ

ヨ

】ぐ

，

Ｆ
”８
●
〓

８

‐

ユ
冒
ド
電

＆
い絆巨８
ヽ
８
，
電

μ８
‐お
ド
芹
田
健
太
郎
編
訳

『国
際
人
権
規
約
草
案
註
解
』
（有
信
堂

・
一
九
八

一
）
七
四
頁
、
国
際
連
合
局
社
会
課

『国
際

人
権
規
約
成
立
の
経
緯
』
■

九
六
八
）
九
八
上

〇
三
頁
。
我
が
国
の
刑
事
訴
訟
法
に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
権
利
の
保
護
と
す
る
も
の

（田
宮
裕

『刑
事

訴
訟
法

［新
版
〓

（有
斐
閣

。
一
九
九
六
）
五

一
七
頁
）
、
人
道
上
の
考
慮

（ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
）
に
基
づ
く
と
す
る
も
の

（小
野
清

一
郎

・
横
川
敏
雄

・

横
井
大
三

・
栗
本

一
夫

『改
訂
刑
事
訴
訟
法
』
（有
斐
閣

・
一
九
七
〇
）

一
〇

一
二
頁
）
が
あ
る
。

（２５
）
∪
諄
８
８
い
∪
【・ｒ
お
∪
①口
ξ
いｏ
ゴ
３
８
ｏ
”等
ス
パ
ラ
グ
ラ
フ
ナ
ン
バ
ー
な
し
〉

（
２６

）

∽
８

一一
∪
鶏

【ヽ
∽
０
●
・
↓
，
Ｏ
Ｆ
粛
半

＞
Ｂ
①
〔
い０
営

〓
ロ
ロ
雪

″

”
Ｆ
デ

∽
Ч
∽
お
Ｂ
Ｌ

つ
０
メ

０
や

い
い
０
‐
い
０
９

（
２７

）

こ

の

ほ

か

、

〓

Ｑ

＞
ヨ

穴
暉
詈

Ｎ
Ｆ

”
Ｒ

ｏ
【
８

０

↓
ぎ

ヨ
易

く
・
く

の
】
３

つ

】，

３

Ｒ

＞
い
一一品

計８

）
）
コ

＆

ｑ
”寿

ｏ
い

【
８

３

”
【零

旨
・Ｌ

ｏ
∽
ｇ

Ｆ

”

〓

Φ
”∽
∽
〓

【
率

い

る

ｒ
”要
罵
あ
♂
【
ｒ
お
が
米
州
人
権
委
員
会
に
対
し
て
、
８
日
も
，
日
●
雰
と
し
て
自
分
た
ち
を
考
慮
し
て
欲
し
い
と
申
し
立
て
て
い
る
。
”
①∽ｏ
】“
計”８

滅

曽ヽ
）

∽
〓
コ
〓
“
”
『く
〇
「
一，
①
ｏ
”
∽
０
・
ｏ
”
「
”
”

ぃ
‐０
・

（
２８

）

↓
ゴ
ｏ
ヨ
開

く
・
く
曽

打

〓
８

崚

く
・
口
】
８

）
ｏ
，
鵬
一８

「
∪
ｏ
“
”
Ｆ

３

Ｐ
Ｕ
Ｓ

一２

ｐ

ｒ
Ｅ

”
【
８

で

あ

る

。

”
①
８

〓二
〕ｏ
●
８

ヽ
曽

・
∽
ｏ
日
８
月

ヽ
Ｒ

，
ｏ
８

∽
ｐ

も
Ｒ
Ｐ

３

・

（２９
）
Ｆ
詈
ｏＰ
゛
ミ
）
も
・〓
Ｆ
　
生
命
擁
護
派
と
選
択
擁
護
派
の
対
立
は
こ
の
事
件
の
争
点
の
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
米
国
連
邦
最
高
裁
判
所
判
決

”
８

ド
ョ
ａ
Φ

で
大
き
く
表
面
化
し
た
。
高
橋

。
前
掲
論
文
、
八
三
頁
。

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
四

一
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上
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法
学
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第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
四
二

（３０
）
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
に
関
す
る
国
内
的
実
施
に
つ
い
て
、
位
田
隆

一
「
ユ
ネ
ス
コ

『
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
宣
言
』
の
国
内
的
実
施
―
人
ク
ロ
ー
ン
個
体
の
産
出
禁
止
―
」

法
学
論
叢

一
四
六
巻
五

・
六
号

（二
〇
〇
〇
）
、
四
五
‐六
五
頁
。
人
ク
ロ
ー
ン
禁
止
を
目
的
と
し
た
条
約
の
締
結
の
試
み
は
挫
折
し
、
国
連
総
会
で
政
治
宣

言
を
採
択
し
て
終
わ
っ
た

（聟
①∽∽
”
①】ｏ”器
の
と
一ｏ
い
いＰ
と
い０ヽ
い
ま
湾
ａ
・
じ
。

（
３‐

）

∪
中∽
器

二

Ｒ

∪
”

〓

Ｒ
ｏ
ｏ

Ｏ
Ｑ

臼

Ｏ
ｏ
〓

ｏ
●
８

】
ｏ
３

８

）
も
賦

Ｐ

，

（三
重
大
学
助
教
授
）



ヨ
ー
ロ
ツ
パ
に
お
け
る
生
命
倫
理
法
制
の
枠
組

―
―
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
意
義
と
課
題
―
―

〈
共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開
―
―
比
較
法
的
考
察
―
１
／
Ⅶ
　
ョ
ー
ロ
ッ
パ
法
〉

は
じ
め
に

一　

条
約
の
起
草

１
　
制
定
過
程

２
　

「生
命
倫
理
に
関
す
る
指
導
委
員
会
」
の
役
割

一
一　
条
約
の
特
徴

１
　
構
造
面
か
ら
の
検
討

は

じ

め

に

い
ま
や
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る
技
術
の
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
は
顕
著
な
現
象
で
あ
る
。

共
同
研
究
・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二
・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

よ
り
進
化
し
た
技
術
の
確
立
や
そ
の
利
用
を
目

一
四
三

２
　
内
容
面
か
ら
の
検
討

〓
一　
条
約
に
対
す
る
評
価

１
　
意
義

２
　
課
題
　
　
　
　
　
・

お
わ
り
に

小
林
　
真
紀



¬

上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
四
四

指
し
て
、
人
と
技
術
が
国
境
を
越
え
て
規
制
の
よ
り
緩
や
か
な
地
域
に
流
れ
る
傾
向
が
著
し
い
。
た
と
え
ば
、
科
学
者
が
よ
り
自
由
な

研
究
環
境
を
求
め
て
胚
研
究
や
ク
ロ
ー
ン
技
術
の
利
用
に
対
し
て
寛
容
な
国
に
移
動
し
、
不
妊
の
カ
ッ
プ
ル
が
自
国
で
は
禁
止
さ
れ
て

い
る
代
理
母
を
利
用
す
る
た
め
に
そ
れ
を
容
認
し
て
い
る
国
や
地
域
に
渡

っ
て
子
ど
も
を
設
け
る
と
い
っ
た
こ
と
が
現
実
に
行
わ
れ
て

い
る
。
生
命
倫
理
に
関
し
て
は
こ
こ
数
年
法
整
備
の
必
要
性
が
各
国
で
認
識
さ
れ
て
お
り
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
国
を
中
心
と
し
て
国

内
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
様
々
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
た
結
果
、　
一
定
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
上
述
の
よ
う
に
生
命
倫
理
分
野

に
お
け
る
技
術
と
そ
の
利
用
は
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
伴
っ
て
生
じ
る
問
題
を
国
内
法
だ
け
で
完
全
に
対
処
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
生
命
倫
理
分
野
に
お
い
て
も
国
境
を
越
え
て
適
用
さ
れ
う
る
共
通
ル
ー
ル
の
設
定
は
避
け
て
通
れ
な
い

課
題
と
な
っ
て
い
る
。

他
方
、
生
命
倫
理
分
野
で
生
じ
て
い
る
各
種
の
問
題
は
、
各
国
の
歴
史

。
文
化

。
社
会
的
背
景
や
、
涼
教
観

・
価
値
観
の
違
い
と
密

接
に
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
れ
ら
の
問
題
に
対
す
る
具
体
的
な
解
決
策
に
つ
い
て
世
界
レ
ヴ
ェ
ル
で
直
ち
に

コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
叫
。
さ
ら
に
、
生
命
倫
理
と
い
う
各
国
の
技
術
水
準
お
ょ
び
議
論
の
状
況
が
千
差
万

別
で
あ
る
領
域
に
お
い
て
、
条
約
の
よ
う
な

一
定
の
法
的
拘
束
力
の
備
わ
っ
た
国
際
的
な
枠
組
を
性
急
に
設
定
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
各

国
の
見
解
の
相
違
が
正
面
か
ら
衝
突
し
立
ち
行
か
な
く
な
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
慮
す
れ
ば
、
生
命
倫
理
分
野
で
現
実
に

「国
境
を
越
え
て
」
生
じ
て
い
る
問
題
に
対
処
す
る
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
伝
統
的
な
手
法
か
ら
離
れ
、
新
し
い
枠
組
を
設
定
す
る
可
能
性
を
模
索
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る

の
が
、
国
際
的
な
視
野
に
立
ち
つ
つ
も
拘
束
力
の
有
無
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
形
の
ル
ー
ル
設
定
に
よ
っ
て
問
題
に
対
処
す
る
方
法

や
、
あ
る
程
度
共
通
し
た
歴
史
的

・
文
化
的
基
盤
を
有
す
る
地
域
に
限
定
し
て
ル
ー
ル
化
を
試
み
る
と
い
っ
た
手
法
で
あ
る
。
前
者
の



視
点
か
ら
は
、
子
不
ス
コ
の

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
の
存
在
が
指
摘
で
き
る
。
同
宣
言
に
は
法
的
拘
束
力
は
な

い
が
、
初
め
て
世
界
レ
ヴ
ェ
ル
で
成
立
し
た
国
際
生
命
倫
理
規
範
と
し
て

一
定
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
で
は
、
後
者
の
例
と
し
て
は

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
本
研
究
会
で
筆
者
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
、
こ
の
後
者
の
視
点

に
立
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
に
限
定
し
て
そ
こ
で
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
生
命
倫
理
法
制
の
現
状
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
に
あ

る
。
ョ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
歴
史
的
な
過
程
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教
的
倫
理
観
や
ロ
ー
マ
法
を
基
盤
と
す
る
法
概
念
な
ど
が
発
展
し
た
こ
と

か
ら
、
あ
る
程
度
の

「価
値
観
の
共
有
」
が
見
ら
れ
、
そ
れ
が
各
国
に
お
け
る
法
規
範
の
定
立
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
共
通
の
価
値
基
盤
を
有
す
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
実
際
の
試
み
か
ら
は
、
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る
、
国
境
を
越
え
た
ル
ー

ル
の
設
定
と
各
国
事
情
の
配
慮
の
必
要
性
と
い
う
、　
一
見
し
た
と
こ
ろ
相
反
す
る
二
つ
の
要
請
を
い
か
に
調
整
す
る
か
と
い
う
問
題
に

何
ら
か
の
解
答
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
ち
、
と
く
に
法
的
拘
束

力
を
有
す
る
条
約

（お
よ
び
そ
の
付
属
議
定
圭こ

と
い
う
形
で
共
通
ル
ー
ル
が
作
成
さ
れ
た
例
に
着
眼
し
ヽ
そ
の
特
徴
お
よ
び
課
題
に
つ

い
て
検
討
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
現
在
、
生
命
倫
理
分
野
で
は
唯

一
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
も
い
え
る

「生
物
学
お
よ
び
医
学
の
適
用
に
関
す
る
人
権
お
よ
び
人
間
の
尊
厳
の
保
護
の
た
め
の
条
約

¨
人
権
お
よ
び
生
物
医
学
に
関
す
る
条
約

（別
称

オ̈
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
こ

（以
下
、
本
稿
に
お
い
て
は
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
名
称
を
用
い
る
）
を
検
証
の
対
象
と
し
て
、
ョ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け

る
生
命
倫
理
法
制
の
枠
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
概
要
に
つ
い
て
は
す
で
に
邦
語
で
い
く
つ
か
紹
介
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
は
、
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
を
も
と
に
し
つ
つ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
視
点
か
ら
新
た
な
検
討
を
加
え
る
こ
と
で
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
に
認
め
ら
れ
る
意
義
と

課
題
に
つ
い
て
再
度
検
討
を
行
う
こ
と
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
第

一
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
制
定
過
程
を
概
観
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
四
五
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で
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る
共
通
ル
ー
ル
が
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
成
立
と

い
う
形
で
実
現
さ
れ
る
に
至

っ
た
過
程
を
明
ら
か
に
す
る

（
こ
。
次
に
、
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
成
立
し
た
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
特
徴
を
、
構
造
的
側
面
お
よ
び
内
容
的
側
面
と
い
う
二
つ
の

視
点
か
ら
分
析
す
る

（一
し
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
同
条
約
の
持

つ
意
義
と
課
題
に
つ
い
て
考
察
す
る

（一こ
。
最
後
に
、
こ
れ
ら
の
検
討

を
通
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う

一
定
の
地
域
に
お
い
て
生
命
倫
理
に
関
わ
る
共
通
ル
ー
ル
を
定
立
す
る
こ
と
が
有
す
る
意
味
に
つ
い

て
考
え
て
み
た
い
。

（１
）
た
と
え
ば
、
胎
児
の
法
的
地
位
を
巡
る
議
論
が
参
考
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
洪
恵
子
氏
の
担
当
部
分

（Ⅵ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（２
）
ユ
ネ
ス
コ
の

「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
位
田
教
授
に
よ
る
詳
細
な
研
究
が
あ
る
。
本
稿
で
は
と
り
わ
け
次
の
も
の
を

参
照
し
た
。
位
田
隆

一
「国
際
機
構
に
よ
る
国
際
生
命
倫
理
規
範
定
立
と
そ
の
実
効
性
確
保
―
モ
不
ス
コ
国
際
生
命
倫
理
委
員
会
の
場
合
―
」
安
藤
仁
介

・

中
村
道

・
位
田
隆

一
編

『
二

一
世
紀
の
国
際
機
構

¨
課
題
と
展
望
』
（東
信
堂
、
二
〇
〇
四
年
）

一
七
三
頁
以
下
、
同

「国
際
法
と
生
命
倫
理
―
国
際
生
命

倫
理
法
の
構
築
に
向
け
て
―
」
法
學
論
叢

一
五
六
巻
三

・
四
号

（二
〇
〇
五
年
）
六
五
頁
以
下
。

（３
）
た
と
え
ば
フ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
、
本
研
究
に
お
け
る
滝
沢
正
教
授
に
よ
る
個
別
報
告

（Ⅱ
）
参
照
の
こ
と
。

（４
）
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
呼
称
は
、
同
条
約
が
ス
ペ
イ
ン
の
オ
ヴ
ィ
エ
ド
で
署
名
さ
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
後
述
第

一
章
参
照
。

（５
）
な
お
、
本
稿
で
は
特
別
の
断
り
書
き
が
あ
る
場
合
を
除
い
て
単
に

「条
約
」
と
い
っ
た
場
合
に
は

「オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
」
を
さ
す
も
の
と
す
る
。

（６
）
勝
島
次
郎

「
ョ
ー
ロ
ッ
パ

『生
命
倫
理
』
条
約
」
外
国
の
立
法
二
〇
二
号

（
一
九
九
八
年
）

一
頁
―
六
頁
、
本
山
敦

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
国
連
」
総
合

研
究
開
発
機
構

・
川
井
健

（共
編
）
『生
命
科
学
の
発
展
と
法
　
生
命
倫
理
法
試
案
』
（有
斐
閣
、
二
〇
〇

一
年
）
二
三
〇
一貝
―
二
四
四
頁
、
総
合
研
究
開
発

機
構

（編
）

・
藤
川
忠
宏

（著
）
『生
殖
革
命
と
法
　
生
命
科
学
の
発
展
と
倫
理
』
（日
本
経
済
評
論
社
、
二
〇
〇
二
年
）

一
一
九
頁
―

〓

〓
一頁
　
な
ど
。



条
約
の
起
草

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
起
草

。
制
定
に
は
極
め
て
長
い
年
月
が
費
や
さ
れ
た
。
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
そ
も
そ
も
生
命
倫
理
と
い
う
分

野
は
と
り
わ
け
国
家
間
に
お
け
る
歴
史

・
文
化
的
背
景
や
宗
教
的
価
値
観
の
相
違
が
顕
著
な
領
域
で
あ
り
、
複
数
の
国
家
の
間
で
コ
ン

セ
ン
サ
ス
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
場
合
も
、
締
約
国
間
の
合
意
な
く
し
て
成
立
し
え
な
い
条
約
と
い
う
形
で
生

命
倫
理
分
野
で
の
共
通
ル
ー
ル
の
作
成
を
模
索
し
た
た
め
に
、
そ
の
作
業
に
は
予
想
通
り
相
当
の
時
間
と
労
力
が
投
じ
ら
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
と
く
に
条
約
の
制
定
を
遅
ら
せ
た
理
由
と
し
て
は
、
①
生
物
学
的
視
点
か
ら
の
利
益
と
個
人
の
利
益
の
衝
突
　
②
社
会
の
利

益
と
個
人
の
利
益
の
衝
突
　
③
科
学
技
術
の
進
歩
状
況
の
異
な
る
国
同
士
あ
る
い
は
法
整
備
状
況
の
異
な
る
国
同
士
の
利
益
の
衝
突
の

三
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
難
題
を
抱
え

つ
つ
も
、
条
約
は

一
〇
年
余
り
の
年
月
を
経
て
よ
う
や
く
成
立
す
る
に
至

っ

た
。１

　
制
定
過
程

条
約
の
起
草
の
き

っ
か
け
と
な
っ
た
点
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。
ま
ず
、
近
年
ま
す
ま
す
顕
著
に
な
り
つ
つ
あ
る
生
物

医
学
分
野
に
お
け
る
科
学
技
術
の
目
覚
し
い
発
展
で
あ
る
。
そ
れ
に
伴

っ
て
次
第
に
当
初
の
目
的
か
ら
外
れ
る
技
術
の
応
用
が
目
立
つ

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
こ
か
ら
、
新
た
に
提
起
さ
れ
た
問
題
、
と
り
わ
け
法
的
な
問
題
に
対
し
て
対
処
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
す
で
に
国
内
的

。
国
際
的
レ
ヴ
ェ
ル
で
取
り
組
み
は
な
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て

一
定
の
効
果
は
上
が
っ
て
い
る
。

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
四
七
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し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
の
大
半
は
領
域
的
に
限
ら
れ
た
も
の
が
多
く
、
統

一
性
と
い
う
点
か
ら
み
れ
ば
完
全
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
こ
の
分
野
に
お
け
る

一
定
の
調
和
を
図
る
と
い
う
目
的
で
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
起
草
が
試
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

具
体
的
な
条
約
起
草

の
き

っ
か
け
は

一
九
八
〇
年
代
後
半
ま
で
遡
る
。
こ
の
頃
よ
り
、
欧
州
評
議
会
諮
問
議
会

（冴
∽ｏ
日
げ
〓ぉ

８
●∽晏
”一いく↓

が
、
閣
僚
委
員
会
に
対
し
て
生
命
倫
理
に
関
す
る
共
通
の
認
識
を
確
立
で
き
る
よ
う
各
加
盟
国
に
働
き
か
け
を
す
る
こ
と

を
要
請
す
る
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
、　
一
九
九
〇
年
六
月
七
日
に
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
第

一
七
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
司
法
相
会

議
に
お
い
て
生
命
倫
理
に
関
す
る
決
議
三
号
が
採
択
さ
れ
た
。
同
決
議
は

「医
学
的
進
歩
に
関
す
る
特
別
専
門
家
委
員
会

（９
日
薇

巴

ぎ
ｏ
Ｑ
．①ｘｏ
①〓
∽
旨
【
】諄
ぃｏは，
いｏこ

」
（以
下
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
と
略
す
）
に
対
し
て
枠
組
条
約
の
起
草
の
可
能
性
を
探
る
任
務
を
託
す
よ
う
閣
僚
委
員

会
に
勧
告
し
た
。
続
い
て

一
九
九

一
年
六
月
二
八
日
に
議
員
会
議

（冴
∽ｏ日
σ
齋

電
【一ｏヨ
①５一斗
↓

が
勧
告

一
一
六
〇
号
を
採
択
し
、
閣
僚

委
員
会
に
対
し
て
枠
組
条
約
の
起
草
を
行
う
こ
と
を
勧
告
す
る
。
同
年
九
月
に
は
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
に
対
し
て
条
約
起
草
の
任
務
が
与
え
ら

れ
、　
一
九
九
二
年
三
月
に
は
草
案
起
草
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
。　
一
九
九
四
年
に
こ

の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
発
表
し
た
草
案
が
、
議
員
会
議

へ
の
諮
問
に
付
さ
れ
、　
一
九
九
六
年
六
月
に
最
終
草
案
が
出
さ
れ
た
。
こ

れ
が
同
年

一
一
月

一
九
日
に
閣
僚
委
員
会
に
よ

っ
て
採
択
さ
れ
、　
一
九
九
七
年
四
月
四
日
に
オ
ヴ
ィ
エ
ド

（ス
ペ
イ
と

に
て
公
布
さ
れ

る
に
至

っ
た
。
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
と
い
う
呼
称
は
、
こ
の
地
名
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。　
一
九
九
九
年

一
二
月

一
日
に
、
条
約
発
効

の
条
件
で
あ
る
、
欧
州
評
議
会
の
加
盟
国
四
カ
国
を
含
む
五
カ
国
で
批
准
が
行
わ
れ
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
正
式
に
効
力
を
発
す
る
こ

と
に
な

っ
た
。
現
在
、
三
二
カ
国
が
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
に
署
名
し
、
う
ち

一
九
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
。



２

　

「生
命
倫
理
に
関
す
る
指
導
委
員
会
」

の
役
割

オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
起
草
過
程
の
中
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
が
、
「生
命
倫
理
に
関
す
る
指
導
委
員
会

（９
口
誡
キ
ー
①ョ
Ｏｏ颯

ご
匡
ｏは旨
０嘔１

以
下
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
と
略
す
こ

で
あ
る
。
同
委
員
会
の
原
型
は
、　
一
九
八
三
年
に
設
置
さ
れ
た

「
ヒ
ト
の
遺
伝
学
上
の
倫
理

的

。
法
的
問
題
に
関
す
る
特
別
専
門
家
委
員
会

（Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｇ
Ｅ
と

ま
で
遡
る
。
こ
の
委
員
会
が
、　
一
九
八
五
年
に
Ｃ
Ａ
Ｈ
Ｂ
Ｉ
に
変
更

さ
れ
、
さ
ら
に
そ
れ
が
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
現
在
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
は
、
閣
僚
委
員
会
の
も
と
で
そ
の
活
動
を
継
続
し
て
い

■０
。Ｃ

Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
構
成
は
、
そ
の
国
際
的

。
学
際
的
性
質
に
よ
っ
て
特
徴
付
け
ら
れ
る
。
第

一
に
、
欧
州
評
議
会
の
全
て
の
加
盟
国
が
Ｃ

Ｄ
Ｂ
Ｉ
へ
代
表
者
を
送
り
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
代
表
者
は
、
生
物
学
者
、
医
学
者
、
法
学
者
、
倫
理

・
人
権
問
題
の
専
門

家
な
ど
か
ら
選
ば
れ
る
。
ま
た
、
議
員
会
議
や
Ｅ
Ｃ
か
ら
も
代
表
者
が
派
遣
さ
れ
る
。
他
方
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
の
地
位
に
と
ど

ま
る
と
は
い
え
、
い
く
つ
か
の
欧
州
評
議
会
非
加
盟
国
や
、
子
不
ス
コ
、
経
済
開
発
協
力
機
構

（ｏ
Ｅ
ｃ
Ｄ
）
ゃ
世
界
保
健
機
関

（Ｗ
Ｈ

Ｏ
）
な
ど
他
の
国
際
機
関
も
委
員
会
に
参
加
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
委
員
会
の
構
成
の
面
か
ら
見
る
と
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
は
生
命
倫
理
に
か

か
わ
る
問
題
を
分
野
横
断
的
か
つ
国
際
的
な
視
点
か
ら
議
論
じ
う
る
場
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う
点
に
お
い
て
評
価
に
値
す
る
と
い
え

よヽ
ｎゝノ。

Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
主
た
る
任
務
は
、
第

一
に
、
生
物
医
学
分
野
で
の
科
学
技
術
の
進
歩
に
伴
っ
て
生
じ
て
い
る
法
的
、
倫
理
的
問
題
の
調

査

。
分
析
を
行
う
こ
と
、
第
二
に
、
こ
れ
ら
の
分
野
に
お
け
る
加
盟
国
間
に
共
通
な
政
策
を
打
ち
立
て
る
こ
と
、
第
三
に
、
複
数
の
領

域
に
ま
た
が
る
計
画
の
実
施
に
向
け
て
他
の
指
導
委
員
会

・
特
別
委
員
会
と
協
働
す
る
こ
と
で
あ
る
。
と
り
ゎ
け
、
第
二
の
使
命
に
関

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
四
九
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し
て
は
、
個
別
分
野
ご
と
に
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
、
よ
り
特
化
さ
れ
た
問
題
に
つ
い
て
情
報
の
収
集

・
提
供
、
分
析
お

よ
び
助
言
な
ど
を
行
う
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
ヒ
ト
胚

・
胎
児
、
人
の
遺
伝
子
、
精
神
医
学
、
異
種
移
植
な
ど
に

関
し
て
そ
れ
ぞ
れ
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
活
動
を
行

っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
ヒ
ト
胚

・
胎
児
の
保
護
お
よ
び
人
の
遺
伝
子
に
関
し

て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
が
当
該
分
野
で
生
じ
て
い
る
倫
理
的

・
法
的
問
題
に
対
す
る

一
定
の
ル
ー
ル
の
創
設
を
、

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
付
属
議
定
書
と
い
う
形
で
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
お
り
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
そ
れ
自

体
の
改
正
も
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
が
中
心
と
な

っ
て
検
討
を
行
う
べ
き
事
項
で
あ
る
旨
が
条
約
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
７

）

〓
Ｑ
】α
・
①
の
，
留

お
ざ

〓
ｐ

《
「
ａ

部

ユ

”
”ざ

●

”
０
い
や

”
お

Ｑ
Φ
ご

Ｏ
ｏ
●
く
ｏ
コ

ざ

●

〓

２

口

０
８

【お

Ｏ
①
】
Ｆ̈
ｏ
日

Ｂ

①
３

ご

匡

ｏ
８

い
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｆ

ｏ
ｙ

い
ヽ
オ

い
い
ｏ
ｏ
８

暉

①

い
０
０
Ｐ

●
。
い
い
ド

や
ゃ

（
８

）

〓

】３

ュ

”
Ｑ
】留

零

『
ス

Ｆ

お
【
”
３

８

∽
８

【
日

〓

６

∽
ｑ

「
ｏ
３

ｏ
「
３

口

σ
δ

日

＆

一０
”
Ｐａ

二

”
８

房

ョ

一３

８

８

Ｆ

８

２

８

一】８

Ｑ
）ｏ

く
い＆

ｏ

ｙ

き

｝

”

∪
ε

「
営

（
Ｂ

じ

）
お

ミ

ヽ
ヽ
ヨ
ο
コ
ミ
に
』
ヽ
い
ヽ
い

Ｓヽ

ヽ
ヽ
い
ヽ
ヽ
ヽ
も
ヽ
ヽ
い
ヽヽ
ミ
は
ヽ
いヽ
ヽ
ヽヽ

）
り
“
σ
〓
０
”
二
〇
●
∽
Ｑ
①
】”
∽
Ｏ
〔
σ
Ｏ
●
●
〇
）
い
〇
〇
い

）
ｏ
・【
９
「
〇
一
∽
・
〕
Ｈ″
〇
げ
０
い
一〇
＞
●
Ｑ
Ｏ
［
●
ｏ
〕
《
】Γ
”
（０
０
い
く
ｏ
●
●
〇
う
０
パ
υ
く
一Φ
Ｏ
〇

一一
く
の
い
∽
“
●

（Ｆ
Ｏ
〓
ｏ
Ｏ
』
巳
日
●
●
Ｏ
Ｃ
『
０
０
０
①
目
ヽ
Φ
】”
げ
】〇
一
絆Ｆ
】０
“
０
》
´
、ヽ
ｒ
”
Ｃ
』
ｏ
Ｄ
ｏ
ｏ
ｂ
』
０
“
Ｘ
‐
”
”
ｏ
Ｌ
ｏ
（Ｑ
守
し
ψ
”

もヽ
へ
卜ヽ
Ｓヽ
ミ
い

い
もヽ
ヽ
Ｓ

Ｓヽ
ミ
ヽ
´

”
う
】
К
ｒ
５
，
い
〇
〇
い

。
ｏ
・「
い
①
一
ｒ

（
９

）

”
ｇ

Ｏ
ｏ
〓

ｏ
※
０
】【８

一Ｌ

旨

■

”
ｏ
ｏ
い
く
８

４一ｏ
●
も
ｏ
〓

す

「

ｏ
一８

一ぃｏ
う
０
男

∪
８

訂

Ｏ
①
】。国
ｏ
日
日
①
ュ

Ｑ
①
ご

ε
∞
い
いま

Ｏ
①
】）０
嗜
①
〓
“
日
”
Ｆ

ツ
〓
．ρ

曜
Ｑ
Ｑ
ａ

Ｓ

も
Ｆ一ｏ
営
一ｏ
調

Ｑ
ｏ
Ｆ

げ
【〇【〇
∞
【①
ユ
Ｏ
①
ｒ
ヨ
ＱＱ
ｏＳ
●
①
一
〇
ｏ●
くｏ●
〔一ｏ
●
∽“【
お
∽
∪
『ｏ
いオ
Ｏ①
一）工
ｏヨ
ヨ
Φ
９
Ｆ
げ
一ｏ
ヨ
ＱＯ
①３
●ｐ
∽
弓
口
い
。いいヽ

（Ｆ
ご
ミ̈
ｏｏ
いく
ｏい一́
ＯＰ
Ｏｏ
ｏ
・【い０崎
喘①営
てヽ
■
″
０も
ｏ
二
ヽ

〓
一８
】≧
ぃ，
〓
日
ｙ
ゆ
∵
ｏＰ

（１０
）
二
〇
〇
五
年
二
月
二

一
日
現
在
。

（Ｈ
）
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、
欧
州
評
議
会
の
加
盟
国
の
み
な
ら
ず
、
非
加
盟
国

（オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、
ヴ
ァ
チ
カ

ン
市
国
）
お
よ
び
Ｅ
Ｃ

（Ｅ
Ｕ
）
に
も
参
加
の
道
が
開
か
れ
て
い
る

（但
し
、
こ
れ
ら
の
非
加
盟
国
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
調
印

。
批

准
を
行
っ
た
と
こ
ろ
は
な
い
）
。

（‐２
）
と
り
わ
け

”
α】”混
Ｒ
は

「生
命
倫
理
に
関
す
る
指
導
委
員
会
」
の
成
果
を
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
。
Ｓ

〓
・”
Ｑ】留
鷺
【も
■は３
Ｑ
８
８
（″

甲
ョ
■
９



（‐３
）
〓
・”
ヽ
””
”
Ｑ
】ヽ
は
。」ａ
、
９
ｏ
翁
ン
や
いい
ド

（‐４
）
現
時
点
で
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ヴ
ァ
チ
カ
ン
市
国
、

（‐５
）
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
三
二
条
四
項
に
よ
れ
ば
、
発
効
か
ら
五
年
以
内

但
し
、
今
の
と
こ
ろ
ま
だ
改
正
の
手
続
き
に
は
入
っ
て
い
な
い
。

イ
ス
ラ
エ
ル
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
参
加
を
認
め
ら
れ
て
い
る
。

（し
た
が
っ
て
二
〇
〇
四
年

一
一
月
ま
で
）
に
見
直
さ
れ
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い
る
。

一
一　
条
約
の
特
徴

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、
前
文
お
よ
び

一
四
の
章
か
ら
成
り
、
全
部
で
三
八
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
同
条
約
の
特

徴
に
つ
い
て
、
そ
の
構
造
と
内
容
の
面
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
行
う
。

１
　
構
造
面
か
ら
の
検
討

オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
、
ョ

般
的
な
指
針
や
基
本
原
則
だ
け
を
定
め
、
そ
の
細
目
の
基
準
や
手
続
は
議
定
書
で
定
め
て
随
時
そ
の
内

容
を
再
検
討
す
る
方
式
」
で
あ
る
枠
組
み
条
約
の
形
式
を
と

つ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
条
約
は
あ
く
ま
で
生
物
学
的

。
医
学
的
行

為
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
諸
原
理
を
定
め
る
に
と
ど
ま
り
、
よ
り
特
化
し
た
分
野
で
適
用
さ
れ
る
ル
ー
ル
は
、
条
約
が
謳
う
諸
原

理
の
延
長
線
上
で
議
定
書
が
規
律
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る

（同
条
約
二
一
条
）。
枠
組
み
条
約
の
形
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
物

（
‐７
）
（
‐８
）

学

・
医
学
分
野
の
日
進
月
歩
の
科
学
技
術
の
発
展
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
法
の

「現
代
化
」
が
可
能
と
な
る
。
実

際
に
、
技
術
革
新
が
著
し
い
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
、
臓
器
移
植
、
生
物
医
学
的
研
究
に
関
し
て
は
そ
れ
ぞ
れ
議
定
書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
五

一
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二

こ
の
よ
う
に
、
議
定
書
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
性
格
を
持
つ
と
い
う
点
に
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
特
徴
が
あ
る
と
い
え
る
が
、
反
対
に

こ
の
こ
と
は
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
実
効
性
に
関
し
て
疑
間
を
投
げ
か
け
る
要
因
に
も
な
り
う
る
。
す
な
わ
ち
、
枠
組
み
条
約
と
い
う
性

質
ゆ
え
に
、
内
容
的
に
平
凡
な
規
定
が
列
挙
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
現
実
に
生
じ
て
い
る
取
り
扱
い
の
難
し
い
ケ
ー
ス
に
対
し
て
な

ん
ら
効
果
的
な
解
決
策
を
も
た
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
間
で
あ
る
。

こ
の
問
題
に
対
す
る
解
答
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
二
つ
の

「連
携
」
の
作
業
の
存
在
が
条
約
の
実
効
性
の
担
保
に
寄
与
し
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第

一
に
、
締
約
国
の
国
内
法
と
の
連
携
で
あ
る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
で
は
、
各
締
約
国
に
対
し
て
同
条
約
が
認
め
る
諸
権
利
の
実
質

的
保
障
の
任
務
を
担
う
べ
き
義
務
が
課
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
各
締
約
国
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
で
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
実
施

に
必
要
な
法
整
備
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
締
約
国
の
国
内
法
に
よ
る
補
完
が
条
約
上
前
提
と
な

っ
て
い
る

貧
条
後
段
）。
ま
た
締
約
国
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
が
保
障
す
る
諸
権
利
へ
の
侵
害
を
防
止
ま
た
は
抑
止
す
る
た
め
に
、
国
内
法
で
裁
判

に
よ
る
適
切
な
保
護
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（三
二
条
）。
さ
ら
に
締
約
国
は
、
条
約
違
反
に
あ
た
る
行
為
に
対
す
る
制
裁
措
置

を
規
律
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る

（一
一五
条
）。

一
条
後
段
が
謳
う
国
内
法
に
よ
る
補
完
の
具
体
的
な
実
施
に
つ
い
て
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
解
説
報
告
書

↑
”ｏも８

９
づ】いｏ”３

が

次
の
二
つ
の
態
様
を
指
摘
し
て
い
る
。
第

一
の
方
法
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
を
国
内
法
秩
序
に
受
容
す
る
た
め
の
転
換
措
置
を

と
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
中
で
も
よ
り

一
般
的
な
原
理
を
謳
っ
て
い
る
条
項
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
第
二
の
手
段
は
、
国
内
法
に
よ
っ
て
条
約
の
規
定
に
直
接
適
用
性
を
認
め
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る

「自
動
的
執
行
力
」

の
あ
る
規
定
の
適
用
で
あ
る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
の
う
ち

「私
人
の
権
利
義
務
が
明
白
、
確
定
的
、
完
全
か
つ
詳
細
に
定
め
ら

」



れ
て
」
い
る
条
項
に
つ
い
て
は
、
自
動
的
執
行
力
の
あ
る
規
定
と
し
て
国
内
法
秩
序
で
そ
の
ま
ま
の
形
で
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
可
能
で

あ
る
。
た
と
え
ば
解
説
報
告
書
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
中
で
自
動
的
執
行
力
が
認
め
ら
れ
る
規
定
と
し
て
個
人
的
諸
権
利

（Ｑュ
雰

〓
ＱいくいＯｃｏｒＣ

に
関
す
る
諸
条
項
を
挙
げ
て
い
る
。
具
体
的
に
条
約
の
ど
の
規
定
に
自
動
的
執
行
力
が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
議
論
の
余
地
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
最
終
的
に
は
そ
の
判
断
は
締
約
国
の
裁
判
所
あ
る
い
は
権
限
あ
る
当
局
に
委
ね

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
転
換
措
置
を
必
要
と
す
る
に
せ
よ
、
自
動
執
行
力
を
認
め
ら
れ
る
に
せ
よ
、
い
ず
れ
の
形
態
を

と
つ
て
も
そ
れ
に
よ
っ
て
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
実
効
性
が
高
ま
る
と
い
う
点
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

第
二
の
連
携
の
形
態
と
し
て
は
、
欧
州
人
権
条
約
と
の
関
係
が
挙
げ
ら
れ
る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、
欧
州
人
権
条
約
の
よ
う
な
、

条
約
上
保
障
さ
れ
て
い
る
権
利
に
対
す
る
侵
害
が
あ
っ
た
場
合
に
、
私
人
が
直
接
人
権
裁
判
所
に
訴
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
構
造

を
と
つ
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
条
約
の
保
障
が
実
際
に
ど
の
程
度
確
保
さ
れ
う
る
か
と
い
う
点
か
ら
は
、
人
権
条
約
の
場
合
と
同

等
の
確
実
な
効
果
を
期
待
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
と
人
権
条
約
の
間
で
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

ま
ず
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
二
九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
締
約
国
の
政
府
お
よ
び
締
約
国
の
代
表
者
か
ら
な
る
委
員
会

（Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
）
は
、

宣
（体
的
に
提
起
さ
れ
て
い
る
訴
訟
と
は
別
に
）
条
約
の
解
釈
に
関
わ
る
法
的
問
題
に
つ
い
て
人
権
裁
判
所
に
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
際
に
下
さ
れ
る
人
権
裁
判
所
の
判
断
は
諮
問
に
対
す
る
意
見
に
す
ぎ
な
い
の
で
拘
束
力
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、

こ
の
二
九
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、
人
権
裁
判
所
が
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
実
効
的
な
適
用
に
関
わ
り
う
る
可
能
性
が
想
定
さ
れ
て
い
る
点

は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。
と
く
に
、
近
年
、
人
権
裁
判
所
の
判
決
が
締
約
国
の
立
法
や
国
内
裁
判
所
の
判
決
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
た
と
え
拘
束
力
は
な
い
と
し
て
も
人
権
裁
判
所
の
介
入
の
余
地
を
残
し
た
こ
と
の
も
つ
意
義
は
大
き
い
で

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕
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五
三
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あ
ろ
う
。
但
し
、
こ
の
よ
う
な
制
度
を
設
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
評
価
し
つ
つ
も
、
意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
当
事
者
が
締
約
国

の
政
府
お
よ
び
委
員
会
に
限
定
さ
れ
、
締
約
国
の
国
内
裁
判
所
は
含
ま
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
問
題
を
指
摘
す
る
見
解
も
あ
る
。
条

約
の
規
定
の
画

一
的
適
用
と
い
う
視
点
か
ら
見
れ
ば
、
締
約
国
の
国
内
裁
判
所
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
リ
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
解
釈

を
求
め
う
る
し
く
み
が
設
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
議
論
の
対
象
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
二
九
条
の
規
定
で
は
人
権
裁
判
所
に
直
接
個
人
が
訴
え
出
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
侵
害
さ
れ
た
権
利
が
オ
ヴ
ィ
ェ

ド
条
約
の
み
な
ら
ず
人
権
条
約
上
も
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
然
人
権
裁
判
所
に
提
訴
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

そ
の
際
、
人
権
裁
判
所
が
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
に
つ
い
て
解
釈
を
行
う
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が

っ
て
、
た
と
え
ば

私
生
活
の
尊
重
に
対
す
る
権
利
を
定
め
る
人
権
条
約
八
条
に
か
か
わ
る
事
案
の
中
で
、
同
様
の
権
利
を
保
障
す
る
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約

一

ｏ
条

一
項
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
人
権
裁
判
所
の
見
解
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。

実
際
、
最
近
の
人
権
裁
判
所
の
判
例
の
中
で
は
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
が
援
用
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な．
い
。
た
と
え
ば
、
９
”
口
対
イ

ギ
リ
ス
事
件
判
決
で
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
複
数
の
規
定
が
判
決
の
中
で
援
用
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
事
案
の
中
で
問
題
と
さ
れ

た
イ
ギ
リ
ス
の
国
内
法
の
規
定
お
よ
び
医
師
の
行
為
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
際
に
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
が
援
用
さ
れ
、
こ
れ
を
基

準
に
係
争
中
の
行
為
が

一
定
の
要
件
を
満
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
断
さ
れ
た
点
は
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
、
く
ｏ
対
フ
ラ
ン
ス

事
件
判
決
か
ら
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
準
拠
規
範
と
し
て
の
重
要
性
が
よ
り
高
ま

っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
同
判
決
は
、
誤

っ
て
胎
児
を
中
絶
し
た
医
師
に
対
し
て
過
失
致
死
罪
の
適
用
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
争
わ
れ
た
事
業
で
あ
る
。
事
案
の
性
質
上
、

胚
の
法
的
地
位
に
関
す
る
議
論
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
人
権
裁
判
所
は
、
胚
が
欧
州
人
権
条
約
二
条
に
よ

っ
て
保
障
さ
れ
て
い
る

「生
命

に
対
す
る
権
利
」
を
享
受
し
う
る
対
象
か
否
か
と
い
う
問
題
を
取
り
上
げ
た
際
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
お
よ
び
そ
の
付
属
議
定
書
に
言

―

―

二



及
し
て
い
る
。
ま
ず
判
決
の
中
で
人
権
裁
判
所
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
が
人

（ｕ男
ｏｏこ

と
い
う
用
語
の
定
義
を
控
え
て
い
る
理
由
と

し
て
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
解
説
報
告
書
に
お
け
る
説
明
を
援
用
し
、
定
義
に
つ
い
て
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
な
い
た
め
に
、
同
条
約
の

適
用
の
効
果
に
つ
い
て
適
切
な
詳
細
規
定
を
定
め
る
べ
き
役
割
は
国
内
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
ク

ロ
ー
ン
禁
止
を
定
め
る
付
属
議
定
書
お
よ
び
生
物
医
学
研
究
に
関
す
る
議
定
書
草
案

（当
時
）
も
人
間

（翠
①
ヨ
日
”こ

の
概
念
を
定
義

し
て
い
な
い
こ
と
も
付
言
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
二
九
条
の
規
定
に
言
及
し
、
同
条
の
手
続
に
し
た
が
い
オ
ヴ
イ
エ

ド
条
約
の
解
釈
に
つ
い
て
人
権
裁
判
所
に
意
見

（”諄
）
を
求
め
る
う
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
明
言
し
て
い
る
。
結
果
的
に
人
権
裁
判
所

は
、
「生
ま
れ
る
子
が

（人
権
）
条
約
二
条
が
い
う

《人

０
３
ｏ●こ

》
に
当
た
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
に
解
答
す
る
こ
と
は
望
ま
し

い
こ
と
で
は
な
く
、
ま
た
現
段
階
で
不
可
能
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
し
か
し
判
決
の
中
で
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
と

関
連
の
あ
る
事
案
が
付
託
さ
れ
た
場
合
に
は
人
権
裁
判
所
は
同
条
約
の
規
定
を
解
釈
し
援
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
し
て
否
定
的
で
は

な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
判
決
文
か
ら
は
、
人
権
裁
判
所
が
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
解
釈
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
た
二
九
条
の
仕
組
み
を
、
人
権
裁
判
所
自
ら
が
積
極
的
に
評
価
し
て
い
る
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
し
た
が

つ
て
、
今
後
こ
の
よ
う
な
人
権
裁
判
所
と
の
連
携
に
よ
っ
て
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
内
容
が
補
完
さ
れ
る
可
能
性
は
大
き
い
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、　
一
方
で
締
約
国
の
国
内
法
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
、
他
方
で
人
権
裁
判
所
と
の
連
携
を
強
め
る
こ
と
で
解
釈
の
面
で
補

足
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
条
約
と
し
て
の
目
的
は
果
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
確
か
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約

の
規
定
の
中
に
は
詳
細
さ
に
欠
け
る
も
の
が
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
そ
も
そ
も
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
目
的
は
、
大
多

数
の
国
に
よ
つ
て
同
意
さ
れ
る
よ
う
な
基
本
的
原
理
を
明
文
で
確
認
す
る
こ
と
で
、
よ
り
困
難
な
問
題
に
対
す
る
解
決
策
の
探
求
に
繋

げ
る
こ
と
に
あ
る
と
理
解
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
同
条
約
が
個
々
の
具
体
的
ケ
ー
ス
や
、
国
に
よ
っ
て
微
妙
な
扱
い
に
な
っ
て
い
る
問
題

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開
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・
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）
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に
具
体
的
な
解
決
策
を
付
与
し
て
い
な
い
と
い
う
点
を
も
つ
て
、
直
ち
に
規
範
と
し
て
の
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
と
結
論
付
け
る
の

は
短
絡
的
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

２
　
内
容
面
か
ら
の
検
討

三
八
の
条
文
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、
条
約
と
し
て
は
そ
れ
ほ
ど
長
い
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
内
容
の
面

か
ら
見
れ
ば
、
条
約
の
規
定
が
関
わ
る
分
野
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お
り
決
し
て
軽
視
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。
三
八
の
条
文
を
大
別
す

る
と
、
コ

般
規
定
」
（第
二
量
、
「同
意
」
（第
一
一二こ

お
よ
び

「私
生
活
お
よ
び
情
報
に
対
す
る
権
利
」
（第
一一一二こ

に
つ
い
て
定
め
る

い
わ
ば
総
論
部
分
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム

（第
四
立こ
、
生
物
医
学
研
究

（第
五
立量
、
臓
器
移
植

（第
六
章
）
お
よ
び
人
体
の
利
用

（第
七
立曇

と

い
っ
た
特
定
の
事
項
に
つ
い
て
個
別
の
規
定
を
お
く
各
論
部
分
、
お
よ
び
そ
の
他
条
約
の
執
行
手
続
に
関
す
る
諸
規
定

（第
八
章
以
下
）

を
お
く
部
分
に
分
か
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
条
約
の
基
本
理
念
を
確
認
し
た
う
え
で
、
具
体
的
な
条
約
の
規
定
を
総
論
的
お
よ

び
各
論
的
視
点
か
ら
分
類
し
て
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（１
）
基
本
理
念

タ
イ
ト
ル
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
生
物
医
学
分
野
に
お
け
る

「人
権
」
お
よ
び

「人
間
の
尊
厳
」
の

擁
護
を
そ
の
究
極
的
な
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
よ
り
具
体
的
に
は
、　
一
条
の
中
で
、
人
間
の

「尊
厳

（Ｑ一”肇
↓
」
、
「
同

一
性

含
ａ①・Ｌこ
」
お
よ
び

「完
全
性

（ヨ
α■
５
」
が
実
際
に
行
わ
れ
て
い
る
生
物
学
的

・
医
学
的
行
為
の
中
で
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
目
標
と

す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
が

「人
間
の
尊
厳
」
の
保
障
が
明
文
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
で
は

‐‐二



タ
イ
ト
ル
そ
の
も
の
の
中
で

「尊
厳
」
と
い
う
言
葉
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
近
年
、
国
際
法

。
国
内
法
を
問
わ
ず
、
人
間
の
尊
厳
を
明

文
の
規
定
に
取
り
入
れ
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
タ
イ
ト
ル
自
体
に

「尊
厳
」
の
擁
護
が
直
接
謳
わ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
考
慮
す
る
と
、
タ
イ
ト
ル
の
中
に

「人
間
の
尊
厳
」
を
明
記
し
、
条
約
が

「人
間
の
尊
厳
」
の

擁
護
を
全
面
的
に
担

っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
点
は
注
目
に
値
す
る
。
ま
た
、
条
約
の
前
文
で
も
、
生
物

学

・
医
学
に
お
け
る
不
適
切
な
技
術
の
実
施
に
よ
っ
て
人
間
の
尊
厳
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
尊
厳
を
保
障
す
べ
き
重
要
性
が

あ
る
こ
と
が
謳
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
が

「人
間
の
尊
厳
」
の
擁
護
を
基
本
的
な
柱
と
し
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

他
方
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
中
に

「尊
厳
」
と
い
う
用
語
に
つ
い
て
の
明
確
な
定
義
が
な
い
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

具
体
的
に
こ
の
条
約
が

「尊
厳
」
と
い
う
概
念
の
中
の
ど
の
よ
う
な
要
素
を
重
視
し
て
い
る
の
か
は
明
示
的
で
は
な
い
。
但
し
、
こ
の

点
に
つ
い
て
は

「尊
厳
」
と
い
う
言
葉
自
体
多
義
的
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ず
、
さ
ら
に
条
約
と
い
う
多
国
間
に
お
け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス

を
基
盤
と
す
る
ル
ー
ル
作
り
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
「尊
厳
」
と
い
う
用
語
に

一
つ
の
定
義
を
付
与
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近

く
、
定
義
が
な
い
こ
と
そ
の
も
の
が
必
ず
し
も
非
難
さ
れ
る
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「人
」
の
概
念
と
同
様
、
国
に

よ
っ
て
あ
る
い
は
時
代
に
よ
つ
て

「尊
厳
」
の
概
念
の
定
義
は
異
な
り
う
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
定
義
そ
の
も
の
を
し
な
い
と
い
う
選

択
は
決
し
て
全
面
的
に
非
難
さ
れ
る
べ
き
点
で
は
な
い
。

む
し
ろ
重
要
な
の
は
、
条
約
を
内
容
的
な
側
面
か
ら
見
た
と
き
に
、
実
際
に
条
文
の
規
定
の
中
で
人
間
の
尊
厳
の
擁
護
に
関
わ
る
規

定
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て

「尊
厳
」
の
擁
護
は
次
の
よ
う
な
形
で
条
約
の
中
で
具
現
化
さ
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
、
人
の
優
位
性
の
保
障
で
あ
る

（二
条
）。
具
体
的
に
は
、
社
会
的
あ
る
い
は
科
学
的
利
益
と
の
衝
突
が
生
じ
た

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
五
七
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一
五
八

場
合
に
は
、
人
間
は
そ
れ
ら
に
優
位
し
常
に
優
先
的
に
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
二
条
は
、
そ
れ
が

一

般
規
定
と
称
さ
れ
る
第

一
章
に
お
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
特
定
の
分
野
に
限
定
し
て
適
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

条
約
が
扱
う
分
野
全
体
に
お
い
て
尊
重
す
べ
き
規
範
と
し
て
条
約
の
根
幹
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
同
条
に
は

「尊
厳
」

の
用
語
は
登
場
し
な
い
。
し
か
し
、
解
説
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
「人
権
お
よ
び
人
間
の
尊
厳
の
保
障
を
目
的
と
す
る
」
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条

約
は
、
そ
の
全
体
に
お
い
て
二
条
が
定
め
る
人
の
優
位
性
の
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
裏
返
せ
ば
、
オ
ヴ
ィ

エ
ド
条
約
の
中
で
は
、
人
の
優
位
性
の
原
理
が
人
間
の
尊
厳
の
保
障
を
実
現
す
る
た
め
に
不
可
欠
な
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
と
い
え
紳
。
さ
ら
に
、
こ
の
人
の
優
位
性
の
原
理
は
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
中
の
み
で
重
視
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
付
属
議
定
書
で

も
基
本
的
理
念
と
し
て
再
確
認
さ
れ
て
い
る
点
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
「人
間
の
尊
厳
」
の
原
理
に
関
わ
る
規
定
と
し
て
は
、
第
七
章
に
規
定
さ
れ
て
い
る
利
益
享
受
の
禁
止
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第

七
章
に
お
か
れ
て
い
る
二
つ
の
規
定
に
よ
り
、
人
体
お
よ
び
そ
の
部
分
か
ら
何
ら
か
の
利
益
を
得
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
人
体
お
よ
び
そ
の

一
部
の
商
品
化
を
認
め
な
い
と
す
る
条
約
の
姿
勢
は
、
「前
文
お
よ
び

一
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
人
間
の
尊
厳
の

原
理
の
適
用
」
の
最
も
具
体
的
な
現
れ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
二

一
条
が
人
体
お
よ
び
そ
の

一
部
が
利
益
を
得
る
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
人
の
臓

器
や
組
織
な
ど
を
、
金
銭
的
対
価
を
得
て
行
わ
れ
る
取
引
の
対
象
と
す
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
人
の
臓
器
や
組
織
な

ど
の
提
供
は
無
償
性
の
原
則
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
生
活
の
た
め
に
臓
器
を
売
る
と
い
っ
た

取
引
が
、
国
境
を
越
え
た
形
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
こ
と
も
そ
の
ね
ら
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
起
草
当
初
は
、
同
条
の
冒
頭
に

は

「人
体
の
尊
厳
は
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る

一
文
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
審
議
の
過
程
に
お
い
て
こ



の
よ
う
な
規
定
の
規
範
的
な
性
格
に
つ
い
て
疑
間
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
議
論
の
結
果
削
除
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
確
か
に
、
「人
間
の
」

尊
厳
で
は
な
く
、
「人
体
の
」
尊
厳
と
い
う
表
現
が
適
当
か
ど
う
か
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
条
約
の
い
わ
ば
総

則
部
分
に
基
本
理
念
と
し
て
掲
げ
る
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
個
別
規
定
の
な
か
に
お
く
べ
き
規
定
な
の
か
と
い
う
点
か
ら
も
批
判

は
あ
り
え
よ
う
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の

一
文
が
最
終
的
に
削
除
さ
れ
た
こ
と
は
妥
当
な
判
断
で
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
「人
体
の

尊
厳
」
と
い
う
表
現
自
体
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
二

一
条
の
起
草
の
背
景
に
、
人
間
の
尊
厳
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
人
体
の

尊
重
を
徹
底
す
べ
き
で
あ
る
と
の
考
え
が
あ
つ
た
こ
と
ま
で
も
が
否
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
条
約
の
前
文
に
示
さ
れ
て

い
る
よ
う
な

「生
物
医
学
に
お
け
る
不
適
切
な
行
為
に
よ
っ
て
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
間
の
尊
厳
」
を
保
護
す
る
と
い
う
条
約
の
趣

旨
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
二

一
条
が
定
め
る
利
益
享
受
禁
上
の
原
則
は

「人
間
の
尊
厳
」
の
擁
護
に
不
可
欠
な

「人
体
の
尊
重
」
と
い
う

視
点
に
基
づ
い
て
条
約
の
中
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
の
ほ
う
が
理
に
か
な
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（２
）
総
則
的
規
定

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
で
は
、
章
と
し
て
は
個
別
の
タ
イ
ト
ル
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、
内
容
の
面
か
ら
み
る
と
特
定
の
分
野
に
限
定
さ

れ
ず
、
生
物
医
学
的
な
行
為
が
関
わ
る
分
野
で
広
く
適
用
さ
れ
る
べ
き
ル
ー
ル
が
い
く
つ
か
規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ａ
）
十
分
な
情
報
に
基
づ
く
同
意

（イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）
（ｏｏ・∽Φ・一０ヨ
①●一ａ
Ｌ
５

ま
ず
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
、
当
事
者
の
意
思
表
示
は
、
当
該

（医
療
）
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
リ
ス
ク
な
ど
も
含
め
十
分
理
解
を
し

た
上
で
、
客
観
的
情
報
に
基
づ
き
全
く
自
由
な
状
況
の
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
同
意
原
則
を
重
視
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
同
意
原
則
の
保
障
は
、
た
と
え
ば
医
療
現
場
に
お
け
る
医
師
と
患
者
の
関
係
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
当
事
者
間

に
圧
倒
的
な
情
報
量
の
差
が
あ
る
場
合
に
と
く
に
重
要
と
な
る
。

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
五
九
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一
六
〇

同
意
原
則
自
体
は
、
す
で
に
国
際
的
に
も
確
立
さ
れ
た
原
則
で
あ
り
、
と
り
わ
け
研
究
に
お
け
る
同
意
原
則
の
重
要
性
は
、　
一
九
四

七
年
の
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
綱
領
で
も
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
で
は
、
研
究
の
場
面
に
限
ら
ず
、
あ
ら
ゆ
る
生

物
医
学
的
介
知
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る

一
般
原
理
で
あ
る
こ
と
が
明
文
の
規
定

（五
条
）
で
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
点
に
関
し
て
国

際
条
約
で
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
る
と
し
て
評
価
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
条
約
は
、
同
意
原
則
に
対
す
る
例
外
に
つ
い
て
も
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
緊
急
事
態
の
場
合

（八
条
）
や
、
同
意
の

意
思
表
示
が
で
き
な
い
者

（子
ど
も
ま
た
は
精
神
病
罹
患
者
な
ど
）
の
場
合

（六
条
お
よ
び
七
条
）
に
は
、　
一
定
の
条
件
を
満
た
す
こ
と
で
本

人
の
同
意
な
く
し
て
実
践
的
な

（医
療
）
行
為
の
実
施
が
認
め
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
同
意
原
則
は
、　
一
般
的
な
規
定
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
た
め
、
具
体
的
な
適
用
方
法
は
状
況
に
応
じ
て
変
化
し
う
る
。

条
約
で
は
、
分
野
に
よ
っ
て
は
別
途
規
定
を
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
原
則
を
再
確
認
し
た
り
、
よ
り
詳
細
な
規
定
を
お
い
た
り
し
て

対
処
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
研
究
の
被
験
者
に
関
す
る
場
合

（
三
ハ条
五
号
）
や
臓
器
移
植
の
場
合

（
一
九
条
二
項
）
に
は
、
当
事
者
の

同
意
が
、
「明
白
か
つ
個
別
の
」
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
旨
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
私
生
活
の
保
護
お
よ
び
情
報
に
対
す
る
権
利

第
三
章
は

一
つ
の
条
文

（
一
〇
条
）
の
み
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
「私
生
活
お
よ
び
情
報
に
対
す
る
権
利
」
の
保
障
を
謳
っ
て
お

り
、
内
容
的
に
は
重
要
な
も
の
で
あ
る
。　
一
項
は
個
人
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
、
私
生
活
の
尊
重
に
対
す
る
権
利
を
保

障
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
欧
州
人
権
条
約
八
条
が
定
め
る
私
生
活
の
尊
重
に
対
す
る
権
利
を
生
物
医
学
分
野
に
限
定
し
て
再
録

し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
医
療
従
事
者
以
外
の
第
三
者
に
、
自
分
の
健
康
状
態
に
つ
い
て
の
情
報
が
み
だ
り
に
漏
洩
さ
れ
な

い
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
他
方
二
項
で
は
、
個
人
の
健
康
状
態
に
関
す
る
情
報
に
対
し
て
知
る
権
利
を
保
障
す
る
と
同
時
に
、



「知
ら
な
い
権
利
」
も
尊
重
さ
れ
る
べ
き
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
自
分
の
健
康
状
態
に
関

わ
る
情
報
を
知
る
権
利
を
、
初
め
て
国
際
条
約
上
認
め
た
も
の
と
し
て
革
新
的
で
あ
る
と
の
評
価
も
な
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
知
る
権

利
お
よ
び

「知
ら
な
い
権
利
」
の
保
障
に
つ
い
て
は
、
患
者
の
利
益
と
な
る
場
合
に
は
例
外
的
に
締
約
国
の
法
律
に
よ
っ
て
制
約
を
課

す
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る

（
一
〇
条
三
項
）。
こ
れ
に
関
し
て
は
、
と
く
に
患
者
の

「知
ら
な
い
権
利
」
が
、
他
の
権
利
義
務
と
抵
触

す
る
場
合
、
た
と
え
ば
医
師
の
職
業
義
務
と
相
容
れ
な
い
場
合
や
第
三
者
の
利
益
を
侵
害
す
る
場
合
に
、
両
者
の
間
で
ど
の
よ
う
な
バ

ラ
ン
ス
を
と
る
の
か
が
問
題
と
な
ろ
売
。

（３
）
各
論
的
規
定

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
生
物
医
学
分
野
の
中
で
も
い
く
つ
か
の
個
別
の
領
域
に
お
い
て
適
用
さ
れ
る
べ
き
基
本
原
則
に
つ
い
て
規
定
し

て
い
る
。
な
お
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
構
造
上
、
基
本
原
則
に
基
づ
く
よ
り
詳
細
な
規
定
は
議
定
書
で
補
足
さ
れ
る
場
合
が
多
い
が
、

議
定
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
関
係
箇
所
に
限
っ
て
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

（
ａ
）
遺
伝
子
に
関
す
る
問
題

遺
伝
子
技
術
は
こ
こ

一
〇
年
余
り
で
飛
躍
的
な
進
歩
を
遂
げ
た
。
遺
伝
子
の
解
析
技
術
の
革
新
に
よ
つ
て
い
く
つ
か
の
重
要
な
遺
伝

子
病
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
診
断
と
治
療
の
技
術
や
研
究
が
各
国
で
進
め
ら
れ
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
診
断

。
治
療
は
、
疾
病
の
種
類

に
よ
っ
て
は
有
効
に
働
く
場
合
も
あ
る
が
、
技
術
の
安
全
性
や
倫
理
面
で
の
問
題
な
ど
多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、
こ
の
よ
う
な
遺
伝
子
に
関
わ
っ
て
生
じ
る
問
題
に
つ
い
て

「人
類

（①∽りｏ８
ぎ
日
”【こ

の
保
護
」
の
視
点
か

ら
、
国
際
条
約
と
し
て
は
初
め
て
い
く
つ
か
の
禁
止
条
項
を
お
い
て
い
る
。

ま
ず
、
遺
伝
的
理
由
に
基
づ
く
差
別
は
い
か
な
る
形
態
で
あ
れ
禁
止
さ
れ
る

（
一
一
条
）。
す
で
に
欧
州
人
権
条
約

一
四
条
が
、
性
別
、

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一　
エハ
一
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一
エハ
一
一

人
種
、
肌
の
色
、
言
語
、
宗
教
、
国
籍
な
ど
を
理
由
に
差
別
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て
い
る
が
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
さ
ら
に
こ
れ
ら
の

禁
上
に

「遺
伝
的
理
由
に
基
づ
く
」
場
合
を
加
え
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
遺
伝
子
検
査
を
実
施
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は

医
学
的
な
目
的
あ
る
い
は
研
究
上
の
目
的
が
あ
る
場
合
に
限
定
さ
れ
る

（
一
二
条
）。
し
た
が
つ
て
、
た
と
え
ば
会
社
の
雇
用
主
が
被
雇

用
者
に
対
し
て
、
あ
る
い
は
保
険
会
社
が
被
保
険
者
に
対
し
て
遺
伝
子
検
査
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
こ
と
は
、
遺
伝
子
検
査
が
も

っ
ぱ

ら
当
該
会
社
の
利
益
の
向
上
の
た
め
だ
け
に
利
用
さ
れ
て
い
る
の
で
認
め
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
遺
伝
子
検
査
の
実
施
は
、
オ
ヴ
イ
エ
ド

条
約

一
〇
条
が
定
め
る
関
係
当
事
者
の
知
る
権
利
お
よ
び

「知
ら
な
い
権
利
」
と
密
接
に
関
わ
る
場
合
が
多
い
。
た
と
え
ば
、
ハ
ン
チ

ン
ト
ン
舞
踏
病
の
よ
う
な
、
完
全
な
治
癒
の
た
め
の
治
療
方
法
が
未
だ
解
明
さ
れ
て
い
な
い
遺
伝
子
病
に
つ
い
て
は
、
そ
の
発
症
可
能

性
を
知
る
た
め
の
遺
伝
子
検
査
の
実
施
は
と
り
わ
け
慎
重
に
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
検
査
の
結
果
に
よ
つ
て
は
、

患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
の
知
る
権
利
よ
り
も
む
し
ろ

「知
ら
な
い
権
利
」
を
侵
害
す
る
場
合
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。　
三

一条
が
、

遺
伝
子
検
査
を
行
い
う
る
条
件
と
し
て

「適
切
な
遺
伝
学
上
の
助
言
」
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
難
し

い
ケ
ー
ス
が
生
じ
う
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

次
に
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
ヘ
の
介
入
は

一
定
の
条
件
を
満
た
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
認
め
ら
れ
な
い

（
三
二
条
）。
す
な
わ
ち
、　
一
方
で
介

入
の
目
的
が
、
予
防
的
、
診
断
的
あ
る
い
は
治
療
的
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
他
方
で
当
該
介
入
に
よ
っ
て
、
将
来
の
世
代
の
ゲ

ノ
ム
に
修
正
が
も
た
ら
さ
れ
な
い
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
現
段
階
で
は
生
殖
系
列
へ
の
人
為
的
介
入
が
将
来
生
ま
れ
て
く
る
子
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
不
確
実
な
部
分
が
多
い
こ
と
、
ま
た
優
生
学
的
目
的
で
の
遺
伝
子
工
学
の
利
用
に
つ
な
が
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
い
う
理
由
が
こ
れ
ら
の
条
件
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
ク
ロ
ー
ン
技
術
に
つ
い
て
は

一
切
触
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、　
一
九
九
八
年
に
署
名
さ
れ
た
、



人
ク
ロ
ー
ン
の
禁
止
に
関
す
る
付
属
議
定
書
が
規
定
を
お
い
て
い
る
。
こ
れ
は
人
ク
ロ
ー
ン
の
禁
止
を
明
文
で
規
定
し
た
初
め
て
の
国

際
的
ル
ー
ル
で
あ
る
。
同
議
定
書
の
特
徴
は
、
人
ク
ロ
ー
ン
の
作
成
の
禁
止
を
絶
対
的
禁
止
事
項
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
対
す
る
い
か

な
る
例
外
も
認
め
て
い
な
い
点
に
あ
る
。
但
し
、
同
議
定
書
は
、
も

つ
ぱ
ら
ク
ロ
ー
ン
技
術
を
用
い
て

「人
間

（翠
①
ヨ
日
”こ
」
の
ク

ロ
ー
ン
を
作
る
こ
と
の
み
を
禁
上
の
対
象
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
、
研
究

。
医
療
目
的
で
作
成
さ
れ
る
細
胞

・
組
織
の
ク

ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
こ
の
議
定
書
の
規
定
は
適
用
さ
れ
な
い
と
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

（ｂ
）
人
に
関
す
る
生
物
医
学
的
研
究

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
、　
一
五
条
に
お
い
て
研
究
の
自
由
の
保
障
を
謳

っ
て
い
る
。
但
し
、
こ
の
自
由
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
お
よ
び
他
の

「人
間
の
保
護
」
に
関
す
る
規
定
と
抵
触
し
な
い
範
囲
で
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
人

間
の

「尊
厳
」
、
「同

一
性
」
お
よ
び

「完
全
性
」
の
擁
護
と
研
究
の
自
由
の
間
の
バ
ラ
ン
ス
を
い
か
に
と
る
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
と

な
る
。
そ
こ
で
条
約
は

一
六
条
に
お
い
て
、
人
が
実
験
の
対
象
と
な
る
研
究
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
条
件
を
設
定

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
被
験
者
の
明
白
か
つ
明
示
的
な
書
面
に
よ
る
同
意
、
代
替
手
段
の
不
存
在
、
起
こ
り
う
る
危
険
性
と
得
ら
れ

る
利
益
と
の
比
例
性
、
独
立
し
た
専
門
家
委
員
会
に
よ
る
科
学
的

・
倫
理
的
評
価
シ
ス
テ
ム
の
存
在
で
あ
る
。

生
物
医
学
的
研
究
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
よ
り
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
が

「生
物
医
学
的
研
究
に
関
す
る
議
定
書
」
の
草
案
の
作
成
の
た
め

の
審
議
に
入
り
、
二
〇
〇
四
年
に
最
終
草
案
が
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年

一
月
よ
り
加
盟
国
の
署
名
に
開
か
れ
て
い
る
。
同
議
定
書
は
ヽ

生
物
医
学
的
研
究
に
お
け
る
、
と
り
わ
け
研
究
に
利
用
さ
れ
る
人

（被
験
者
）
の
基
本
的
権
利
の
定
義
お
よ
び
擁
護
を
目
的
と
す
る
も
の

で
あ
る
。
内
容
的
に
は
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
一
六
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
各
要
件
に
つ
い
て
よ
り
詳
細
な
規
定
を
設
け
る
と
同
時
に
、

同
条
約
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
特
殊
な
研
究

（た
と
え
ば
、
妊
婦
や
授
乳
中
の
女
性
に
関
す
る
研
究
）
に
つ
い
て
も
規
定
を
設
け
て
い
る
点

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
二ハ
一一一
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一
六
四

が
特
徴
的
で
あ
る
。

（
Ｃ
）
胚
の
研
究

一
八
条
は
ヒ
ト
胚
を
扱
う
研
究
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
る
。
ま
ず

一
項
に
お
い
て
、
体
外
受
精
胚
に
対
す
る
研
究
を
行
う
こ
と

を
認
め
る
法
律
は
、
当
該
胚
の
保
護
に
つ
い
て
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。
他
方
二
項
で
は
、
研
究
目
的
で
の
ヒ
ト

胚
の
作
成
は
禁
止
さ
れ
る
旨
が
明
言
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
規
定
か
ら
は
次
の
よ
う
な
帰
結
が
導
き
出
さ
れ
る
。

ま
ず
、
ヒ
ト
胚
に
対
す
る
研
究
そ
の
も
の
は
禁
止
さ
れ
な
い
。
但
し
、
そ
の
よ
う
な
研
究
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
法
律
に
よ
っ
て
ヒ

ト
胚
の
保
護
に
つ
い
て
適
当
な
枠
組
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と
な
る
。
ま
た
、
ヒ
ト
胚
の
研
究
自
体
は
認
め
ら
れ
る
と
し
て

も
、
研
究
目
的
で
人
工
的
に
胚
を
作
成
す
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
の
で
、
研
究
で
用
い
る
た
め
の
胚
は
、
生
殖
目
的
で
作
成
さ
れ
た

体
外
受
精
胚
の
う
ち
不
要
と
な
っ
た
い
わ
ゆ
る
余
剰
胚
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
オ
ヴ
ィ
ェ
ド
条
約
で
は
研
究
目
的
で
の
ヒ
ト
胚
の
作
成
を
禁
止
す
べ
き
理
由
に
つ
い
て
は
明
確
に
さ
れ
て

い
な
い
と
い
う
点
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
ォ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
胚
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
は
沈
黙
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
条
約
が

「人
」

の
用
語
を
定
義
し
な
い
ま
ま
用
い
て
い
る
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
た
と
え
ば

一
条
は

「全
て
の
人

（一ｏ暉一ｏ
鷺
【∽〇●こ
」
と

「人

（畔
①

訂
ヨ
”じ
」
と
い
う
用
語
を
と
も
に
用
い
て
い
る
が
、
両
者
の
意
味
の
違
い
は
条
文
上
明
ら
か
で
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
解
説
報
告
書

は
、
条
約
に
定
義
を
お
か
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
「人
」
と
い
う
用
語
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
、
欧
州
評
議
会
の
加
盟
国
間

で
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
得
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

「人
」
の
定
義
が
曖
昧
で
あ
る
以
上
、
こ
の

「人
」
の
概

念
に
、
胚

（昌
む
崚
ｏじ

が
含
ま
れ
る
か
ど
う
か
も
明
ら
か
に
は
な
ら
な
”
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
用
語
の
使
い
方



が
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
が
、
出
生
前
の
人
の
法
的
地
位
、
と
り
わ
け

「胚
」
に
関
し
て
条
約
の
実
効
性
を
薄
め
る
結
果
を
導
い
て
い
る

と
批
判
す
る
意
見
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
は
、
胚
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
、
条
約
で
明
確
か
つ
詳
細
な
原
則
を
規
定
す

る
か
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
議
定
書
に

一
任
す
る
か
、
い
ず
れ
か
の
方
法
を
採
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
も
そ

も
出
生
前
の

「人
」
す
な
わ
ち
胚
や
胎
児
の
法
的
地
位
に
つ
い
て
条
約

（あ
る
い
は
そ
の
付
属
議
定
書
）
と
い
う
枠
組
の
中
で

一
定
の
定

義
を
与
え
る
こ
と
に
は
相
当
の
困
難
が
伴
う
。
た
と
え
ば

「受
胎
の
と
き
か
ら
」
生
命
に
対
す
る
権
利
が
保
障
さ
れ
る
旨
を
明
文
で
定

め
て
い
る
米
州
人
権
条
約
に
お
い
て
も
、
具
体
的
な
生
命
の
始
期
に
つ
い
て
国
際
的
な
合
意
を
得
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
つ
て
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
が

「人
」
の
定
義
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
直
ち
に
批
判
さ
れ
る
べ
き
点
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
と
思
わ

れ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
、
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
の
名
の
下
に
公
表
さ
れ
た
胚
の
法
的
地
位
に
関
す
る
報
告
書
の
中
で
提
示
さ
れ
て
い
る
見
解
は
参
照

に
値
す
る
。
こ
の
報
告
書
は
、
中
立
的
な
立
場
か
ら
体
外
受
精
胚
の
保
護
に
関
し
て
生
じ
て
い
る
問
題
を
整
理

・
紹
介
し
、
と
り
わ
け
、

体
外
受
精
、
胚
に
対
す
る
研
究
、
着
床
前
診
断
に
関
し
て
提
起
さ
れ
う
る
個
別
的
な
問
題
点
の
整
理
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結
論

部
分
で
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ
と
し
て
の

一
定
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
に
お
い
て
、
胚
の

地
位
の
定
義
に
関
し
て
は
未
だ
に
大
き
な
見
解
の
相
違
が
見
ら
れ
る
が
、
体
外
受
精
胚
の
保
護
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
概
ね
コ
ン
セ
ン

サ
ス
が
あ
る
か
ら
、
そ
の
必
要
性
に
鑑
み
て
、
と
り
わ
け
、
体
外
受
精
胚
の
作
成
お
よ
び
利
用
に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
胚
の
法
的
地
位
を
明
確
に
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
が

直
ち
に
体
外
受
精
胚
に
対
す
る
法
的
保
護
の
枠
組
を
作
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
報
告
書
が
、
付

属
議
定
書
の
作
成
を
目
指
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
今
後
は
こ
の
報
告
書
で
示
さ
れ
た
方
向
に
し
た
が
い
議
定
書
と

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
六
五



上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一　
エハ
エハ

い
う
形
で
体
外
受
精
胚
の
保
護
に
関
す
る

「共
通
ル
ー
ル
の
明
確
化
」
が
行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ
る
。

（ｄ
）
臓
器
お
よ
び
組
織
の
提
供

人
の
臓
器
お
よ
び
組
織
の
提
供
に
つ
い
て
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
主
と
し
て
生
体
間
移
植
に
焦
点
を
あ
て
て
い
る
。
条
約
は
、
生

体
か
ら
の
臓
器
摘
出

・
組
織
の
採
取
が
認
め
ら
れ
る
条
件
と
し
て
、
提
供
者
の
明
白
か
つ
明
示
的
な
同
意
が
あ
る
こ
と
、
治
療
目
的
で

の
採
取
で
あ
る
こ
と
、
死
体
か
ら
の
臓
器
の
摘
出
が
望
め
な
い
こ
と
、
代
替
手
段
が
な
い
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

（
一
九
条
）。
ま
た
、　
一

部
の
例
外
的
な
場
合
を
除
き
、
同
意
の
意
思
表
示
が
で
き
な
い
者
か
ら
の
臓
器
摘
出

・
組
織
の
採
取
は
禁
止
さ
れ
る

（二
〇
条
）。

こ
れ
以
外
の
臓
器
摘
出

。
組
織
の
採
取
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
二
年

一
月
に
成
立
し
た

「臓
器
お
よ
び
ヒ
ト
由
来
組
織
の
移
植
に
関

す
る
付
属
議
定
書
」
に
よ
っ
て
新
た
な
枠
組
が
設
定
さ
れ
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に
臓
器

移
植
に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
を
明
確
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
と
り
わ
け
治
療
目
的
の
人
の
臓
器
お
よ
び
組
織
の
移
植
に
関
す
る
規

定
を
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、　
一
般
的
原
理
と
し
て
、
患
者
の
移
植
機
関
へ
の
公
平
な
ア
ク
セ
ス
の
保
障
、
（移
植
す
る
）
臓

器
や
組
織
の
割
当
て
の
透
明
性
の
確
保
、
移
植
に
お
け
る
安
全
基
準
の
確
立
、
移
植
に
適
用
さ
れ
る
無
償
提
供
の
原
則
の
保
障
、
臓
器

移
植
に
関
す
る
適
切
な
情
報
を
得
る
こ
と
の
保
障
な
ど
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
に
加
え
特
別
規
定
と
し
て
、
生
体
あ
る
い
は

死
体
か
ら
の
臓
器
摘
出
、
摘
出
後
の
臓
器

。
組
織
の
利
用
、
秘
密
保
持
、
制
裁

“
賠
償
な
ど
に
つ
い
て
も
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い

Ｚり
。



（
‐６
）

（
‐７
）

（
‐８
）

（
‐９
）

（
２。
）

（
２‐
）

（
２２
）

（〓
・０
ゴ”・お
】ｏ“や
０「Ｑ魚
は
ぃ。ぉ
（Ｏｙ
も
、
）
。

（２３
）
〓
・”
α【営
零
『も
【Ｑｏ́
ま
つｏお
（∞）も
・ぶ
ぃ

（
２４

）

Ｏ
ｒ
『
一∽
一一
”
・
∪
望
Ｆ

《
ｒ
”
ｏ
ｏ
い
く
ｏ
二

Ｆｏ
●

ｏ
“
『
ｏ
Ｏ
α
ｏ
ぃ
ぃ
Φ
∽
Ｃ
一
ｒ

ｇ

ｏ
日

ぃ
０
０
９
Ｒ

ト

ニ

ｇ

０
８

〕お

Ｏ
Φ
】．ザ
ｏ
日

口

ｏ
■

【̈
８

Ｐ

ｏ
』
●
【
ａ

言

ｃ
ｏ
Ｆ

一Ｑ

・
”
一一ｏ
●
ュ

ン

、
∪
卜

Ｆ

ぃ
ｏ
ｏ
ｒ

や

ぃ
っ

（２５
）
た
と
え
ば
、
Ｅ
Ｃ
条
約
二
三
四
条
が
設
け
て
い
る
先
決
的
判
決
の
よ
う
な
、
具
体
的
に
国
内
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
事
案
に
付
随
し
て
問
題
と
な
っ
た
条

約
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
人
権
条
約
の
見
解
を
仰
ぐ
ょ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら
れ
る
。

（２６
）
”
還
ｏ
ｏ詳
①メ
ｏ
ｒ”ｏ営
■
「
ぉ
ぃは
っ
ｏお
Ｓ
ｙ
ゅぃ
ぃ

（２７
）
重
度
の
障
害
を
負

っ
た
患
者

（原
告
）
に
対
し
て
採
ら
れ
た
病
院
の
処
置

（家
族
の
意
向
に
反
し
た
原
告
へ
の
モ
ル
ヒ
ネ
投
与
お
よ
び
蘇
生
を
行
わ
な
い

旨
の
処
方
）
が

（原
告
の
）
私
生
活
の
尊
重
に
対
す
る
権
利
お
ょ
び
身
体
の
完
全
性
を
侵
害
し
人
権
条
約
八
条
に
反
す
る
と
し
て
人
権
裁
判
所
で
争
わ
れ
た

一
六
七

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

山
本
草
二

『国
際
法
』
新
版

（
一
九
九
四
年
、
有
斐
閣
）
三
六
頁
。

で
，
”
は日”づ
”ｏい
０【ぃ。〓
０
●
〇
一ｏ
（∞ン
一
Ｌ
ぃ、

他
方
で
、
技
術
の
進
歩
に
あ
わ
せ
た
法
的
対
応
を
可
能
に
す
る
た
め
に
条
約
自
体
の
改
正
も
想
定
さ
れ
て
い
る

（三
二
条
五
項
）
。

後
述
二
章
二
節
参
照
。

”
”一
一
ｏ【け
①ｘ
Ｏ
】【０”５
い。●【いＯＰｒＱ
●
〇
絆Ｏ
（０
）】
ゆぃ
〇
・

山
本

・
前
掲
注

（１６
）
三
六
頁
。

実
際
の
オ
ヴ
ィ
ェ
ド
条
約
の
規
定
の
中
に
は
、
必
ず
し
も
明
確
に
自
動
的
執
行
力
の
有
無
を
判
断
で
き
る
よ
う
な
形
で
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ

る
。
た
と
ぇ
ば
、
自
動
的
執
行
力
が
認
め
ら
れ
る
規
定
と
し
て

「遺
伝
的
形
質
を
理
由
と
し
た
人
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
は
禁
止
さ
れ
る
」
旨
を
定
め
た

一
一
条
を
挙
げ
る
見
解
が
あ
る

（ｒ
８
】∽
∪
３
８
，
《
ｒ
”
ｏ
８
く
８
●
８

響
■
９
０８
諄
，
【．ぎ
日
口
ｏ
９
ｒ
σ
】０
日
ぃＯ
①Ｏ中Ｒ
メ
ヵ
姜ヽ
ヽ
ぉ
、
も
、ヽ
いき
き
、ミ
ミ
な
い、ド

も
８
ψ
甲
い
葛

¨
″
＞
●８
【３
）
■
一ｏぃま
８
お
（ρ

つ
ぶ

２
↓
。
と
こ
ろ
が
同
じ
条
文
に
つ
い
て
、
確
か
に
私
人
に
権
利
は
付
与
し
て
い
る
が
そ
れ
だ
け
で
十
分

と
い
え
る
ほ
ど
詳
細
な
規
定
で
は
な
い
か
ら
自
動
的
執
行
力
は
認
め
ら
れ
な
い
と
す
る
見
解
も
見
ら
れ
る

（〓
０
●
８
ュ
８
や
０
「Ｑ魯
一
８
８
（０
）も
・じ
。
ま
た
、

個
人
的
諸
権
利
を
付
与
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
自
動
的
執
行
力
が
認
め
ら
れ
な
い
と
考
え
ら
れ
る
場
合
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
と
ぇ
ば
、
ア
・当
該
入

物
に
と
っ
て
直
接
的
利
益
が
あ
る
場
合
以
外
は
、
同
意
能
力
の
無
い
者
に
対
す
る
介
入
は
認
め
ら
れ
な
い
」
こ
と
を
定
め
る
六
条

一
項
は
、
具
体
的
に
何
が

「当
該
人
物
に
と
っ
て
の
直
接
的
利
益
」
に
当
た
る
か
に
つ
い
て
一
義
的
な
解
釈
は
難
し
い
ゅ
ぇ
に
自
動
的
執
行
力
は
認
め
ら
れ
な
ぃ
と
す
る
意
見
が
あ
る
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）

一
六
八

事

案

で

あ

る

。

０
８

【
国
∪
Ｆ

Ｑ
ざ
験

い
・
”
ε

ミ

ミ
Ｐ

Ｓ

一ヽ
¨
”
β

〓
０
ぉ

ぃ
。
ぃ
【
露

「
ヽ
８

Ъ

ヨ

鷺

∽
８

Ｒ

・

（２８
）
Ｏ
ｏ“「
”
Ｕ
口
）Ｑ
ざ
税

・ヽ力
ｅ
ヽ
ミミ
や
ｑ
ミ
）●【αＳ
ａ
ｏ
●９
ｏ
（いヨン
ゆ０い

（２９
）
Ｏ
ｏｃい
国
∪
国
）“゙
，
「
ミ
ミい♪
”
①ＯＬ。ぉ
●。
いωついヽ
お
ｐ
∞
』Ｌ
】【９
いｏｏ，

（３０
）
な
お
、
こ
の
生
物
医
学
に
関
す
る
議
定
書
草
案
は
、
そ
の
後
委
員
会
で
採
択
さ
れ
、
二
〇
〇
五
年

一
月
よ
り
各
加
盟
国
の
署
名
に
開
か
れ
て
い
る
。
後
述

二
節
参
照
。

（３‐
）
の
ｏョ
国
∪
〓
Ｌ
さ
や
「
ミ

いヽ０
「
はｏ一一ａｏ
●ｏお
β
じ
）ゆ∞い

（３２
）
”
・＞
いｏｏヨ
ｐ
ｏ社
３
は
●９
Φ
翁
ｙ
，
「い
８
ｒ

（３３
）
こ
れ
に
関
し
て
、
「人
間
の
尊
厳
」
の
尊
重
と
い
う
視
点
か
ら
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
を
分
析

・
解
説
し
た
も
の
と
し
て
次
の
論
考
が
あ
る
。
旨
嗜
】キ

印
”諄
ｏＦ

《
】Ｆ
”
０
【〇
一〇０一沖〇
●
Ｏ
Ｏ
【”
０
い”
”
】〔α
。
①
【”
●
〇【∽○
●
●
①
の一
Ｑ
Ｏ
】ψＯ
∽も
Ｏｏ
①
，
“
●】
と
一い
ｏ
∽
Ｑ
”
”
∽
【０
０
０
ｂＰ
巴
一●
Ｏ
Ｑ
①
一”
σ
い０
日
ＱＱ
ｏ
ｏＨ●
０
¨
】．ＯＸ
Ｏ
日
一
】ｏ
Ｏ
①
【”
（０
０
●
く
ｏ
い
絆一〇
●
０
ズ
）
く
【①Ｏ
Ｏ
》
・

力
υヽ
Ｑ
´
Ю
‥い
ｏ
ｏ
ｐ
も
い
０
０
聟
，

（３４
）
国
内
法
に
関
し
て
は
、
各
国
の
憲
法
で

「尊
厳
」
に
関
す
る
規
定
を
お
い
て
い
る
国
が
複
数
見
ら
れ
る

（ド
イ
ツ
憲
法

一
条

一
項
、
ス
ペ
イ
ン
憲
法

一
〇

条

一
項
な
ど
）
。
国
際
法
レ
ヴ
ェ
ル
で
は
、
世
界
人
権
宣
言

（
一
条
）、
自
由
権
規
約

（
一
〇
条
）
な
ど
が
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い
る
。

（３５
）
但
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
、
条
約
起
草
の
過
程
で

「尊
厳
」
の
用
語
が
タ
イ
ト
ル
に
入
れ
ら
れ
た
直
接
的
な
理
由
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
解
説
報
告
書
は

こ
の
点
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
て
い
な
い
し
、
審
議
の
過
程
で
こ
れ
が
問
題
に
さ
れ
た
と
い
う
記
述
も
見
当
た
ら
な
い
。

（３６
）
こ
の
よ
う
な
、
人
の
優
位
性
が
人
間
の
尊
厳
の
擁
護
に
密
接
に
関
わ
り
あ
っ
て
い
る
と
す
る
考
え
方
は
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
独
特
の
も
の
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
憲
法
院
が

一
九
九
四
年
の
生
命
倫
理
法
の
合
憲
性
審
査
の
際
に
、
人
間
の
優
位
性
の
原
理
は

「…
人
間
の
尊
厳
の
擁
護
と
い
う
憲

法
原
理
の
尊
重
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
」
旨
を
明
言
し
て
お
り
、
こ
の
合
意
判
決
を
受
け
て
公
布

・
施
行
さ
れ
た
生
命
倫
理
法
に
よ
っ
て
新
し
く

設
け
ら
れ
た
民
法

一
六
条
は
、
法
律
に
よ
る
人
の
優
位
性
の
保
障
と
、
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
侵
害
の
禁
止
を
同
格
に
並
べ
て
規
律
し
て
い
る
。
詳
し
く
は
、

拙
稿

「
フ
ラ
ン
ス
公
法
に
お
け
る

『人
間
の
尊
厳
』
の
原
理

（
一
と

上
智
法
学
論
集
四
二
巻
三

・
四
号
合
併
号

（
一
九
九
九
年
）

一
七

一
頁
―

一
七
八
頁
、

同

「
フ
ラ
ン
ス
公
法
に
お
け
る

『人
間
の
尊
厳
』
の
原
理

（二

・
完
と

上
智
法
学
論
集
四
三
巻

一
号

（
一
九
九
九
年
）
六
七
頁
―
六
九
頁
参
照
。

（３７
）
た
と
え
ば
、
生
物
医
学
研
究
に
関
す
る
付
属
議
定
書

（後
述
）
の
三
条
に
同
様
の
規
定
が
あ
る
。

（３８
）
”
８
も
ｏユ
熙
芍
】【８
一３
一ａ
ｏ一ａ
●
ｏお
Ｇ
Ｙ
？
〓
・



（３９
）
”
Ｓ
一
ｏ■
９
０
日ぉ
二
ぃも
［Ｑｏいま
●
ｏお
Ｓ
ｙ
３
ゃ

（４０
）
”
・＞
・
Ｏ
ｏ８
ｐ
「
お
】は
●
ｏぉ
ａ
ｙ
ゃ
「
）

（４‐
）
こ
の

「介
入
」
に
は
、
あ
ら
ゆ
る
医
療
行
為
、
と
り
ゎ
け
、
予
防
、
診
断
、
治
療
、
再
教
育
お
ょ
び
研
究
を
目
的
と
す
る
も
の
が
含
ま
れ
る
と
解
釈
さ
れ

て
い
２一
。　
ｏ”
”
”０も
ｏユ
Φｘ
Ｏ】ぉ
”Ｌ
沖
０
一ａＳ
ａ
う
ｏお
（Ｏ
ｙ
ｏいゃ

（４２
）
″
＞
い
Ｏｏョ
ｐ
■
９
【ａ
●
ｏぉ
翁
ｙ
も
０
。「
Ｐ
∞９

（４３
）
■
０
，
日
一ｏＦｏｃ
や
「
αＯ】寂
”ｏぉ
（０
）も
い

（４
）
ｒ
・∪
‘
σ
ｏ
〓
Ｐ
ｃ
ａ
ε
ま
●
ｏお
０
い
ｙ
，
ｐ
〓い

（４５
）
医
療
技
術
の
急
速
な
発
展
に
よ
り
、
遺
伝
子
検
査
な
ど
を
通
じ
て
将
来
発
症
し
う
る
疾
病
を
相
当
程
度
確
実
に
予
測
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
現
在
で

は
、
と
く
に
こ
の
よ
う
な
患
者
と
医
師
あ
る
い
は
第
二
者
の
利
益
が
相
Ｉ
に
対
立
す
る
場
合
は
容
易
に
想
像
し
う
る
。

（
４６
）
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
に
お
け
る
遺
伝
子
関
連
の
規
定
に
関
す
る
よ
り
詳
細
な
紹
介

・
分
析
に
つ
い
て
は
次
を
参
照
の
こ
と
。
ｒ
‥

Ｋ
】多
〓
，

《
ｒ
”

Ｏ
ｏ
●
く
ｏ●
二
ｏう
０
）一〇
く
”①ＯＯ
》
）」ヽ
ｒ
”“【ｏいｏｏ
＞
』
〇〓
Ｘ
‐口
”ＯＬ
ｏ
（０【，
ｙ
ぃ
」ο
ヽヽ
ぉ
」ヽ
ミ゙

い
οヽ
ヽヽ
お
ぬヽ
ミヽ
´
”
壺』マ
【”●
Ｆ
ぃ
〇〇
ぃ
）も
一
・、
い
‐ぃ
デ

（４７
）
〓
０
，
８
ュ
ｏξ
も
「欲ｏ】寂
８
お
Ｑ
）も
い
　
　
　
　
　
．

（４８
）
”
Ｓ
ｏ
ｏ，
９
一
】ぃ８
一３
■
ぃｏ】寂
Ｂ
ぉ
（０）し
「
い

（４９
）
こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
議
論
が
参
考
に
な
る
。
詳
し
く
は
、
本
田
ま
り
氏
の
担
当
部
分

（Ⅳ
）
参
照
の
こ
と
。

（５。
）
人
ク
ロ
ー
ン
禁
上
に
関
す
る
議
定
書
は
、　
一
九
九
八
年

一
月

一
二
日
に

一
九
の
国
に
よ
っ
て
署
名
さ
れ
、
三
年
後
の
二
〇
〇
一
年
二
月

一
日
に
発
効
し
た
。

現
在
、
署
名
国
の
数
は
二
九
に
上
っ
て
い
る
が
、
独
、
仏
、
英
、
伊
な
ど
未
批
准
の
国
が

一
四
カ
国
あ
る
。

署
名
か
ら
日
が
浅
く
ま
だ
批
准
し
た
国
が
な
い
た
め
現
段
階
で
は
議
定
書
は
発
効
し
て
い
な
い
。

”
”０一
ｏぃ
。ｘＯ】ぃｏ営
喘
）０
【αｏ】けＱ
●
〇
お
（つ
ｙ
ゆ
Ｐ”

こ
の
点
に
関
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
の
規
定
と
の
比
較
か
ら
、
両
者
の
区
別
に
一
定
の
意
義
を
認
め
る
見
解
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン
ス
民
法

典

一
六
条

（「法

（σ
じ

は
、
人

（Ｒ
い∽８
８
）
の
優
越
性
を
確
保
し
、
人
の
尊
厳
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
禁
上
し
、
そ
の
生
命
の
始
期
か
ら
人
間

８
嗜
Φ
ぎ
日
Ｌ
こ

の
尊
重
を
保
障
す
る
し

の
規
定
が
、
「そ
の
生
命
の
始
期
ょ
り
」
と
い
う
限
定
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
人

（０薇

ぎ
ヨ
Ｌ
じ

の
尊
重

は
胚
に
も
認
め
ら
れ
る
が
、
人

（罵
【∽８
・
こ

の
優
越
性
の
保
障
は
出
生
後
に
限
定
さ
れ
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
こ
れ
を
、
オ
ヴ
ィ
ェ
ド
条
約
に
あ
て
は
め
る

共
同
研
究

，
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九

53 52 51



丁

上
智
法
学
論
集
　
第
四
九
巻

一
号

（一
δ

Ｏ
五
年
）

一
七
〇

と
、
尊
厳
お
よ
び
同

一
性
の
擁
護
に
つ
い
て
は

「胚
」
も
そ
の
保
障
の
対
象
に
入
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
説
明
さ
れ
る
。
名

０
８
■”
８
Ｐ
ｃａ
ｏ
公
ｒ
”
く
お

も
社
●
”
一”
】①
①
”
】”
（０
０
●
く
ｏ
口
〓
〇
い
∽“
【
〓①
∽
Ｑ
『〇
”一∽
Ｏ
①
】）ゴ
〇
口
〓
づ
①
Φ
一
一”
げ
一０
日
α
Ｏ
①
Ｏ
い●
①
・
ｂ
”
も
い〇
も
〇
∽
Ｏ
①
∽
『０
０
す
ｏ
いｏ
，
０
∽
∽“
【
【．Φ
ヨ
σ
〔】
〇
い

さヽ
ヽ
ヽヽ
οヽ
》
）
卜
」
ぎ
か
。
い
い
〇
〇
一〇
σ
【ｏ
い
０
０
∞
）

０
一
∞
‐０

（５４
）
の
」
洋
ユ

マ
Ｑ冬
Ｑ
８
ぉ
（総
）も
，【ド

（５５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
洪
恵
子
氏
の
担
当
部
分

（Ⅵ
）
を
参
照
の
こ
と
。

（５６
）
ヒ
ト
胚
お
よ
び
胎
児
の
保
護
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
二
〇
〇
三
年
六
月

一
九
日
の
報
告
書

（ｒ
ｆ

ごヽ
く
，
８
■
い
け、製
「
ド
職
”卜【ｏ
″

」
〓
『
〓
ご
‘
ｏ
∽
、の
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｓ
ｕ
。
ぃ
”
一３
戸
」
ｃ
【
〓
言
〓
ｑ
”
δ
ぶ
ロ
ツ
〓
Ｏ
ｃ
ｔ
＞
８
７
〓
ぶ
”
Ｏ
Ｌ
ロ
ヨ
げ
『
】
ｏ
●

‐
ユ
」

ｏ
ｏ
言
Ｐ
」
〓
Ｂ
Ｌ
い
■
ｏ
∪
”
Ｈ
‐
の
Ｏ
‐
の
日
ω
β
ｏ
ｏ
じ

ド
い
「
も
Ｑ
じ

（５７
）
こ
の
議
定
書
に
は
、
現
在

一
四
カ
国
が
署
名
し
う
ち
四
カ
国
が
批
准
し
て
い
る
が
、
発
効
要
件
で
あ
る
五
カ
国
に
よ
る
批
准
の
ラ
イ
ン
を
超
え
て
い
な
い

た
め
ま
だ
発
効
し
て
い
な
い
。

〓
一　
条
約
に
対
す
る
評
価

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
生
命
倫
理
に
関
す
る

一
般
的
な
枠
組
を
創
設
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
で
あ
る
こ
と
は

疑
い
な
い
。
他
方
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
そ
の
起
草
過
程
の
紆
余
曲
折
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
条
約
自
体
の
妥
協
の
産
物
と
し
て
の

性
質
は
拭
い
き
れ
な
い
。
ま
た
対
象
と
す
る
分
野
が
生
命
倫
理
と
い
う
学
際
的
な
分
野
で
あ
る
ゆ
え
に
抱
え
る
問
題
も
あ
る
。
こ
こ
で

は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
あ
ら
た
め
て
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
評
価
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
。



１
　
意
義

ま
ず
何
よ
り
も
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
共
通
ル
ー
ル
の
作
成
が
難
し
い
と
い
わ
れ
る
生
命
倫
理
の
分
野
に
お
い
て
法
的
拘
束
力
を
有

す
る
条
約
と
い
う
形
で
共
通
ル
ー
ル
の
明
文
化
に
成
功
し
、
署
名

・
批
准
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
と
い
う
点
で
積
極
的
な
評
価
に
値
す
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
共
通
ル
ー
ル
を
創
設
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る
標
準
モ
デ
ル
の

提
示
す
る
役
割
を
担

っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
最
も
大
き
な
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
は
学
説
に
お
い
て
も
積
極
的
に
評
価
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば

∪
諄
８
お
は
、
オ

ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は

「生
物
医
学
に
対
す
る
人
権
保
護
の
た
め
の
世
界
標
準

（旨
・Ｑ”ａ
ｒ”いく８
８
」
た
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
も
の

と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
条
約
の
普
遍
性

（目
いく舅
”一ン

に
着
目
す
れ
ば
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
点
が
導
き
出

さ
れ
る
。
第

一
に
、
同
条
約
は
、
未
だ
生
命
倫
理
法
制
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
国
に
対
し
て

一
定
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
う
る
。
こ
れ
に

つ
い
て
、
国
内
法
整
備
に
対
し
て

一
つ
の
モ
デ
ル
を
示
す
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
エ
ル
で
初
め
て
成
立
し
た
条
約
で
あ
る
と
評
価
す
る
見
解

も
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
包
括
的
な
生
命
倫
理
条
約
で
は
な
い
こ
と
に
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
が
、
し
か
し
条
約

と
い
う
明
文
化
さ
れ
た
形
で
、
生
命
倫
理
分
野
に
適
用
し
う
る
ル
ー
ル
と
し
て
整
備
す
べ
き
少
な
く
と
も
最
低
の
ラ
イ
ン
を
提
示
で
き

れ
ば
、
各
国
が
法
整
備
に
取
り
組
む
際
の
基
準
と
し
て
活
用
さ
れ
う
る
。

さ
ら
に
特
筆
す
べ
き
は
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
、
欧
州
評
議
会
の
構
成
国
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
れ
以
外
の
国
に
対
し
て
も
署
名
の
可

能
性
が
開
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
三
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
は
、　
一
方
で
、
起
草
に
協
力
し
た
国
で
あ
る
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
ヴ
ア
チ
カ
ン
市
国
、
日
本
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
対
し
て
、
他
方
で
国
際
機
関
と
し
て
Ｅ
Ｃ
に
対

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
七

一
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二

し
て
、
署
名

・
批
准

の
道
を
開

い
て
い
る
。

い
ず
れ

の
国
お
よ
び
機
関
も
未
だ
署
名
に
は
至

っ
て
い
な

い
が
、
こ
の
規
定

に
よ
り
、
条

約

の
適
用
範
囲
は
決
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
も

の
で
は
な

い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
オ
ヴ
イ

エ
ド
条
約

の

普
遍
的
性
質
を
読
み
取
る
こ
と
も
可
能

で
あ
る
。

と
り
わ
け
Ｅ
Ｃ
に
つ
い
て
は
、
Ｅ
Ｃ
と
し
て
は
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
に
署
名
は
し
て
い
な
い
も
の
の
、
欧
州
憲
法
条
約
の
一
部
の
規
定

（基
本
権
憲
章
）
で
は
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
条
文
が
参
照
さ
れ
て
い
る
点
に
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
”
。
た
と
え
ば
ヽ
欧
州
憲
法
条
約
Ⅱ

Ｉ
六
三
条

「人
の
完
全
性
に
対
す
る
権
利
」
を
取
り
上
げ
よ
う
。
同
条
は
、　
一
項
で
、
全
て
の
人
に
対
し
て
、
身
体
的

。
精
神
的
完
全

性
に
対
す
る
権
利
を
保
障
し
、
続
い
て
二
項

ａ＞
で
、
法
定
の
手
続
に
基
づ
く
関
係
当
事
者
の
イ
ン
フ
オ
ー
ム
ド

・
コ
ン
セ
ン
ト
、
Ｄ
で

優
生
学
的
医
療
行
為
の
禁
止
、
と
り
わ
け
、
人
の
選
別
を
目
的
と
す
る
行
為
の
禁
止
、

ｃ＞
で
人
体
お
よ
び
そ
の
部
分
か
ら
利
益
を
得
る

こ
と
の
禁
止
、
の
で
人
間

Ｏ
Ｆ

ヨ
ヨ
”こ

の
再
生
ク
ロ
ー
ン
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
。
「基
本
権
憲
章
に
関
す
る
説
明
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
Ⅱ
Ｉ
六
三
条
が
謳
う
諸
原
理
は
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約

（お
よ
び
そ
の
付
属
議
定
書
）
に
す
で
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
基
本
権
憲
章
は
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
規
定
に
反
す
る
も
の
で
は
な
く
、
結
果
と
し
て
再
生
ク
ロ
ー
ン
の

み
を
禁
止
し
て
い
る
こ
と
も
強
調
さ
れ
て
い
が
。
こ
の
よ
う
に
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
の
規
定
が
、
基
本
権
憲
章

（最
終
的
に
は
欧
州
憲
法
条

約
）
の
規
定
の
モ
デ
ル
を
提
供
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
エ
ル
で
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
点
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
が
こ
の
分
野
に
お
け
る
標
準
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
の
最
も
大
き
な
証
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
で
あ
る
。

ま
た
、
標
準
モ
デ
ル
と
し
て
の
役
割
と
い
う
視
点
か
ら
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
を
評
価
し
う
る
点
と
し
て
は
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
が

「人

間
の
尊
厳
」
の
保
障
を
条
約
の
根
幹
を
成
す
重
要
な
概
念
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
と
最
も



密
接
な
関
係
を
有
す
る
欧
州
人
権
条
約
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
人
権
に
関
わ
る
基
本
的
な
諸
権
利
を
保
障
す
る
最
も
重
要
な
テ
キ

ス
ト
で
あ
る
が
、
「人
間
の
尊
厳
」
に
つ
い
て
は
明
文
の
規
定
を
お
い
て
い
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
生
物
医
学
分
野
と
い
う
限
定
さ
れ

た
範
囲
で
あ
る
と
は
い
え
、
国
境
を
越
え
て
各
国
が
目
指
す
べ
き
目
標
と
し
て

「人
間
の
尊
厳
」
の
擁
護
を
明
文
化
し
た
こ
と
は
大
き

な
意
味
が
あ
る
と
い
え
る
。

２
　
課
題

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
に
は
積
極
的
に
評
価
で
き
る
側
面
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
制
定
過
程
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
よ
う
に
、
条
約
自

体
は
い
わ
ば
妥
協
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
否
定
で
き
ず
、
そ
れ
ゆ
え
に
抱
え
る
問
題
も
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
同
条
約
が
抱
え
て
い
る
課

題
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
。

第

一
に
、
締
約
国
の
問
題
で
あ
る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は

一
九
九
九
年

一
二
月

一
日
の
発
効
よ
り
す
で
に
五
年
以
上
が
経
過
し
三
二

カ
国
が
署
名
を
済
ま
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
批
准
国
の
数
は

一
九
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
署
名
し
た
も
の
の
未
だ
批
准
に
至
っ
て
い

な
い
国
が

一
三
あ
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら

一
九
の
批
准
し
た
国
の
中
に
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
な

国
々
は
ほ
と
ん
ど
入
っ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
国
々
が
批
准
に
至
っ
て
い
な
い
理
由
は
国
内
的
な
事
情
も
あ
り
種
々
様
々
で
あ
る
が
、

大
別
す
る
と
、
国
内
法
と
比
し
て
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
が
緩
す
ぎ
る
と
し
て
批
准
し
な
い
国
と
、
反
対
に
同
条
約
に
よ
る
規
制
を

牽
制
し
て
批
准
を
行
わ
な
い
国
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
が
、
ま
た
後
者
の
例
と
し
て
は
イ
ギ
リ
ス
が

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
に
関
し
て
は
、
す
で
に
国
内
法

（
一
九
九
四
年
の
生
命
倫
理
法
お
よ
び
二
〇
〇
四
年
の
改
正
生
命
倫
理
法
）
に

よ
っ
て
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
が
想
定
し
て
い
る
枠
組
は
ほ
ぼ
整
備
さ
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
批
准
に

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
七
三
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ど
れ
だ
け
の
意
義
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
か
予
想
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
大
国
抜
き
で
批
准

・
発
効
し
た
条
約
に

対
し
て
、
実
際
上
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
を
期
待
で
き
る
の
か
と
い
う
不
安
感
は
拭
い
き
れ
な
い
。
今
後
の
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
批
准
の
動

向
は
条
約
の
実
効
性
を
左
右
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

第
二
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
包
括
的
な
生
命
倫
理
条
約
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド

条
約
が
直
接
の
対
象
と
し
て
い
る
の
は
、
条
約
の
タ
イ
ト
ル
が
示
し
て
い
る
よ
う
に

「生
物
学
お
よ
び
医
学
」
と
人
権
が
交
差
す
る
範

囲
で
あ
る
。
他
方
、　
一
般
に
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は

「生
命
倫
理
条
約
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
名
称
の
点
に
限
っ
て
い
え

ば
、
確
か
に
草
案
の
審
議
過
程
の
初
期
段
階
で
は
、
正
式
名
称
と
し
て

「
生
命
倫
理
条
約

（９
・く①“き
・
計
σいｏＱ一口一ｏこ
」
と
い
う
用
語

が
当
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
そ
の
後

「生
命
倫
理
」
と
い
う
言
葉
が
意
味
す
る
範
囲
が
不
明
確
で
あ
る
と
い
う
点
や
、

一
部
の
国
で
は

「生
命
倫
理
」
と
い
う
用
語
自
体
に
侮
蔑
的
な
意
味
が
認
め
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
に

は

「生
命
倫
理
条
約
」
の
名
称
は
削
除
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
但
し
、
タ
イ
ト
ル
と
し
て
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
内

容
の
面
で

「生
命
倫
理
」
条
約
た
る
性
格
を
保
持
す
る
こ
と
に
つ
い
て
ま
で
否
定
的
な
意
見
は
出
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
な

お
、
現
行
の
条
約
を
も

つ
て

「生
命
倫
理
」
条
約
と
呼
ぶ
こ
と
に
は
注
意
を
要
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
が

生
命
倫
理
分
野
を
網
羅
的
に
カ
ヴ
ア
ー
す
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
同
条
約
に
は

「生
殖
補
助
医
療
」

に
関
す
る
規
定
は
ほ
と
ん
ど
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
喫
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
生
殖
補
助
医
療
に
関
し
て
は
す
で
に
各
国
で
法
制
化
が
進

ん
で
お
り
、
条
約
に
よ
る
共
通
ル
ー
ル
の
策
定
に
な
じ
ま
な
い
と
い
う
理
由
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
Ｎ
、
少
な
く
と
も
こ
の
こ
と
は
オ
ヴ

ィ
エ
ド
条
約
が
生
命
倫
理
分
野
を
包
括
的
に
規
律
す
る
も
の
で
な
い
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
名
称
と
い
う
形
式
的

側
面
に
過
度
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
は
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
し
か
し
安
易
に
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
を
生
命
倫
理
条
約
と
呼
ぶ
こ



と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
包
括
的
な
生
命
倫
理
条
約
と
し
て
十
分
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
し
ま
う
可
能
性
は
否
定
で

き
な
い
。
本
稿
で
あ
え
て

「オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
」
の
呼
称
を
用
い
た
の
も
こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

［，
日）
Ｃ
σ
Ｏ
“
∽ヽ́
０
【ＱＯ””α
●
〇
け①
（い
い
ｙ
Ｏ
・い
いい
・

０
ゴ
・”
く
Ｆ
・０
【αＯ】一０
●
〇
一ｏ
（い
、
ｙ
も
し
ぃ
・

甲Ｆ
（ｏ
ｒ
”ｏ
けｏＰＯ
“
０
・０
【Ｑｏぃけ０
●
〇
けｏ
（「
γ
一
・、
・

二
〇
〇
四
年

一
〇
月
二
九
日
署
名
。
現
在
各
構
成
国
で
批
准
手
続
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

〓

む

、̈、Φ
“
【
ｏ
Ｏ
”
Ｏ
Ｆ

ョ

ヽ
ｏ
ｏ
●
∽
静【ご

一一〇
い
ヽ
Ｏ
ｏ
黎
ュ

ｏ
”
Ｑ

Ｏ
①
ε
”
【
鉾
一ｏ
●
″
』
『も
０
「
　

参̈
′昭

。̈

再
生
ク
ロ
ー
ン
以
外
の
他
の
形
態
の
ク
ロ
ー
ン
に
つ
い
て
は
、
基
本
権
憲
章
は
明
文
で
容
認
も
禁
止
も
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
再
生
ク
ロ
ー
ン
以
外

に
つ
い
て
の
法
規
制
は
構
成
国
の
国
内
立
法
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

”
，＞
い０
９
日
ｐ
Ｏ『。２
ま
●
ｏ
お
（∞ｙ
，
一
い

二
〇
〇
五
年
二
月
二

一
現
在
。
な
お
、
欧
州
評
議
会
構
成
国
に
お
け
る
オ
ヴ
ィ
ェ
ド
条
約
の
署
名

・
批
准
の
詳
し
い
状
況
に
つ
い
て
は
、
Ｆ
ξ
一、≧
薫
〓
・８
９

いｏ
（ヽ
日

「ヽ
ヽ
＞
［
い
Ｌ
「
ｏ
∽
」

ｃ
〓
２
０
ｃ
ｏ
■
Ｏ
ｏ
ｏ
Ｏ
Ｓ
い
０
』
録
一ｏ
●
」
．ｃ
〓
０
一ｏ
」
①
”ヽ

Ｏ́
Ｓ
国
つ
一〓
】
Ｏ
Ｃ
Ｏ
月ヽ
ｏ
Ｘ
一①
∽
‐
０
（‐
Ｑ
０
０
”
日
①
●
ぉ
、０
∪
”
【

‐
Ｈ
Ｚ
「
さ

い
∞
い
ｏ
ｏ
い
さ
い
０
い
さ

い
ｏ
ｏ
一鮮
∽
さ
い
ｏ
Ｏ
ｏ
∽
さ

い
ｏ

Ｌ
電
”け〓
【①∽さ
８
ｏ§
８
０ｏ∽さ
い
ｏ【営
一オ
”Ｌ
８
∽●
■
「
参
照
の
こ
と
。

（６６
）
”
＞
いＯｏ日
ｐ
ｏは
Ｓ
ａ
●ｏお
つ
ｙ
や
０い

（６７
）
二
〇
〇
四
年
の
生
命
倫
理
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
本
田
ま
り
氏
の
個
別
報
告

（Ⅳ
）
参
照
の
こ
と
。

（６８
）
”
・「
』Ｌ
脇
Ｓ
ｒ
Ｏは
２
ま
い９
ｏ
３
じ
・一
・い０”

（６９
）
但
し
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
ォ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
生
命
倫
理
分
野
に
お
け
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
る
と
考
え
ら

れ
る
の
で
、
こ
の
点
か
ら
み
れ
ば
、
批
准
国
の
多
寡
や
そ
の
内
訳
の
も
つ
意
味
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
と
も
い
え
る
。

（７０
）
ォ
ヴ
ィ
ェ
ド
条
約
を
紹
介
す
る
邦
語
文
献
で
も
こ
の
言
葉
を
用
い
る
も
の
が
多
い

（本
山

・
前
掲
注

（６
）、
藤
川

。
前
掲
注

（６
）
な
ど
）。
他
方
、
実

共
同
研
究

。
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五

9 9 9 9 2 365 64
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際
に
条
約
の
起
草
に
関
わ
っ
て
い
た
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ｉ

（生
命
倫
理
に
関
す
る
指
導
委
員
会
）
は
ま
さ
に

「生
命
倫
理
」
と
い
う
用
語
を
委
員
会
の
名
称
に
掲
げ
て

い
る

。

（
７‐
）

ォ

ヴ

ィ

エ
ド

条

約

の
審

議

過

程

（
Ｆ
一０
ミ̈
薫
贅
ド

８

■

５
け、日

「ヽ
ド

欧
”
【【口
」
．ヨ
一Ｑ
一燿

ｏ
∽あ

８

も
さ
ロ
マ
営
一８

Ｌ
．〓
ぃ。
ぃｆ

ｏ
ゎ

ざ
ぶ
国
０
一日
電

①
ぬ

繊

けｏ
″
①
Ｆ
８

８

８
８

ミ

０
∪
”
Ｈ占
Ｚ
「
ざ
い
∞いｏ
ｏｏ
さ
い
つ
いり
【ｏｏ
０
０
●
く
・●
。
０
　
参^
昭
。̈

（７２
）
具
体
的
に
は
同
条
約
の
一
四
条
で
、
生
ま
れ
て
く
る
子
の
性
別
選
択
の
た
め
に
生
殖
補
助
医
療
技
術
を
用
い
る
こ
と
は
禁
止
さ
れ
る
旨
が
定
め
ら
れ
て
い

る
に
す
ぎ
な
い
。

（７３
）
勝
島

・
前
掲
注

（６
）
五
頁
、
藤
川

・
前
掲
注

（６
）

一
二

一
頁
。

お

わ

り

に

本
稿
で
は
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
を
題
材
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ
ェ
ル
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
生
命
倫
理
法
制
の
枠
組
の
設
定
に
つ
い

て
検
討
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
を
ふ
ま
え
、
最
後
に
本
研
究
会
の
課
題
で
も
あ
る
比
較
法
的
見
地
か
ら
若
干
付
言
し
て
お
き
た
い
。

オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
は
伝
統
的
な
多
国
間
条
約
の
形
式
を
呈
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
構
造
や
内
容
の
面
か
ら
見
る
と
、
や
は
リ
ョ

ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
地
域
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
立
法
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
特
殊
性
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の

一
つ
が
、
共
有
さ
れ
た
価
値
観

が
法
規
範
の
定
立
に
反
映
さ
れ
具
現
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
で
は
、
「人
間
の
尊
厳
」
の

擁
護
や
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る

（人
体
か
ら
３

利
益
享
受
の
禁
上
の
原
則
な
ど
が
基
本
理
念
の
中
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
に
よ
つ
て
新
た
に
創
設
さ
れ
た
原
則
と
い
う
よ
り
は
、
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
に
浸
透
し
て
い
た
共
通
の
価



値
観
を
生
命
倫
理
分
野
に
適
用
さ
れ
る
法
原
則
と
し
て
明
文
化
し
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
、
人
間
の
尊
厳
や
人
体

の
尊
重
と
い
っ
た
普
遍
的
な
概
念
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
国
内
法
に
お
い
て
も
法
的
概
念
と
し
て

一
定
の
地
位
を
認
め
ら
れ
つ
つ
あ
る

こ
と
も
影
響
し
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
に
見
ら
れ
る
ョ
ー
ロ
ッ
パ
的
要
素
の

一
つ
と
し
て
、
条
約
の
規
定
の
大
陸
法
的
性
質
が
指
摘
で
き
る
。

欧
州
評
議
会
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
よ
う
な
英
米
法
圏
に
属
す
る
国
も
加
盟
し
て
い
る
と
は
い
え
、
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
特
徴
か
ら
見
れ
ば
、

フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
を
初
め
と
す
る
大
陸
法
の
要
素
が
比
較
的
多
く
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
く
に
、
人
間
の
尊
厳
の
尊

重
を
明
文
化
し
、
人
体
か
ら
の
利
益
享
受
の
禁
止
や
研
究
目
的
で
の
ヒ
ト
胚
の
作
成
の
禁
止
な
ど
に
つ
い
て
明
言
し
て
い
る
点
は
、
ア

メ
リ
カ
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
個
人
の
自
己
決
定
と
自
由
な
研
究
の
推
進
を
基
調
と
す
る
法
的
枠
組
の
設
定
と
は
明
ら
か
に
性
格
が
異
な

っ
て
い
る
。
確
か
に
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
中
で
定
立
さ
れ
た
ル
ー
ル
は
フ
ラ
ン
ス
の
生
命
倫
理
法
や
ド
イ
ツ
の
胚
保
護
法
で
整
備
さ
れ

た
法
制
度
ほ
ど
詳
細
か
つ
明
確
な
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
各
国
の
合
意
の
上
に
し
か
成
り
立
ち
え
な
い
条
約
と
い
う
形
式

を
と
る
以
上
は
受
容
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
こ
と
と
い
え
る
。
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
の
規
定
が
完
全
で
な
い
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り

で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
条
約
の
構
造
が
、　
一
方
で
研
究
の
自
由
に
配
慮
し
つ
つ
も
、
人
の
優
越
性
と
抵
触
す
る
限
り
で
は
明
文
で
禁

止
あ
る
い
は
条
件
を
設
定
す
る
と
い
う
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
点
に
、
ア
メ
リ
カ
の
自
由
主
義
的
な
傾
向
と
は
相
容
れ
な
い
大
陸
法

的
な
要
素
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
、
Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
中

。
東
欧
諸
国
の
新
た
な
加
盟
や
ト
ル
コ
の
加
盟
申
請
を
め
ぐ
る
議
論
で
も
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
地
理
的
な
国
境
は
以
前
ほ
ど
明
確
で
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
ひ
と
こ
と
で

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
以
前
よ
り
も
多
様
な
価
値
観
が
混
在
し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
単
純
化
し
た
図
式
で
表
す
こ
と
が

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
七
七
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誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
十
分
留
意
す
る
必
要
は
あ
る
。
し
か
し
、　
一
進

一
退
を
繰
り
返
し
つ
つ
も
戦
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で

一
貫
し
て
継
続
さ
れ
て
き
た
統
合
の
動
き
は
法
が
関
わ
り
を
持
ち
う
る
様
々
な
分
野
に
広
く
浸
透
し
て
お
り
、
そ
の

一
つ
の
表
れ
と

し
て
オ
ヴ
ィ
エ
ド
条
約
を
中
心
と
し
た
ョ
ー
ロ
ッ
パ
レ
ヴ

ェ
ル
で
の
生
命
倫
理
法
制
の
整
備
を
位
置
づ
け
る
こ
と
は
十
分
可
能
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

最
後
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
生
命
倫
理
法
制
の
整
備
と

い
う
視
点
か
ら
は
、
今
後
オ
ヴ
イ
エ
ド
条
約
を
中
心
と
し
た
枠
組
以
外

の
方
法
で
新
た
な
共
通
ル
ー
ル
の
作
成
に
向
け
て
の
動
き
が
見
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
注
目
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
生
命
倫
理
分
野
に
お

け
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
確
立
は
、
条
約
と
い
う
手
段
の
み
な
ら
ず
裁
判
所
の
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
点
に

関
し
て
、
欧
州
人
権
条
約
の
実
効
性
を
担
保
し
て
い
る
欧
州
人
権
条
約
お
よ
び
Ｅ
Ｃ
法
の
画

一
的

・
統

一
的
適
用
を
監
視
す
る
Ｅ
Ｃ
裁

判
所
の
役
割
は
看
過
し
え
な
い
。
前
者
に
つ
い
て
い
え
ば
、
確
か
に
人
権
条
約
に
は
直
接
明
文
で
生
命
倫
理
に
関
す
る
規
定
は
お
か
れ

て
い
な
い
が
、
ヒ
ト
胚

・
胎
児
の
法
的
地
位
を
巡

っ
て
人
権
裁
判
所
で
争
わ
れ
る
ケ
ー
ス
な
ど
を
通
し
て
、
今
後
判
例
が
蓄
積
さ
れ
る

可
能
性
は
大
き

い
。
ま
た
、
Ｅ
Ｃ
裁
判
所
に
関
し
て
言
え
ば
、
既
述
の
基
本
権
憲
章
に
関
わ
る
問
題
の
ほ
か
に
も
、
生
物
医
学
分
野
に

お
け
る
技
術
革
新
が
特
許
と
の
関
係
で
生
じ
さ
せ
う
る
問
題
に
つ
い
て
の
解
決
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
課

題
と
し
て
稿
を
改
め
て
考
察
を
行
う
こ
と
に
し
た
い
。

（７４
）
た
と
え
ば

「人
間
の
尊
厳
」
の
概
念
に
つ
い
て
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、　
一
九
九
〇
年
代
半
ば
以
降
、　
一
方
で

一
連
の
生
命
倫
理
法
の
中
に
こ
れ
ら
の

原
理
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
他
方
で
、
憲
法
院
、
国
務
院
お
よ
び
破
毀
院
の
判
決
で
し
ば
し
ば
裁
判
規
範
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
「人
間
の

尊
厳
」
が
単
な
る
哲
学
的
概
念
に
と
ど
ま
ら
ず
法
的
原
理
と
し
て
機
能
し
う
る
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

・



前
掲
注

（３６
）
「
フ
ラ
ン
ス
公
法
に
お
け
る

『人
間
の
尊
厳
』
の
原
理

（
一
）

。

（二

・
完
ご
、
同

「
フ
ラ
ン
ス
司
法
裁
判
所
の
判
例
に
見
る

『人
間
の
尊

厳
』
の
原
理

（
一
）

。

（二

・
完
と

愛
知
大
学
法
学
部
法
経
論
集

一
六
二
号

（二
〇
〇
三
年
）

一
頁
以
下
お
よ
び
同

一
六
三
号

（二
〇
〇
三
年
）

一
頁
以

下
参
照
。

（７５
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
共
同
研
究
で
の
滝
沢
教
授
の
個
別
報
告

（Ⅱ
）
に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
型
お
よ
び
フ
ラ
ン
ス
型
の
生
命
倫
理
法
制
の
比
較
検
討
を

参
照
の
こ
と
。

（７６
）
こ
の
点
に
関
す
る
詳
細
は
、
本
田
ま
り
氏
の
個
別
報
告

（Ⅳ
）
お
よ
び
佐
藤
亨
氏
の
個
別
報
告

（Ｖ
）
を
そ
れ
ぞ
れ
参
照
の
こ
と
。

（二
〇
〇
五
年
六
月

一
二
日
脱
稿
）

（愛
知
大
学
法
学
部
助
教
授
）

共
同
研
究

・
生
命
倫
理
法
の
展
開

（二

・
完
）
〔比
較
生
命
倫
理
法
研
究
会
〕

一
七
九


